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[問題 11 卜顎第一大臼l釘の特置で正しいのはどれか。
a 2艇である。

b 5佼顕である。

C 遠心喧闘が存在する。

d 近Aし舌剛肢頭が最大である。

惨解剖学

aiqtt-4.'.1 
x a 上顎大臼歯は3枚、ド顎大臼肉は2担である o

x b 上顎大円歯は4腔頭、下顎第 大臼歯は5肱頭であるa

x ， 連'L喧頭が存在するのは下顎第一土日向である。
Od 近'L、苫側駐頭が最大で、遠心青側喧頭が最小 である。

値豆沼Td 

[問題 2) 下顎骨内面にあるのはどれか。

a 薗相孔

b 攻柿粗面

C オトガイ孔

d オトガイ林

砂解ll'J学
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[問題 3) 内匹葉に由来するのはどれか。
a 顎下凪

b 耳下眼

C 象沼耳

d エナメル質

砂解剖学

‘，J，jl4+1・
Oa 内匹業由来の組織には、 出下腕 舌下腺、甲状腺、胸眼などがあるo
X b， c， d 耳下腕、象月賞、エザメル質は外匹余白米である。

ーヨD a 
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[問題 4) 頭蓋廿側面の写真 (別冊午前No.1)を別に示す。

矢印の部i止に付者するのはどれか。

a ~X 前

b 澗顕筋

C 顎舌骨筋

d 内闘員実筋

惨解剖学

..f:~ . i.t-4: . 
Oa 矢印は 「罰角部外面目立簡粗面を指しているa
x b 側頭筋は飾提起に村君する。

x ， 顎苫骨筋は、 ド顎骨内面の顎舌廿路線に付着する。
x d 1*1側再突簡は 卜顎骨内面の典史鮪粗面に付帯する。

No.l 

値ヨD a 

[問題 5) 内頭誰庄内 部の写真(別冊午前No.2)を別に示す。

矢印が不す孔はどれか。

a 正円孔
b 卵円孔

C 内耳孔

d 称 iL

砂解剖学

.~J:;h.t4:-' 

Ob 矢印はij~PJ孔を示している。 押円孔は蝶E 骨の大単において正円孔と

抽孔の間にf~世し 下顎神経が通過する。

No. 2 

eヨD b 
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[問題 6] 間脳はどれか。

a 構

b 中断

c 延髄

d 視床下部

砂生理学

笹，"*.ul・
x a 、b、c 中脳.捕、延髄をあわせて脳特という。

Od 悦J;¥iと視床下部をあわせて間脳という。

笹葺~ d

[問題 7] 蹄収縮時に筋小胞体か勺放出されるのはどれか。

a カリウムイオン

b ナトリウムイオン

c カルシウムイオ J

d マグネンウムイオン

砂生理学

E盟率r;a
x a， b ナトリウムイオンは脱分権 (活勘定位)‘カリウムイオ/は荷分怖に聞昔、する。

Oc 筋収賄にはアクチノフィラメント左 ミオンンフィラメ〆トの滑走により生じるが、その際筋小胞体
から肱出されるカルシウムイオンが必要となる。

x d マグネンウムイオノは直接関与Lない。

軍彊週Ic 

[問題 8] 晶化によって場加するのはどれか。
a 昧荷量
b 骨枯描景

c 唾植分泌畳
d 蝿能的購買畳

砂生理学

.~mh.t4Î' 

x a 、b 味曹畳、骨絡筋量は老化lこより減少する。

x c 唾誼脇町事縮や変性により、唾液分泌量は減少する。

Od !Jn肺に伴い肺活量は減少L、残気量は増加する。揖能的残気量とは、F備呼気足と問主占誌の和であ
り、老化とともに増加する。

eヨr;， d 

4 

[問問 9] 衡の構造異常はどれか。

a 事厳罰歯

b 斑状歯

c 繭内情

d カラベリ 結節

__I:;l.;.t-4.-T 
砂翁理学

x a 伝暗1鳴は、歯担完成能に裡散の酬がセメノト置のみで紡什した形睦見常歯である。

Ob IA状1拘は、エ7メJレ質草成期に過剰なフγ華を摂取することによって生じる構造巽常歯 (形成不全)

である。

x c 樹内附は 簡の形成の半期に 歯冠部のエサメル置と象牙買が歯髄怖に陥入LたE態異常歯であ

る。

x d カラベリー結節は 上顎第 大白歯百冊近心院聞にみられる結節で、形態異常歯である。

使ヨr;， b 

[問題 10] 血液検体の匝俊誼写真 {別冊午前 No.3 ) を ~IJに不す。

矢印がヨミす細胞はどれか固

a 赤血球
b 肝中総

C 形質細胞

d 骸骨細胞

E蕊~
x a 功血球や血小紋は核を持たない。

Ob 等兵に示す細胞枝は 分草桔 である。分1持拡とは 核にくびれがあ
り一つの舷がいくつかに分離したょっにみえるもので、頼粒時(好中

車、肝酸球、師塩基球)の特盟である。

x c Jf~ft細胞の輯は、 車軸骸が特酷的である。

X d ft'i骨細胞は、細胞内に2つ以上の絞をもっ多微細胞である。

値ヨr;， b 

惨病理学

No. 3 
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[問題 11] ワクチンカ苦手I劫なのはどれか。

"麻暗

b 手足口荊

c 慢性歯周先

d ペーチェット病

tJT.，.t4 • 
砂質生物学

o. 麻疹iま、麻修ウイルスによる高熱、カタル症状.珪疹を特醒とする急性感島経で、1O~12 日聞の

樽伏期を経て、尭疹の前に頬粘膜にコプ'1ツク斑が現れる。ワクチン按枝による予防が有効であ

る。

x b 手足U荊は、 コクサツキ ウイルスによる感染猛で、口睦粘膜、下S位、足に器疹ができる。対許嫁

臣、を行い、駐日で軽快する。

x c 慢性幽周虫(成人性歯周主主)は世性にゆっくり進行する向闘員で ワクチンは無効である。

x d ベ チェ γト病は 門腔粘膜の十世性再琵性アフ夕、氏周の結節性紅班、外険部i貨高再発性前房蓄

曜性ブドウ膜炎を主酷とする自己免疫性疾患である。

笹葺:'a

[問題 12]舌背部から揮取した検体の顕微鏡写真(別冊午前No.4)を別に示す。

この薗植はどれか。

a A品rreg，"/ribacrcrac山間ny:町 femCOmllaJlS

b C.1I1did.1 AlbIc;ms 

c PorJフhyromonasgil1gIvalis 

d Strcpr.仇官山.~ mutans 

ε~・ No.4 

x a， c Aggreg<1lib，1ctcr ，/clinomycctemcomiu/Ils {"-， 
Porphymlllol1as gingivalis は歯周荊原性細菌の一つで、

ポケット内部から検出される グラム陰性嫌気性梓稀であ

る。

o b Candida Albic:af/s は口腔や皮膚腸管睦などに常在
L.口腔では舌背部から高野1度}こ検出される輿幽である。

真薗の義本部睦は菌糸車と酵母形であり.これらが絡み

合って融緩状の塊を器成する。

x d St何'ptOCOCCIJSmuta/Js はう蝕病原性細菌の一つで.プ

ラーク中から高頻度に検11¥されるグヲム描性峰気性レ J
サ球曲である。

ーヨ13b 

6 

惨微生物学

[問題 13]芽胞に有効なのはどれか。

" 消毒附エタノ ル

b クロルヘキシジン

c グルタルアルデヒド

d 1..10ベンザルコニウム

惨保生物学

笹-!:;htl*
X a， b， d 消毒悶エタノール、クロJレヘキンジ/、塩化ベノザルコニウムは芽胞に舞効である。

oc 非胞とは、細菌細胞の休恨形で 値物の瞳子に相当する。芽胞は勲乾燥およひP薬品に抵抗性を示
すため グルタルアルヂヒドやポピドンヨー ドなど一部の消毒i艇が有効である。

値ヨE・c
[問題 14] H本華局)jにおける標津温度はどれか.

a 01: 

b 41: 

c 20t 

d 251: 

~I廃理学

軍J:l!lII:I・
oc 日本務局}jでは、標準温度を201: 常晶を 15-25 1: 室t昆を 1-301:と Lている。

ーヨcac 
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[問題 17] PMA lndexで正Lいのはどれか。

a 円睦情情状態の指標である。

b j歯岡プロープを用いるe

c 曲肉の炎f，Eの程度を評価する。

d "iiiffit部佳の最高山は]4占である固

砂口陸衛生掌

*J:N:rtl.'-. 
X a PMA Indexは 陶向を対象と Lた幽閥疾患の指標である.口蹄清掃状里町評価は、プラークヤ陶

石を文ナ象とする。

曲周プロープは ポウット深さの制定でe.llJ;となる。
炎壷の程度を評価するものではな〈、員症の布暑による広がり を評価する。

通常lま州都辞すの剛 州都q)34か所を診査し、すべてに畑がみられた場合的閥的州
点となる。 ，， ' 

Od 

薬物性ラ怯の追いによる血中薬物謙虚の時間維持を聞に示す。15] [悶圃

x b 

x c 

血
中
華
拘
置
度

。1
投与

d ーヨ"
問時

事理作用の尭現が最も連い投与怯はどれか。

a ① 

b o 
c @ 

d @ 

[問題 18] 向肉持下歯石の特置はどれか。2つ遭べ。

a 附褐色を呈する。

b 持品に除去できる。

c 睡液腺開口部に好珪する。

d 曲I向樽~lll精出米である。

.口陸衛生学

笹d:;Ut4.';.

0， 、d (骨肉時下歯石は歯肉j常雄/1'1(1叉(前li肯)rlr楽であり Hi'i縄色、 師黒色を呈するo
x b 歯肉持ト前七はセメント質に強固に什婚しており、スケ ラーで除去Lにくいa
x c 前向時下幽石は嶋巨1ポケッ トの存在する部位に好尭する a

a. d 4IiEI・

砂議理学

<<.':;I，[.t4-. 

0， 薬理作用の畳現は、血中海庄が最小有効血中漉匹以上になったときにみられる。 般に最高血中濃
度に遣する時間は、 静脈内註軒、 筋肉内抗射.庄ト桂射.軽U投与の聞に速い.一方薬理作用の

持続時間はその逆となり、経口投与 直下住射、師向内注射、静脈r̂r桂射の闘に長い。

a eヨ"

[問題 16]粘膜保謹作附をもっ唾液成分はどれか。

a ムチノ

b 'li:民酷塩

C アミラーゼ

d ラクトフェリン

[問題 19] 陶科疾患実態調査の調脊羽田はどれか。2つ選べ。

a 自信向。〉状況

b インプラントの状況

C デンタルフロスの使用状況

d フγ化物配合歯磨剤の使用状i兄

砂口睦衛生学

9 

惨口腹衛生学

.~j@FL4.. 

Oa. b 歯科疾患実理調査の主な調査事項は、 う蝕とその処置状況、歯肉町状況、歯刊 畦合の状況、
フッ化物町i世，(Ii状出、歯プランの舵JtI状況、期間節の状況、インプラントの状況、かみあわせの状

況であるの

a‘ b 軍ヨ"

***:-¥--4:.-. 
0， ムチンは顎下線ゃ苦下眠から分泌される繍タンパク質で、口腔粘膜や樹向上伎を細l有感染や機織的
刺激から防御している。

重炭酷温は唾桜町緩衝n朗に関与L、pHの急激な宜忙を抑えて中性域に維持する。
唾液中のアミラ ゼは消化作用仁間与L、デノプノを圭牙棺仁分解する酔素である。

ラクトフェリ/は唾躍中町抗菌物質の つで、機<t.物の生背6こ必要な抵イオンに結合L、奪ワこと
によって鋼所の繍姻をm手守する。

a 

a
b
e
d
 

x

x

x
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[問阻 20J男性の上顎水久歯における歯祖別の年間う蝕量病市剛融を図に示す。

よ;歯に融当するのはどれか。

a ア
b イ

c ウ

d エ

】曲

年
間
ヲ

蝕
発 10
病
率

% 

1 234 5 6 

耐の蹴出挫の年世

竃翠~
x a アは k顎部二大円前である。

x b イは上顎前一小臼簡である。

X c ウは上官l中 ~J曲である 。

Od エは最もっ倣概¥.1;tI，Ei立が眠い歯植であり 上顎犬i'1iが該当する。

ーヨtIad 

10 

砂口腔衛生学

[問題 213 毛の脇胞を聞いるプラッンング桂はどれか。2つ週ベ.

a パスi1、
b フォーノズ佳

c ローリング法

d チ吋ーターズ法

惨口隆衡生学

征翠玄a
X a パスrliは.毛先を歯而に対し45度の角度で歯肉滑に入るように当て、近遠心的に数mmの範囲で
揖動させる。

X b フォーンズ法は、毛先を歯闘に対Lて直角に当て、門を描くように動かすa

Oc ローリング棋は歯ブラシの脳肢を用いた}j法で、 毛束を繍軸に対し l'行に当て ぬ面に沿わせなが
勺同転させる。

Od チャーターズ佳は曲プランの脇腹を用いた方法で、毛先を切揖怖に向け、切結情から根尖側へ穆動

させ、歯肉辺掃に当たったと ころで加圧披動させ、その桂恨尖)j向へ阿較させる。

軍ヨr;， c. d 

[問題 22J繭磨剤l町基本成分はどれか。
a トリクロ吋ン

b 硝酷カリウム

c トラ不キサム酷

d ラウリル硫骸ナトリウム

砂口腔衛生学

*.;:;1..'41 
X a トリ クロサンは殺菌作用を有し、う 蝕予防や歯周疾思予防を目的tして配合される薬効成分であ
る。

X b 硝惜カリウムは知覚過敏予防を目的として配介される蔀効成分である。

X c トラネキサム酷には 11血作用があ り、 歯周疾患予防を目的としてi草加される薬剤成分である。

Od 同車剤の基本成分は、研磨刻と発泡/111を主成分とし、そのほかにm坦剤や結合剤などがある。ラウ
リル確聞ナトリウムi式発泡剤として配合される第本成分である。

ーヨtIad 

同

E
4
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[問題 23] グルコース摂取佳のデノタルプラ ク中に最も多く存在する殴はどれか。

a ギ酷
b 昨殴

c 乳酸

d プロピオン酷

軍**.'4• 
砂口径衛生学

x a 、b.d ギ酸、酢酸、プロピオン酸は、グルコ ス温度が低〈、また階膏瀧腔がれい、条件下で生成

される酷である。主にプラ ク揮層で生成される。

0， 乳般は、グルコ ス濃度または酷葉擢度が高い条件Tで、細菌の解棉;1'，巳よって生成される有機耐
である.

笹葺.c
[問題 24]歯のフッ事症を評価するのはどれか。

a CFI 

b CPl 

c PDI 

d DAl 

tlllJE1翠2・ 砂口腔衛生学

o a CFI (Community Fluorosis Tndex)は、地域における倒的フッ署長痕を評価するための指様である。
)( b CPI (Community Periodontal Ind白)は、地域における樹同疾思円相;盟を評価するための指標であ

る。

x c PD1 (Pe川 dontalDiscase Index)は、 歯周疾患の程度を肝価するための指標である。

x d DAI (DentaJ Aesthctic Index)は、 歯刊を評価するための折傑である。

笹車.a
[問題 25]一般統計調盆はどれか。

a .ra，者調査
b 同勢調査

c 学校保健統計調査

d 副民健康栄養剤費

篭亙m:J・
)( a 、b、c 患者調査、国勢調査、学校保障統計調査は基幹統計調査である。

砂衛生学公衆衛生学

Od 国家統宵|は品幹統計調査と一位統計調査とによ別される。主なー般統制調査に¥;1:"同民健康 栄養

醐合品、E師 歯科医師 薬剤師調査、歯科荘忠実世訓煮などがある。

軍軍.d

← 

[問題 26] 特別管理一般出1築物はどれか。

a 研究用模型

b 使用情みメス

c 血被付着ワッテ

d 山被付若ゴム手聾

惨衛生学公衆衛生学

.~':ih'1'. 
x a 研究用機裂は雌業廃棄物に分類される。

x b 、d 蝿棄物のうち、感染性のあるもの守、他の人の健康又は生前車境に係る被占'を生ずる恐れがあ

るものを特別有理 般腔棄物、あるいは特別竹到I_ f{ -~唖3築物という 。 世間前みメスや血i削十君は特

別管理産業廃焚物に分輔される。

Oc 邸調付ポワァァは、 特別官即 般廃棄物に分割される。

ーヨt:.c 

[問題 27]麻疹で止Lいのはどれか。

a 空気感染しない固

b 成人では尭症Lない。
c ワクチンは舞劫である。

d 学校において予防すべき感染症のーつである。

..-JljhtJ:;)・
x a 麻疹の感染経路は、全長感染、接触感染、飛沫串染などである。

x b 成人でも感染聖症する。

x c ワクチンは有効であるロ

砂衛生学公衆衛生学

Od 学校保健官官出による第二種芋杖伝染病に指定されているロ第二植学校伝染病には、 インフルエノ
ザ(鳥インフルエンザ(1l5Nl)を除()、百H咳せき、刷桜、流行性耳ド肱炎、胤疹 水症などが

ある。

笹ヨr;;ad 

13 



[問題 28J医療法に規定されているのはどれか。

a 歯科保健指噂

b ~療掃の記載

c 処}jせんの交付

d 広告できる詰療科名

[問題 31] 骨組世症で正Lいのはどれか。

a 男性に多い。

b 骨If;置が増加tる。
c 骸骨細胞の活性が低下する。

d 開催植に尭佐頻度が増加する。

砂衡生学公衆衛生学 .栄費S旨4・生化学

ε翠ItI:・ _.::;J.;.t.l' 
x a 久11'に多く藷症する。

x b 骨携置は低下する。

x c 碓骨制胞の活性が上昇 L 骨吸収が111i!Lする.
Od 問時佐町立性ホルモンの畦下により、尭症闘世は増加する。

x a 拘料眼健指噂については、幽科医師法および幽科衛自主+1.上で規定されている。

x b、c ~参療掃の記載および処方せんの交付は、 医師法および尚科出師H、で組定されている。

Od 広告(傑傍)できる詰療科目は医療法で姐定されている。

e翠;'d
eヨ~ d 

[問題 29J感覚温度の算出に必要ないのはどれか。

a >1温
b 虫擢

c 気流

d 幅削熟

[問題 32J平成田年の同民健康 栄饗調査で.iF.しいのはどれか。

a 成人的l日の宜塩摂取量は6g朱櫛である。

b 成人女性的理煙者の割合は20%台である。

c 成人のカルンウム摂取量は推費量を下阿っている。

d 成人男性のBM125以上向者の割合は減少Lている。

砂衡生学公衆衛生学

征翠:rt:r:.
験栄餐指噂・5主化学

x d あるう正温で、坦世 間0% 値嵐時町人聞の感覚を基準と Lて、その状態と同じ暑さと感じる民溢

生t温、う!¥i市町組合せを感覚温度として示す。

<<.:T".'l-' 
x a 成人の l日の食塩摂取量は 10.4g(兇性 II.'Ig、女性9.6g)である。

x b 成人k性の暁煙者の割合は10%未満(掛性 32.'1%、女性 9.7%)である。
Oc 成人のカルンウム担取量は推奨量を下回っている。
x d 成人男性的BM125以上の者の制令は地加している。値車;'d

値ヨ~ c 

[問題 30J 国民健康保険法で定める保障者はどれか。

a 固

b 耶遭府県

c 市町村

d 事業所

[問題 33J医療品積極の免許取得最低修章年限で正しいのはどれか。

a薬剤師 4年

b看護師一←一一一一一 3年

c臨床検査技師一一一2年

d歯科技工ート 3'1' 
砂衛生学公衆衛生学

征翠玄D
惨錨科衛生士篠崎Oc 同民健康慌障の保障者は市町村、被保険者は円話乗昔、非1雇用者、年量生活者などである。

笹葺;'c
*;f:;Uti' 
x a 事剤師の修業年限は6年である。

Ob 看謹師の修業年出は3年である。

x c 臨床検査技師の修業年限は3年である。
x d 樹科技工+0)修業4限は2年である。

竃車;;a b
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[問阻 34J歯全体的責;患を歪みなく摘出できるエ ックス融磁器桂はどれか。

a ll!行法

b 匝興怯

c 喧合法

d 二等分法

砂街科臨床の墓磁

‘;mm;J・0. '~行法は歯軸とフィルムを平行に世き それに対し卓也にエ yクス線を入射するん法である。平行
法は、歯軸およびフィルムに対し直角に工ツクス線が入射切るため 揃と同長の歪みのない画像が

1導られる。
x b 喧揖法は上下町簡の悩冠却を 1>仕のフィルムに投能するもので、向全体を摘出することはできないo

x c 腔合法はフィルムを喧合平面に設置し、歯軸方向に入射するため、目前令体的嫌鮮はできない。

x d 等分法は 術輸とフィルムの二等分組に対L垂直にエ γクス組を入射するノJ法である。この方法

では、前軸およびフィルムに対Lて斜めに入射するため 同仰にEみが生じる。

eョ;'a

[問問 35J 制昔前療に用いる器具 (霧 20 ) の写真 (~IJ冊午前 No.5) を別に不す。

この器具の特置はどれか。2つ選べ。

a 先端町大きはO.20mmである。

b 刃冊町長さは16.0mmである。

C 材置はコパルトクロムであるa

d ImmごとにO.2mmよくなる。

砂歯科臨床の窓際

No. 5 

.圃蝿
***.t4:・
Oa ステンレススチール製前科用リ マ や歯科用フ ァイルは、150凪絡によ って規格化されている。

号量生は先端太さの100惜の値であり 20'予の先端太さはO.2mmである。

Ob が都町長さは lGmmに凪絡化されている。
x c 卒オ買はステノレススチ ルである。

x d lmmごとにO.02mm太くなる。

tiIII';I・ a.b 
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[問題 36J 滅菌温度が最も高温寺町はどれか。

a EOG滅菌

b 乾熱滅菌

c 高圧蒸気滅菌

d 枇温プラズマ滅菌

砂歯科臨床の塞礎

Dill豆3
X a EOG (エチレンオキサイドガス)滅l百は 的40-60tで2-24時間行う。

Ob 蛇熱滅菌は、 160t-200tで 30 分一2時間加I?~ i る。
x c 高匝帯主t滅菌(オ トクレ プ)は、通常 121tで20分以上行う。

X d fLb鼠プラズマ滅菌は 45tで45-105分行う。

ーヨ1:.b 

[問題 37Jパイタルサインはどれか。2つ遭ベ。

a 呼吸
b 体重

c 尿量

d il' i員

惨歯利臨俸の璽礎

‘llilll1豆Ea
Oa， d パイタルサインとは生命置候と訳され、入聞の生きている証ともいうべきものである。パイタ

ルサインには、 血圧、町一版、脈拍、体端、およひt.rrJ肢の5世候がある.

x b， c 体重や匝景はパイタルサイム〆の項目ではなル、_a、d
[問題 38J健康な向圃組世における生物学的幅怪はどれか。

a 約 2μm

b 孝司 20μm 

c 事ヲ200μm

d *~ 2 mm 

砂歯周，台鍍学

1q:.ht4.;->> 
Od 生物学的幅怪とは 上皮性村君と結合組織性付着の合，1をいい、健康な街同組離の場合、上皮甘付泊

および結合組職性付着はそれぞれ lmmである。よって生物干的岨荏lム 2mmとなる。

値軍;' d

コ』
A品
寸

4占

17 



2
4
1
 

[問題 39J 前由吉1<5級商糊に対するコンポジツ トレジン充填で用いるのはどれか。

a ウッ ドウzッジ

b コノタクトゲ ジ

c サ ピカルマトリァクス

d アイボリー型セパレ ター

砂保存修復学

<<:t;jJ.，.t-4.';>> 
x a ウブドウエッジは 歯潤分離や向間乳拙の開設 問壁の保持などに用いられる。

x b コンタクトゲ ジは、隣接面の接触状睦の確認に用いられる。

0， サーピカルマ トリックスは、 5級筒洞に対するコノポジットレジ〆光嘆の際に 修砲物の賦形や圧
接に伺いるロ

x d アイボリー型セパレ タ は、 前歯部の歯問分離に矧いる急速自前間分附器である。

6ヨD c 

[問題 40J 57歳の男性。上顎右情犬耐のう蝕治療を希望L来医した。向頭部つ蝕と診断され、佐米

理グラスアイオノマ セメントで修視することになった。初診時の口腔内写真 (別冊午前No.6)を

別に不す。

往来型グラスアイオノマ セメン 卜修程で必要なのはどれか。2つ選べo

a 充照射

b パニツンユ塗布

c ポノデイノグ材控布

d マト リックスによる圧接

惨保存修復学

笹亙~
x a 往来型グラスアイオノマーセメ〆トu)硬化反応は、

粉液を混ぜ合わせた時占から開始するため 光開

射は必要なし、。

Ob 充J員f去の!if水を防止するため バーニツンユ塗布

が，e宮である。

x ， グラスアイ埠ノマ セメントには桶質J芸者刊 があ
るため、 ポ〆デイノグ材は小要である。

Od マトリァクスで圧接し 形態を付与する。

No. 6 

ーヨD b. d 
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[問題 41J急性化!;性向髄炎で認められるのはどれか。2つ選べ。

a 仮作露髄

b 拍動性白世痛

c ilil熱刺激での癖痛結解

d 歯髄電気訟での制値の低 十

砂歯内療法学

笹_"I!，.U~i・
Oa 軟化象牙自の除去で露髄tる状態を似性露髄という。急性化膿世歯髄炎では 歯髄はすでに感染し
ているため 恨性蕗髄の状態である。

Ob 急性化!~件歯髄炎は、揃髄の化膿性史症により歯髄腔の内圧が高まるため 拍動性の向尭摘がみら
れるo

x ， 温熱刺激で終痛は増悲し 冷糧法で韓併するa
x d 歯髄電気訟では同仰の上昇がみられる。

~ a . b 

[問題 42J アペキソゲネ ーンスで正Lいのはどれか凶

a 根完成歯が適応である。

b 感染担む箇が適Uである。

c ホルムクレゾールを用いる。

d へルトピッヒの上皮鞘が附与する。

砂麹円療活字

<<.f:jht-4:._ 
x a 、b.， 白菌根が未完成な前で歯院を除去する必要がある場合、校行土部の感染歯髄を除去L、前髄
明断聞に水酷化カルンウムを貼韮し担尖部歯髄を保与する。健E時な担部歯髄が保存されることによ

り 曲桜は正常な発育成長が進行L、担尖の形成が完了する。こhをアペキソゲネ ンスという。

Od 根尖のヘJレトピ γ ヒの t庄鞘により歯根形成が誘導され 担尖が閉鎖される。

ーヨD d 
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[問題 43] 13歳の男子。ジヤ〆グルンムから転落L、上顎左側中切歯が脱落Lたと母親から連絡が

あった。汚れた歯は水週水で洗ったとのことで、来院までには30分程かかるという。

脱苦悩の持寄方法の指示で適切なのはとれか。

a 牛乳に漬ける。

b テイツンユに包む。

C アルコールに1責ける。

d Yr.iれをLっかり誌とす。

砂歯内軍法学

*-[};jut-+"t 
Oa 牛才しゃ生理的宜塩水の浸透圧は生体に近く、歯恨般の1*謹に適切であるp
x b テイツンユに包むと附根が乾操してLまうため不適切である。

x ， アルコ ルには脱水作用があるため不適切である。
x d 河れを LっかりifiとLてLまうと歯根映が除去され、再植した際のチ佳が悪くなる。

ーヨD a 

[問題 44] 46歳の女性。プラツン J グ時の痛みをキ誌として来院した。下顎主布中切陥部の府内に

形態不良が認められた。初診時の口腔内写真 (別冊午前No.7)を別に示す。

この歯肉形態はどれか。

a クレフ ト

b プムス トウ ノ

c アプフラクンヨン

d -"j-ンンヨンリッジ

.;jjiht-4.'~. 

Oa クレフトは、歯肉の腫脹により裂聞を生じた王監を示す。
x b フエス トゥー〆は、陶頭部周囲の愉肉がロ ル状を呈して

いる形態を示す。

x c アプフラクンヨ〆は、拙い岐合力が加わったとき歯頚部に

生じるくさU状欠J買である。
x d テンンヨンリッジは、 U呼眼患者にみられる口蓋向向の提

状の隆起である o

ーヨD a 

20 

砂館周治復学

No. 7 

幽凶

[問題 45] 片側の鼻翼什豪と両側の1¥床上縁とで形成される平而はどれか。
a 岐合平而

b 眼耳平面

c カンペル平面

d フラノクフルト平而

砂歯科補綴学

*H!N;;.t.-4.iJ・x， 肢作平面は、削歯部の切柑および向向部0)岐合而を吉む平面である。
x b 眼耳平面は 州眼点と向上1点的4点を通る仮想平田である。

0， カンベル平面は、左右側ぃrれかの鼻拠下品と両側のlfJ;ネ上桔とで形成される平田で、有l羽顎者の
畦合平面とほぼ平行にあることから、全部床義歯作製時的仮想肢イ;-平面の決定に刷いられる。

x d フランクフルト干而は、左右側いずれかの眼点と両側の1¥町を含む平面で、顎睦険制の製作、頭部

エックス緯規格写真の揖器、生体計澗などの~i使平圃として用いられる。

笹ヨE・c
[問題 46] 部分床義歯を構成する装世の写真 (別冊午前No.8)を別に示す。

矢印に示す部分の片的はどれか。2つ選べ。

a 食片圧入の防止

b 義歯の沈下町防止

c 義歯の脱離の防止

d 義歯床左支台装置の連結

砂歯科補綴学

εd!tt."t .. D 
0， 、b レストの向的は、義歯に加わる岐介岨峨}Jを文台歯に
伝えることであり 義歯の沈下被揺れ転極の防止のほ

か、 S却を正Lぃ位世に保持L、文台歯と義歯問への食片圧
入を防止する竹周をもっ。

x c 義歯の脱際防止は拘 (ア ム)の目的である。

xd 荘肉床と支台装置の連結は大連結子の目的である。

No.8 

笹ヨD a， b 

2
4
1
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[問題 47l清掃性のよいポンティ γクはどれか。

a 雛底型
b 鞍杭型

C オベイド刑

d リッジラップ盟

.歯科補綴字

<<.qht-4* 
0， 雌成型11 悲底耐が主;倒部粘膜から完全に緩れており、清徳性には優れるが、帯主性に劣る形態で

あるo

xb 鞍状型は、基底耐がクミ捌師粘膜の梶側あるいは蝋聞の街頭剖同、ら舌側の歯車捕まで接触する形態

で、情掃性に劣る。

x， オベイド却は、門而状の基眠困が顎提粘膜の陥門部に入りこむため審英刊に睡れるが、清得性』こは

劣る形態である。

xd リッジラップ型は、基底面が火損部粘膜の拝側{州側)の謹I頭部から歯槽国部付近まで接触する形態

で、審'1i性に置れるが摘縦性Aニはやや劣る。

軍ヨa a 

[問題 4Bl 歯科川CADCAMの周遣はどれか。2つ置ベ。

a メタルイシレーの担作

b プレムワ クの製門

C エーカースクラスプの製作

d オ ルセラミァククラウンの製作
， 

惨歯科補綴学

<<.t，u.t4.;t 
x ，、 C メタルイ ノレーやエーカ←スクラスプは、鈴造法によって製作する。

Ob. d 歯科用CAD/CAMはレ ザやCCDカメラなどで模型を三次元的に貫|測した佐 そのデータ

をもとにコンピュータでクラウンやプリッ ジの形唐をデザインし作製する方法である。セラミヅク

クラウン{ブリッジ)や、フレ ムワ クの製作に用いられる。

値ヨ'"b. d 
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[問題 49l且性上庇性腫錫はどれか。

a 乳i罰随

b 線維睡

c lllL管随

d 阿Q}jij世

砂口殴外科学

るあで宿場睡何庇上性向uA
.
腫

る

肪

あ

脂
で場

腫

岨

附

皮和U

醐

且

線

耳

阻
d

ザ

4
頭

四五

乳

C

S
哩

O

X

値ヨ'"a 

[問題 50l 34歳。〉友性。右側額部座膚の呉常をニ五訴と Lて来院Lた。初診時の頗観写真(別冊午前

No. 9 A ) とエックス融写真 (~II冊午前No.9 B ) とを別に孟す. 下顎右側第一大円幽は他院にて rr，

中でaあちつたが ニ半;ドム年間そのまま放慣Lているという@
矢印で不すのはどれか。

a 外削露

b 帯状喧疹

c 板状唖紡

d エプーリス

No. 9 A B 

砂口医外平学習皇

篭~!:;J ，.ti.

Oa パノラマエックス線写真より司の根尖師に遭l!l像が認められ、世性脱出性歯周去が疑われる。慢竹
侠主性問凶炎l止、 歯根脱却']-骨内期→廿膜下期→粘膜下期の桂過をとり、幽IL'j粘膜や庄!奇に機孔を

形成する。門腔内にできるものを内自信催、醐面皮膚などにできるものを外箇維という。

x b 帯状屯疹ウイルスは初感染佳 脳神桂や脊髄神桂節に潜伏する。ウイルスが内活性化されると、そ

れら神桂文;配置既に 致して帯状の琵疹を生じる。

x c 桜状硬結は顎肱線l針症でみられる症状(病巣部の硬化)むある。

x d エプーリスは向肉に尭症する厳嗣である。

eヨr;;aa 
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[問題 51] 幽科治療中に患者の意識が消失した。

まず行うべき対応はどれか。

a 呼岨の確認

b 貴道の峰冊
c 静脈路町確保

d 心マッサージの実胞

[問題 54]斡断資料と検査目的との組合せで正Lいのはどれか.2つ選べ。

a 研究用模型 耐周ポケットのイ1無

b 正副セファログラム 一一一一一曲面の対称性

c 岐合法エックス組写真 顎下腕唾石

d パノラマエックス線写真一一一一隣接面う蝕

砂歯科婦E学

惨口腔外科学 征Il!ltTI・
x a 陶}~j ポケットの有無は ポタット探針を用いて円睦内で確認する。

Ob 正面セファログラムは、上下顎骨や顔而の対称性を横守与する資料となる。

Oc 岐合法エックス組写買では 顎骨骨折や顎下線、占下腺唾有の検査ができる。
x d パノラマエックス線写真による金額的な把掛は可能であるが、隣接聞う似の検奈は難Lい。

ε翠iJ.IJ
Oa 宜臓がj自失した場合、ま rは呼吸や.(.1台的確認を行う.
x b 荒遭附保は、自珪呼脱がみられない場合に行う。

x c 聾剤投与のための静脈内確悔は 次救命処置のI去に行う.

x d しマ γ')ージ1;):，レ拍がない場合に行う。

毎董:ia b. c 
値車週Ta 

[問題 55] 断続的な矯正力を珪揮するのはどれか。

a ヘッドギア

b チノキャップ

c 急速拡大装置

d アクチ，{ト ル

[問題 52] 苫が聞昔、する不正岐合はどれか。

a 壷生
b 過董腔合

c 主主喧合

d 前』官邸開院

砂歯科婦正学
砂歯科婦正学

笹:t:N:r.t--4.->>
*if@i.t{.，._ 

x a、b、d ヘッドギア チンキベツプ、アクチパトールは間欠的な惜正力を尭掃する。

Oc 急連拡止装置は、矯止}Jが速やかに消失し、繰り返L!Jをかけることで断続的な橋正力を尭揮す
る。

x a 1憂止は、歯の近法化、的歯冠幅置の和と歯槽基底部め大きさとのィ、嗣和 (ア テレノグスディスクレ
パンシ…)によって生ずる。

x b 過蓋陵介は、つ蝕による臼前部の崩場、臼南部の拘留の先J園、手L円歯町上手期慢失などが!日揺する。
x c 主主暁!Tは 上下顎痢州弓が1か所で主主している肢合をいい、舌は問係Lない。
Od 拠市機F傍などの舌突出癖により上下前簡の聞に舌が介U:L、前向部開喧となる。

eヨIiiac 

値ヨIiiad 

[問題 56]乳児に比べて幼児で監範が大きいのはどれか。

a fof.: i且
b 血圧

c 心拍数

d 呼吸監

[問題 53]維合的早い順で正Lいのはどれか。

a 蝶形蹄骨軟骨結合→察形骨問軟骨結合→蝶形1会頭軟骨結{t
b 線形骨間軟骨結合→媛形筋骨軟骨結合→蝶形後頭軟骨結合

c 験車後国軟骨結合 → 察形骨問軟骨結合→蝶形筋骨軟骨結合

d 蝶形骨問軟骨結合 → 候形後頭軟骨結合→鍵E筋骨軟骨結合 判明割当学

.~I!jÞ.tl: • 
x a 体温は乳児の方がわrかに高い。
Ob 血圧は幼児の方が高い。
x c 、d レ拍数、呼吸教は乳児0)方が高い。

砂箇科婿正学

..i:;u.t1'.>> 
Ob 聞置Ji'f;の前後世は、蝶形簡骨軟骨結合、際市骨聞紙骨新生および燦形怯頭軟骨粘{]-.の軟骨性成長に

よってt骨太する。蝶AJ廿間軟骨結合は出生時に癒ftするが 燃形飾骨軟骨結合は7綾こゐまで成長
し癒合、験:tfH~:1iJi軟骨結合は最も成長がl!<輔さ 、 20歳ころに総合する 。 ~ b 

値蓋;:ab
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[問題 57J 4践の男周。世汁前より 38庄の発熱があ句 頬粘膜に小さな白斑が多数現れたという。

その時の口腔 I);j写真 ( ~'J冊午前No.10 ) を別仁市す o その佐熱は下降したが、再び発執し全身』こ党

疹が出現Lた。

疑われるのはどれか。

a 麻疹

b 手足口病

c 流行性局下服炎

d リガブェーデ病

4ri;;h."t-4c'->> 
Oa 写真は頗粘膜に出現Lたコプリック慌である。麻疹は琵執、粘膜

の充血、鼻;1などの症状が現れ、前駆症状として額粘脱に小さな
白斑 (コプリック斑)を認める。その後全身に発疹がみられ、約2

週間で治癒する。

x b 手足口禍はコクサッヰ A l6型感染症で程度の量鉄と倦立感、

口腔手足に小水Ifiiが出現する。全身性に珪診は生じない。

x c 流行性耳下腺炎 (おたふ〈かぜ)はムンプスウイルス感染症で、

程度的発鉄と片閥あるいは両側lの斗下腺腫眠、}土痛、問円障害が

みられる。

x d リガ フエ デ病{立、先天性歯が原因。)舌 ト部潰1#iである。

~ a 

砂小児働制学

NO.l0 

[問題 58J 小児向閉症の特置はとれか。2つ遍〈。

a 女児に多い。

b 同一傾向を保持する。

C 知的障害はみられない。

d ごっこ遊びが困蹴である。

lu:t@r.tj:.>> 

砂障害者高齢者歯科学

x a 男児に多〈 、女児とれしぺ約4惜である。

Ob 同 傾向を保持L 決まったやり方以外のことを嫌う。

x c 的75%に知的障害がみられる。

Od 抽象的思考能力陣古がみられ、ごっこ遊びなどが困難である。

eヨ9 b‘ d 
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[問題 59J プラ クの除去龍が最もほいのはどれか。

a 向問プラン
b 電動向プラン

c ~p.用 l指プラン

d 水流圧洗浄器

<<:t;;J.;:.t4:>> 
砂障害者・高齢者歯科学

Od 人工的清掃怯で最も効果的なのは、歯プランによる物理的清掃である。歯プランでは到達が同離な

部位に対Lては 歯問プランやデンタルフロスを用いる。水流圧洗浄器は、菌防に直接水流をあて

ることで、食物残壇の除土を行うもの Cあるが 粘性の向いプラークの除去能率は低い。

eヨ9 d 

[問題 60J け本における平成23年 (2011年)の人円ピラミッ ドはどれか。

①

②

③

@

 

a

b

e

d

 

〔俊)

(力人)
① 

(ほ)

② 

(制度)

(万人) ④ (万人)

惜 )

③ 

.~E;;h.'t.4:，. 

砂障害者高齢者歯科学

x a 日本では戦前に該当する人円日ラミッドであるB 現企では発展注上国においてこの傾向がみられるe

x b 日本における高度経梢成長期の人口ピラミッドである。

Oc 平成 23~' (2011年)の人口ピラミッドであるe第一次ベビープ ム世代と第一次ベピ プム世代

が多い二峰性を正、す。

x d 将来の推剖による人口ピラミッドである。

ー車~ c

コ』
A
斗

4
4
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[問題 61]加齢による向的変化はどれか。

a 知覚の克進

b 陥髄腔の拡大

C 象牙細管の狭窄

d セメノ トrrのJI'薄化

砂障害者 高齢者歯科学

.~i;jl":'4;，. 

xo 知止問値の上昇 (感覚が鈍くなる)がみられるo
x b 第二象牙質の形成によ句、歯髄胞は狭窄する。

0， 象牙細管内町石灰化により扶窄する。
x d セメント質は肥厚する。

笹葺liac

[問題 62] 介護保険制度で正Lいのはどれか。2つ選べ。

a 保障者は都道府県である。

b 18置から彼保険者となる。

c 介謹認定申請は本人が行う。

d 居:之i時f警官理指導を姐定している。

砂障害者高齢者歯科学

笹亙m:J・
x ， 保険者は市町村および特別区である。
x b 被保険者は 65設以上の第一号被保険者と 40歳以上65歳未満の第二号被保険者とからなる。

0， 介誠認定申請は利用者本人が行う固
Od 区師 歯科医師、歯科南生一上なとによる町石被葺刊理指導が規定されている。

ーヨD c、d

[問題 63]鎌型スケ ラーで正しいのはどれか。

a 主i二押す操作で用いる。

b ポケット内に挿入しやすい。

C 先端での歯石除去が容易である。

d 深い時下歯石除去に適する。

惨歯科予防処置

-q，j"，"翠2・
x a 玉に引く操作で世川する。

x b ポケァ卜内に挿入しやずいのは鋭匙瑚である。

0， 先端部まで刃部があり、歯石除去が'ii-!JJである。
x d 鎌型スケ ラ は、i1t"、持上の1布石除去に適しているロ

値ヨD c 
28 
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[問題 64] ポケッ トプロ ピンクeでわかるのはどれか。

a 歯周炎円分銅

b 骨欠損のが;世

C プラ ク付着孟

d アタッチメントレベル

砂歯科予間処置

*_::;I:;.t.-4:_ 

x， ポケッ トプローピノグでは 歯周ポケットの揮さやアタッチメントレベルの詑査が百j能 であるが、
蘭周炎の種類まではわからない。歯周炎の診断は年齢や性別 エヅクス組検査細菌検査など

揖々の肱査によってfj'7o
xb 骨欠損の状態は、エックス線写真などで篠認する。

x， プラ クや歯石の付着はわかるが付着畳はわからない。
Od アタ ッチメントレベルは、セメントエナメル境からポケット底部までの距離であ旬 ポケットプ

ロ ビングむ詑査可能である。

軍ヨD d 

ー』

[問題 65]予防填塞材として用いるのはどれか。

a レジ/セメ/卜

b 水班性 kメント

， ')ン酷亜鉛セメン}
d グラスアイオノマーセメン ト

砂館科予防処置

笹4@r-"t-D
x， レジンセメン トは修j夏物の按岩に用いられる g
x b 水破性セメ〆 トは但封に聞いられる。

xc リン酷亜鉛セメントは金属の合殺に用いられるが、現在はほとんど使用されない。

Od グラスアイオノマ セメ J トの周造は多線であり、 予防境寒材のほか、 金属の合省、成形修柱、裏

層、仮封に用いられる。

eヨD d 
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[問題 66] フッ化物の応用で正しいのはどれか。

a 歯耐絵布は費用対劫朱が位い。
b 砂槍に埠加されているものもある。

c 我が凶の歯磨剤の前半世仁配合されている。

d 7 'J化物パ ニγンェは予防境)!;材として用いる。

[問題 68] 円院内写実(別冊午前NO，11)を別に不す。

観祭できるのはと・れか。

a 歯向車輯

b 棋而う蝕

c ステイツプリング

d 深い歯周ポケット

砂歯科予防処置

<<.It .. tl* 砂働科予紡処置

‘ZE22・
Oa 下顎前歯部衡問乳頭部に歯肉迫舗がみられる。
x b 脱而は露出Lておらず、担面う蝕は観事きれない。
x c スティップリングは、 健康な陶肉に認められる。

x d この写真からは判断できない。

O. 樹面撤布怯はう蝕抑制効果は高い反両、費矧も向いため、他のフッ化物応用法仁比べ費用対効果は NO.l1 

低い。

x b 宜塩やミルクなどの食品に添加されているものもあるが、砂棉はない。，

x c 我が凶の歯車剤の約90%以上に配合されている。
x d フγ化物パーニアンユは高齢者の桜耐う蝕予防などに用いられる。

値ヨ~ a 値ヨ~ a 

[問題 67] ヲ触の第ー次予防に適切なのはどれか。2つ選べ。

a フγイヒナトリウム

[間四 69]予防填塞で正Lいのはどれか。

a 禽嗣E成を行う。

b 第二次予防である。

c パプリァクケアである。

d 微生物要因への対処である。

b フルオロアノ守タイト

c ファ化ジアンミン銀
d モノフルオロリノ離ナトリウム

砂歯科予防処置 砂歯科予防魁置

征玄rrIIJ・ ‘+i'.;.t{~!・
0， フッ化ナトリウムは飽商塗布怯や抗日法に用いられ色。 X a 反則的に術洞形成は行わない。

Ob 第一次プ予防の特異的予防または第二次予防の早刷尭且、早期処置の両方の意味を有する。
X C 荷科医療機関で行われるプロフェアンヨナルケアの範睡である。

X d 予防頃塞はm主要因の附に対する処置である。

X b フルオロアパタイト (CalO(Pu4hF2)は、フγイじ物応用によってエナメル賀町ノ、ィドロキンアパタ
イトが反応して 掬質が強化されたものである。う蝕の第一次予防に用いられるものではない。

X C フッ化ジアンミン銀は乳歯の初問う蝕に対する進行抑制lニ用いられるものであり、 第二次予防の阜

WI尭礼、早期治療にあたる。
Od モノフルオロリン酷ナトリウムはフッ化物配合前溶剤に合まれ、う蝕の特異的予防に用いられる。 ーヨ~ b 

ーヨ圏・ a.d 
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[問題 70] グレーン タイプキュレツ卜の写真(別冊午前No.12)を別に示す。

この器具を用いたスケーリ/グ部位で適切なのはどれかロ

a 下顎1前歯舌側而
b 上顎左側大臼歯頬側面

C 下顎右側大臼歯舌側面l

d 上顎左側太白前日華側而

笹I!!il4-4;;J・
0， 写真は#5、#6であり、下顎前歯百側而のスタ ー
リングに用いる。

xb 上顎左冊大臼歯賄側面のスケーリングには 幹7

(街頭部)、終日(;rr心隣接面)、#l4 (遠心、隣接

面)を聞いる。

Xc 下顎右聞大白歯舌側面のスケ リングには、林8

(曲頭部)、#12 (近付し、隣接面)、特 J3(遠心隣接

而)を用いる。

xd 上顎左側大白向日蓋醐面のスケーリングには 非8

(曲頭部)、幹 l2(近い隣接前)、林13(連Aい陸軍接面)

を用いる。

eヨD a 

砂歯科予明処置

No.12 

[問題 711 歯周外科治療はどれか。 2つ選べ。

a 氷久固定

b 新付着術

c スケーリング

d 遊離尚内移植術

砂歯科予備処置

笹:.j;3:.. 1-4:，>> 
x a 水久固定は、歯周基本治療や歯間外科出療の再評個佳に行うものである。

Ob 新付着術は ポケットの除去を目的と Lた歯周外科治療である。

x， スケ リング!ま前回基本治療である。

Od 避難歯肉移精神Tは 付着歯肉幅の撞得や担面被覆を目的と Lた曲周外科治療である。

~ b‘ d 
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[問題 72]歯肉去でみられるのはどれか。

a 垂直性廿吸収

b JIi性ポケット
C 真性ポケット

d アタッチメントロス

砂歯科予防処置

.~Ê4r."t-4." 
x ，、C、d 歯周炎と歯肉去の撞別は、 歯糟骨旺収とアタッチメントロスである。歯肉長は歯肉に限局

Lた虫症であり 歯楠骨吸収とアタッチメン卜ロス そLて真性ポケットはみられない。

Ob アタ γチメン トロスを伴わない、曲肉の腫脹により歯肉構が深くなった状態を恨性ポケッ ト(歯肉

ポケット)というロ

値ヨD b 

[問題 73] 適切なプロ ビング圧はどれか。

a 5~ 10g 

b 20- 25g 

c 50- 80g 

d 100-200g 

砂歯科予防処欄

.U;d: .. I-;.i.... 
Ob プロ ピング圧は 20-25gが適切とされている。

ーヨD b 

[問題 74] U腔内写真から読み取れるのはどれか。2つ選べ。

a 凶肉の膨脹

b 歯髄炎の種類

C 歯柑骨吸収の状態

d スティップリングの有無

砂由同予防処置

'Hi:3: •. t4:.. 
0， 歯肉の膨脹や発赤は、口腔内写真から判断可能である。
x b 前髄炎の積類は、i温度診や歯髄電気話、そのほか各種検査で靴認する。

x c 幽栖骨吸収はエックス拙写兵により読艇できる。

Od ステイツプリングは、 健康な辺緑樹肉にみられる構造物で、口腔内写巣から読み取ることができ

る。

軍ヨD a‘d 

コ』
A
『
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[問題 75J蹴暗水素すトリウム粉末を用いた噴射備面市掃器の禁忌症はどれか。

" 1密尿荊
b 鼻疾i!!，

[問題 78Jスケ リング中に誤って刃部を術に刺した。

まず行うべき対応はどれか。

a 流水による洗ゆ

b アルコール消毒

C 減iliガーゼによる圧迫
d 過惜化水車水による消毒

C 匁l覚過敏車

d 妊娠性尚刷出鋭候群

砂歯科予防処置

..14，.t.4* 砂箇科予防処置

x a 積尿病患者では.観的1的処債で住意を要するが、比惜'*棄すトリウム粉末を用いた噴射曲面清掃器

の禁忌症岡ではない。

x b、C 鼻疾患により鼻呼吸が困様な患者や知覚過敏艇では、住用に際し住意が必要であるが、禁忌症

同ではない。

Od 炭酷水禁ナトリウムにはすトリウムが古有されているため、ナトリウム摂取制限が必要な患者 (寓
ナト リウム血症、押服、妊娠性高血圧症候鮮など)には禁忌である。

<<.W".L.J，oI 
Oa 針刺し事散が甚きた際には、出てくる臨桜とともに危険因子を涜水で流し附すことが最優先される。
xb アルコール消毒は創傷皮膚の消毒には町いない。

x， 圧迫は/l.¥rInに対する止血処置である。

xd 1'1酸化水紫水による消毒は il(水による洗浄後の処慣である。

eヨc.. 
~ d 

[問題 76J診査帯断陸の歯閥泊療の基本的な流れで越切なのはどれか。

a SPT-・碍肝晒→歯周基本治療 → 再評価→歯周外科治療

b 歯周3基本治療ー・再許悩→ SPT→ i'l評価→曲胤外科治療

，前周基本治療→再評価→ 歯周外科治療ー・再評価 → 補紐泊僚

d 歯周外科的僚→再評価→歯周基本治療→再評価 → メインテナンス

[問題 79J網，('j除去中の止血処置で般も適切なのはどれか。

a 数回吉明吹させる。

b 綿球で庄迫する。

C スプレー/，¥'ゆするo

d オキシドール柿球で術部を拭く。

砂箇科予防処置
砂街科予防処置

笹J!.l!ltI:]・
x a 、c 古搬やスプレー洗浄には止血幼朱はない.

Ob 綿球で圧迫することでJ上血は可能である固

x d to.慣部の刑事態作用は問符できるが止血効果は小さい。

DEi豆3
0， 歯周治療の基本的な順序は、 JリJ詰 → 応急処置→診後 詰断→ 歯周ヲ院本治機 →再評価 → 向周外
科治療 (必要な場合)ー・再評価 → 補拒治療 リハピリテーンヨン→再評価 → SPTあるいはメイ

ノァナンスである。

ーヨc.c ーヨC.b 

[問匝 77Jフγ化物配合飼磨/i1Jのう蝕予防効果を高めるための指導}J法で途切なのはどれか。
a プラツンノグ終了後の飲宜を控える。

b プラフンングi車中の吐出を頻回に行う。

c 低濃度フッ化物配合歯層削を選択する。

d プラツンング終了桂に多数回"，Uする。

[問題 80] Bis-GMA耳、材料を用いた小利型構筑君主世で必要でないのはどれか。
a 岐合剖藍

b 凶而滑冊

C ラパーダム防湿

d エサメル買の切目11

砂筒科予防処置 砂歯科予防処置

笹亙!ltIJ・ 篭~fþ.i.tl • 
0" 1II事後に暗合調整を行う巴
Ob j商事前に歯同消締を行ヲ。

0， レジン耳、減車材では、 ラパ ダム防掘が.I!:.~j'(である 。

x d 小筒梨ill筑豊怯では、歯面的切削は行わない。

O. フッ化物を円腔内に留めておくため、プラ ッシング1交の飲食を控える。
x b プラツンノグ中はフッ化物が歯函に対L作刑する時間であり、 IH出を制限した方が劫果的であるo

x， 配合されるフ ッ化物の漉庄が高いほど効果は大きい。

x d プラッシング桜 f挫の洗円はできるだけ少なくする。

値菖， . ~ d 
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[問題 81]様害者の歯科医療体制で二次医療機聞はどれか。 2つ選べ。

a 大学附属病院

b 般歯科診療所

c 口腔保健センタ

d 障害者歯科センター

砂歯科保健指導

唖塁E豆D
x ， 三次医療機聞は、障害者専門誌眼科のある機関で、 大学付属荊院や総令前科荊院が詰当する。

x b 次医捕縄問である 般附科診療所では、軽庄の障害のある人を対象としている。

Oc， d 二次医開棋聞は、地域歯科医師会や自治体が開設通営する機関口 口腔保健センタ 守障害
者幽芋十七 ンタ ー カ{~.!i当する。

ーヨD c. d 

[問題 82] 歯科疾患実控調査における年音階級別にみた口腔状況の推移で、30歳代以降で増加傾向

にあるのはどれか。

a ~歯顎者率

b 喪失永久歯故

C 処世完f者率
d う蝕有病者率

惨歯科保健指導

.w*:t-+~. 
x a ;l!荘歯顎者率i之、 60歳ころからt曽川l傾向を示す。

Ob 世先水久歯監は 30歳代以降で増加傾向を示すo

x c 処置完了者率は、 50歳ころまで地加傾向を示多 。

x d う蝕有病者率は、 30歳ころまで地加傾向を示す。

ーヨD b 

[問題 83] 妊蹄への歯科治療で合併徒のリスクがれい、時期はどれか。

a 妊娠 5-10週

b 妊艇 ll ~15週

c 妊艦 16-27週

d 妊娠28-34遡

砂歯科保健指導

***-1-4:--
x ，、 b 妊娠4-15週は時官形成矧で、 催奇形作をはじめとする合併症のリスクが高い時期である。

Oc 妊娠16-27週は安定期に入っているので、 合併症のリスクが低い時期である。 ，

x d 妊娠28週以降は、 仰臥位低血圧症候群や早産のリスクが高まる。

笹葺"c
3E 

コ』
A
U寸

q占
[問題 84]ある小学61!生の学校術科健康診断の斬果を示す。

1 11/ / / / 1/ 1/ / / V V V 。1 1 1 
1 8 1 7 1 6 5 I 4 3 I 2 1 l 2 I 3 4 5 1 6 1 7 1 8 1 

上 E D CIB AIA BIC DIE 上
右 主

下 E D CIB AIA BIC DIE 下

x × 

1 8 1 7 1 6 5 I 4 3 I 2 l I 2 I 3 4 I 5 6 1 7 1 8 1 

1 1 1 co / / / 1/ 1/ / / 1/ 1/ / ム11 1 

口腔内所見で正Lいのはとれか。

， 16未処世う蝕
b 司処置う蝕凶

c l<L 担うた歯
d 司厄要注宜乳歯

砂飽科保健指導

篭lIil[忌2・
Od 学校歯科健康診断で用いられる記号には、 (現存白骨)、CI未処偉う盛虫歯).01処世う蝕自信)、凸
(喪夫歯)、xI要注意乳歯)などがある。要注意乳歯とは控歯の検討を要する乳歯を指す。

~ d 

[問題 85Jr自らの健康をコントロ ルL、改書できるよ ヮにす るプロセスjを戦略とするのはど
flか。

a リハピリテーンヨノ

b ノ←マライゼション

C ヘルスプロモーンヨン

d プライマリ ー ヘルス ケア

惨箇科保健指導

Iillil!ll韮9
x ， リハピリテ ションは、楠能凶祖を図ることである。

x b ノーマライゼーンヨノは 障害のある人でも健常者と同じような生活が守きるようにすることであ

る。

0， オタワ憲章で提唱されたヘルスプロモ シヨノは、 「臼bの健康をコ ノトロ ルL、改普できるよ
うにするプロ七スjと定義されている。

x d プライマリー ヘルス ケアは アルマ アタ古百で逼われており すべての人にとって健康を基本

的な人権と Lて認め、その達成の過校において住民の主休的な参加や自己決定権を保踏よる理念で

ある。

ーヨD c 
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52 銭円女性。 冷たいものがしみることを主首長と Lて来院した。 初~闘争的問酵を以下。こ示す。 U腔

内写真 (別冊午前NO.13)を別に示す巴視惑ではU腔清掃状態1;1良併である。

自歯科医師 ①ビ2主主主金主主主， ， 
患 者 2か月ほど前からです。

幽科医師 @どのよワな痛みですか?

患 者刺すような痛みです。

歯科医師 言どのよヲな愉プランを使悶していますか?

患 者硬めです。

歯科医師 ⑨場合によっては神経を取ることになりますが、よろしいです方、，

思 背はし、

[問題 861 閉さされた圃問はどれか。

a ① 

b ② 

c @ 
d (j) 

[問題 871この患者への歯科眼健指導で正しいのはどれか。

a 歯磨きの固置を減らす.

b しみる部分は避けて磨〈。

c プラッシング圧を弱める。

d 硬い宜ぺ物をできるだけ控える。

[問題 881ニコチ/依存傾向の強い患者への務壇指場で適切なのはどれか。

a 宜Z事町田散を増やす。

b ニコチンガムを使用する。

c 低ニコチンタパコを使期する.

d 模爆本散を佐々に減らしていく。

惨曾科保健翁導

*-l:tJ...tl.1 
x a 宜4lの回数を婚やすこととニコチン依存の改義とは関連が滞い。
Ob ニコチンパッチやニコチンガムなどの禁埋綿助聾を{虫剤すると、暁懲時の不怯感を誘呈するため、

祭壇に有用である。

x， 低ニコチ ンタパコは従来のタパコとフィルタ が異なるだけであり、禁煉には問係Lない。

x d 暁盟4'散はOによるように指噂することで、祭壇を円滑に進めることができる。

eヨEab 

[問題 891摂食膜下樟能障害に対する直控訓輔はと'れか。

a 舌調蹄

b 時下訓蹄

c 轄下体操

d 祭冷刺激訓練

砂筒科保健指導

.J:ihtl" 

[問題 861 

X a， C ① 「いつからしみますかっ、③「どのような歯プランを

世間Lていますか'Jは 民去を較った聞かれた質問であるo
x b ② 「どのような痛みですか，Jに対する替え方は多械であり、
聞かれた置阿である。

Od ③は r!j:1.-、Jrいいえjで符える質問であり 閉ざされた質問で
ある。

砂箇科保健指導 篭:TI!J.I"I::J・

NO.13 
x a 間接訓韓とは、 宜拘を使わずに行う基本的な割l輔である。苫酬韓は、古簡のストレッチを行うこと
により、舌の運動機能を高める問提訓輔である。

Ob 直接訓輔とは、宜物を位って行う訓締である。構 F訓練、捕食間耕、水分摂取訓練、自食訓練なと
がある。

x c IR食時 ド体操は頭部や円腔甜器官のリラクゼーンヨノ、開聞の"f勘域を広げるとともに 呼唖
や僧官の一部を含めた間接訓練である。

x d 楽冷刺激訓練(アイスマッサーン)は 噴下I又射の茸起が凶雛な者に対する鴨下促進訓練 (間後，11
練)の一つである。

~ b [問題 871 

x a 歯磨き副教に閉する記事量がないが 口腔清掃状態は良併なため、歯磨き園教は問題ないと思われ

る。

x b 過度なプラツンング圧による知覚過敏症が原固と考えられ、治療後はプラッシング圧に註ELなが

ら磨〈ょう指導する回

Oc 俄プランの硬さとプラツンノグ圧が原因と Lて考えられるため、『ふつうJの刷毛の歯プランで、
プラツ/'/グ圧を弱めて磨くよう指導する。

x d 象牙聞知Il't過敏症と宜ベ物の硬さは関係ない。

~ [問題 861 d 
[問題 87] c 

38 39 



2
4
1
 

[問題 90]平成23.{1ト国民健康 栄養調杏の結果を図に示す.

(%) 

i凹巨日
回

回

43.9 000  _ _  

40 

20 

巨日

o 
.歓 2().29. :D-J9健品。，a路.，.ωω.""以上
(3.196) (278) (~87) 卸7) (:;.叫 {附i) (773) 

グラフが示しているのはどれか。

a 肥満者の割合

b 運動習慣のある者の割合

c 輯尿病が強〈昼われる者の割合

d 現在湖惜的に哩鍾している者向割合

惨歯科保健指導

*:i:u:r.'4 • 
x a 肥満者の割合は Jm齢とともに滑加傾向にある。
x b 運動週間のある者の拘l合は、 60政叫降で高官をZ、す。

x c 柑原柑が強<!Aわれる者は、 20歳代ではほとんどいない。

Od 現市判断的に担理している者の占l令は 30綾代で却をも出由を示1..， 40歳以降は減少傾向を示す。

eヨ酒Td 

[問題 91]初めて全部床義歯を装着する患者への指噂で適切なのはどれか。

a 乾燥した状態で装車ーする。
b 原則と Lて夜間は義簡をはずす.

c 義歯を装着したまま口腔清婚を行う。

d 硬い物を食べ、早〈慣れるよう6こする。

砂歯科保健指導

笹率盛D
x a 袋鵜時iま水で潤らす 。

Ob 阪則として従聞は義的をはずc-C 水や義l明洗ゆ知!の中にj引ける。
x c 鞍繍をはずして円腔市掃を行う。

x d 軟らかい物から徐々に慣れていく。

~ b 
40 

[問問 92] 市町村が実施している曲周疾忠検詰の根拠法はどれか.

a 医療桂

b 地織保健桂

c 健康格進桂

d 同民健康臣険桂

砂歯科保檀指導

.;.huLJ' 

x a 医燦桂は病院、苦療所の開設、閉鎖等の開け州、医療間関町広告、医療固などの医療体制と 医療

におけるインフォームドコンセノトについて組定Lた法官?である。

xb 地域保健法は急激な人U向齢化と出生率低札疾病柵過の蛮化、 j血液住民ニ ズ的多様化などに対

I:GL-、サービスの受け手である生活者の立場を重視 Lた地域保険の~iたな体系を情聾するため、従

来の原健所佐を地域保険対革推進に凶する基本事項を定める怯t¥lとして平成6年に成立した。

Oc 他府相違法は、運動 飲桶 喫煙などの生日習慣の4曹を且じた健康晴進の概念を取り入れ、健康
口本21を推進するとともに、健康づ〈りや鉱柑予防に宜点を置いた施策推進のための法的基盤と

なっている。df町村が実施している歯周候型検詰の制拠法になっている。

x d 同民健康探検証は、主に地方公共団体が慌障者と Lて連世し、健康l~険とともに、立が固における
医療保険制度町線幹をなす国民健校保障を劃定している。_c 

[問題 93] 3-5綴児の1日町隈取エネルギーに対する間企の摂取エネルギーの目安で適切なのは

どれかo

a 1- 5% 

b 5-10 % 

c 10-15% 

d 15-20 % 

砂歯科保健鏑窃

篭:.;:N:r.tl:1

Od 幼児は 1口に必要な栄養を3回の食事では満たせないため 1-2回の間食が必要と会る。間食の

摂取エキルギー畳の目安は、 1-2繊児で l自の摂取エキルギー置の10-15%.3-5歳児で15-

20%にするのがよい。

ーヨC.d 
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[問題 94]プレスローの7つの健康習慣はどれか。2つ置べ。

a 飲i闘をしない。

b 間食を Lない。

c 鴫焼をしない。

d 朝質を摂取しない。

[問圃 97]静僚時のヲイテイ〆グの同を示す。

砂歯科保健指導

ε豆rtD
Ob， c プレスロ は健康と生活習慣との聞係について ①適止な睡眠1時間、②型慢を Lない、恒国正

件近を桂持する @過度の飲酒をしない、⑤活動的なス)'!-')をする、喧朝食を毎日食べる、①問

宜しない、の7つを徒唱している。

ーヨiiab. C 
③ 

[問題 95] ヒヤリハ γト事同はどれか。

a 患者に控射針を刺してLまった。
b スウ リング中に歯が脱臼した。

c 思昔の衣服に印象材を付着させた.

d インレ を誤って誤飲させそヲになった。

砂飽m参疲補助

軍J:l!lI:ζ，
x a 、b.c すでに事故が起きてLまっており、 アクンデントである。
Od ヒヤリ J、ットを インンデント といヲ固イ〆ンデント，は、思者に陣脊を及ぼすことはなかったが、古
労使の現抽でヒヤリと Lたりハット Lたり Lた鎖倒である。同~しそうになった聞は結果と Lて事故は

起きておらず ヒヤ リハット事例となる。 下顎のライティングで適切なのはどれか。

a ① 

b ② 

c ③ 

d ④ 

eヨiiad

② 

多
¥ 

[問題 96]寒天 アルジネ ト連合印象採得で正しいのはどれか。

a 帽?持印lf採博である。
b 個人トレ を用いて印象採得する。

c 襲天が硬化してからアルジネー卜を圧接合る.
d アルジネートが硬化したらゆっくりと取り外す。

<<.Ht'l' 

④ 

惨鱈科11'111補助

Oa 下顎のライテイングでは、ヘッドレストを水平世より仁げ、正面から当てるよう仁する。
x b ヘッドレストは適正であるが、ヲイトの位置が不適切である。

x C 上顎のライテイノグの位置である。

x d ヘッドレストは適正であるが、ライト町位置が不適切である。

砂歯嗣診領補助

<<.E:;Ji.tj' ーヨr;;aa 
0， 祭実 アルジネート連合印象躍得は寸法精度が出〈、イ〆レー禽桐や主f;歯の相脅印象探得時に行
われる。

x b アルジネ 卜印象材を用いるため 既出トレーを世刑するP

x c 衆究が鋭化する前にアルジィ、 トを庄援する。
x d 硬化桂はー気に取り外す。

ーヨC.a 
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[問題 98]成形修世にmいるのはどれか。
a 水班性セメント
b 瞳着性レジンセメント

c グラスアイオノマーセメント

d 酸化亜耕ユ ジノールセメント

砂飽科修癒補助

軍率~
x a 水硬性セメントは恒封に用いる。
xb 接着性レジンセメノトは、修祖物の接着やプラケットの装着に用いる。

Oc 成形修檀(直瞳修世)は 商嗣内に修1量材料を充填してから硬化させる修世桂である。成形修f互に
は コンポジツトレ y ン修f夏、セメント修裡 アマルガム修慣があり セメント修世にはグラスア

イオノマーセメン トが用いられる。

x d R量化亜鉛ユージノ ールセメントは仮1吋や仮若に矧いる。

軍軍3 c

[問題 99]歯周外科治搬に用いる器具の写真{別冊午前No.14)を別に示す 。

こ町器具を用いるのはどれか。2つ選べ。

a 新付着術

b 小帯切除術

C フラップ手術

d 自伝周ドケット品開術

惨歯科n繍助

NO.14 

空寄守晋…
切切J聞を4行Tヲ@

xb 小帝切除術ではハサミ を捌いて小衛を切除する。

Oc フラップTニ術 (歯肉刺雄掻鵬術}では、向肉障から0.5-1mm離した部位に内料切開 ( 次切開)を
行い、粘膜骨膜1rを制緩する。その捷二次切開 三次切閣を行う ことにより 、肉芽組酷を除去しや

すく する o

x d 樹闘ポケット描開術では切聞は行わず、 キュレァ卜 を用いて肉芽組織の除去を行う。

値彊3 a. C 

44 

2
4
1
 

[問題 100] オフィスプリ ーチ法に必けるプロテク トレンム〆の役割はどれか。

a 歯肉の保曜

b 型白剤の活性化

C 知世過敏の防止

d i';白剤円程畳程進

'1歯科修徳補助

tiilJll"霊B
Oa オフ ィスプリ ー チ桂では高温度の過酷化水哀を f~mするため 歯肉の保謹が必買となる。プロテク

トレジノやラパーダム肋握、ワセリンなどを用いて、藁酬が肉向に付着脅するのを防止する。

xb 草白剤の活性化は光照射によって行う。

x c 知覚過敏の防止にはフッ化物を用いる。

x d 歯而を清掃することで漂白剤が坦避しやすく なる。

~ a 

[問題 1011 時具の写真(別冊午前No.15)を別に示す。
前歯部町l宥問分厳に用いるのはどれか。

a ① 

b @ 
C ③ 

d ④ 

惨歯科惨!II繍助

No.15 

① @ 

③ ④ 

..~þ".，=ì:. 

x a ①はエリオ γ 卜瑚セパレーターである。臼畝傍の歯問分離に用いる.

xb 、d (l;はトッフルマイヤーのリテーすーである。@のマトリ γクスパンドを同定し、隔幣を昨成する固

Oc ①はアイポリ ー盟セパレーターである。前歯部の掬問介般に聞いる。

ーヨE・c
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[問題 102J 器具の写真 (~'I冊午前No.16 ) を別に示す。
この告を1置を用いて行うのはどれか。
a 腔合間桂の訣定

b 恒想腔合平面の決定

c 水平的顎間凶係の決定

d .C顎模型町畦合器付着

ε翠rcr:a
Oa 腔合商怪の決定には 下顎安静位利閣法.珪音利用法、
明 F法、舶面計}刑法などがあり その制定にはノギス

を!日ぃる。

xb 1u担岐合平面円改定に11，カノベル'1'耐を基準にするa

x c 水平的暫l間凶係の決定にはゴン γクアーチト レーサー
カZ用いらオしる。

x d 上郡償曜の喧合器付帯には、 アェイλポウが用いられる。

eョ~ a

砂鴎科診療補助

No.16 

[問題 103J全部床義簡の腔合樟得仁闘いるのはどれか。 2つ選べ。

a 腔合平耐仮
b サペイヤー

C エキスカベーター

d ワックススノ守チュラ

OijOi科E参盛綱助

値忍亙IJ・
0， 格治加者の匝合探枠では世盟喧合~V-而の決定が必要となり、その附止介平面板を用いるo

x b サベイヤーは、部分床荘歯の着脱方向の決定や平行性のi制定など 品{告の設計に用いる。

x c エキスカベーターは、 軟化象珂置の除去に用いられる手用切削器具である。

Od 脱令採得には、パラフインワックスで作製された匝{t派を刷いる.岐合揮得時には パラフイン

ワックスを軟化させる必要があり、その際ワックススパチユラを用いる。

e車3 a、d
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[問題 104J器具の写真 伺'1冊午前No.l7)を別に示す。

この器具町名称はどれか。

a 畦子

b 鍬子

c 消息子

d 摂子

篭.i;ij...t-4". 
Oa 写真はへーベル(挺子、エレベ タ-)である。
肱歯の酷、歯を脱臼させる H的で{主用する。

x b t甘子は樹を自白僧骨内から抜去ーする際に剤いる。
x c 消息[(ゾンデ)は、揮孔の長さや方向の澗定iこ

用いる a

x d 摂子はピンセットのことである。

砂歯科膨箪循助

NO.17 

値ヨC.a 

[問題 105J救急救命処置に用いる装置の写巣(別冊午前No.18)を別に不す。

この装置の適応症はどれかo 2つ選べ。
， .L、静止
b .(，串細動

C 無脈性化、室頻拍

d ι、五性期外収縮

笹.&*.'4.
Ob 、c AED (自動体外式除細動器)は、 次紋命処世で行われる対応のー

つである。その適応症は、心主制動 州眠性心2程修l拍(脈なL-L、軍航抽)
である.

ーヨt:ab， c 

砂歯科書参療補助

NO.18 
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[問題 106]アーチワイヤーの枯葉に聞いるのはどれか。

a ホウのプライヤー

b パノドプツンヤー

c ヤングのプライヤー

d ツイ ドプライヤ

砂簡科~痩補助

Ifd;jhi--4:;a 
Oa ホウのプライヤーの用途は多種多様で、主にワイヤーの結輩、主輯の1)脱適合、パンドの姐合、

ロァクピノの保持に用いる。

x b パンドプァ γャーは、バンドを歯に合わせる (パ〆ドの圧人)ための器具である。

xc ヤングのプライヤーは、曹洞弧組装置、 E側直線装置、床矯正装世などの主線、弾棟、誘導腕のllil

山に多刑される。

x d ツイート のプライヤーは、 p，樟を薗列弓の形にI，TIm，させたり、トルクを付与 Lたりするために伎川

する。

e軍3 a

[問題 107]高齢者の転倒による骨折が最も多い郁位はどれか。

a 頭蓋廿
b 肋骨

c 大胆骨

d 下顎骨

砂歯問診111摘助

篭翠亙D
0， 高齢者の転倒による骨折で最も多いのは、太腿骨車部骨折である。間程や加齢に伴い 高齢者は骨
量の減少がみられ、また'1'衡感覚視力 簡力などの怯 下により、容勧に転倒を招きやすく なる。
そのほか、 t醐骨や槙骨が骨折Lやすい部位である。

値車ョt c 
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[問題 108]誤聴の予防干段で適切なのはどれかo 2つ選べ。

a きざみ宜とする。

b 水はとろみをf寸ける。

c あごを挙げて礁下する。

d スプ 〆は浅い物にする。

砂歯科惨舗網助

x a きさんだ食物;Um¥は宜塊形成Lに<<、誤鴨しやすい。きざみ宜は岨噌困簸者に適した軍曹である.

Ob とろみのあるものは誤院予防に布劫である。
x， あごを挙げて瞬ドすると、健常者でも誤略しやすい。
Od スプーンを揖くすると l田町摂取量が少な〈なるため誤聴が起こりにくい。

値ヨr;， b. d 

[問題 109]二等分法エァクス融撮艇におけるフィルムの保持で正Lいのはどれか。

a r.顎の保持は示指で行う固
b 下顎の保持は揖拍で行7.

C 捕庇側と同側の示指または術指で行う。

d 聞円陣取書がある場合はベアン附子を胤いるE

砂歯科~額補助

lf.l.kt-4.T 
X a 上顎は確実にフィルムの固定ができる栂指で行う。

X b -F顎の保持は示指で行うのが基本である。

xc 保影側とlえ対側の示指または冊摘で行う。

Od 手が不自由であったり 、開口擁害などを伴う血者の場作は、損臨補助共ヤ止血甜子を用いる固

~ d 

[問題 11 0]緩たきり患者の口腔ケアで正しいのはとれか。

a 歯肉出血がみられる場合は中止する。

b 宮殿ができない患者には禁忌である。

C 押菅忠者には粘膜用プランをIHいる。
d 桂口摂取を Lていない号、苫には不要である。

砂歯科隊司賀補助

ti*u豆B
X a 歯肉出血がみられる場合でも.出血部位に注意Lながら口腔清掃を行う.

xb 合轍ができない層、者i二'"、介助者が口腔枕砂を行う。

0， j市背患者には、粘膜附プラシを世用する。
x d 経口摂取をしていない樫者でも、円腫ケアは必要である。

~ c 
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[問題 1] 頭車側両の写真 (別冊午後No.1)を別に示す 。

矢印の部位に付着するのはどれか。

a 岐日

b 側:iiIt師

C 胸紐乳突時

d 茎突古骨筋

篭翠4'-{•• 
x " 血筋は頼骨弓十時に付着する。

x b 側面簡は側頭骨骨顕完封に付着する。

0， 矢印は乳楠突起を指している。乳棉提起には胸鎖乳突筋
が付着する。

x d 茎突苫骨筋は側出骨茎状o起にイナ若する。__c 

砂解音u学
NO.l 

[問題 2] 外頭副脈の終枝はどれか。

a ~動脈

b 顧問動脈

C 下由袖動脈

d 浅側頭動脈

E 盃l.19
x " 舌動脈は外預動脈の前壁から分断L 舌に分布する。

x b 闇面動脈は外頚動脈の前壁から分前し、副面表面に分布するD

x c 下歯楠動脈は顎勘眠の校で、下顎に分布する。

Od 詰側頭動脈は、 件目HtJJ脈の終校で側頭部に分布する。

値ヨ~ d 
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砂解剖学

[問題 3] 則鼻腔のフち最も大きいのはどれか。

" J顎桐
b 柿骨洞

C 蝶形骨洞

d 前頭洞

砂解剖学

*.f:iutJ・
0， 上顎洞は、 間鼻腔の中で最大容量を示L、中鼻置へ聞円する。
x b 倫骨洞は 鼻腔の上外側にある空洞で、前部と中部は中鼻道、技部は上昇迫へ間Uする。

x ， 蝶形骨洞は、鼻腔の佐上方にある蝶形J母体内部の一対の空洞で 僕飾陥凹に閉口する。
x d 同ifQi't洞は 前頭骨の前頭鱗下部から眠禽部にわたり存在する一対の空洞で、 け，l車道へ閉口する。

ーヨ~ a 

[問題 4] エナメル質にみられるのはどれか。

a オ ヱンの外形線
b レγチウス条

C ト ムスの頼粒層

d ンヤーピ一線維

験解自j学

*.:.f'ih"t-4:.. 
x ， オ エンσ:外形曜は象牙質にみられる。
Ob レッチウス線はエナメル質の成長線である。

x ， ト ムス町制粒層は象牙町にみられるo
x d シャ ピ線維はセメ ノト町や由槽骨にみられる。

ーヨ~ b 

[問題 5] 神経綿続で止しいのはどれか。

a 吊勤電位の大きさは伝導の過程で減衰するロ

b 活動電位は強い刺融を受けるほど大きくなる。

C 伝説速度は有髄制維より無髄岬維のほうが連い。

d fi;球連度は細い線維より太い鵡維のほうが速い。

砂生狸学

*J:jl.，."t-4 .-. 
x， 神経伝導には3原則があり、そのーつが不滅茨伝樽である。
x b 活動電位の大きさは、刺激の止きさにかかわらず一定である o

x c 有髄線維は跳躍伝導するため、有髄神経親維の方が速い。

Od 伝導速度は直径の太い方が速し、。

笹葺~ d 

2
4
1
 

53 



[問題 6J 副交感神経の作用はどれか。

a 散時

b 気管支拡張

c .L、機能}'Li正

d 竪液性唾液分泌7しiIi

砂生理学

C.MUtA・
x " 散瞳lま交感神経の作用である。

x b 気官主拡張は究感神経の作用である。

X c 'L';機能士逃は交路神経の作附である。

Od 塑植性唾披分泌充進は副交感神経の作用である。

値翠"d

[問題7l 体品調節で正しいのはどれか。

a 中{sは延髄にあるロ

b 発汗は交感神経支配であるロ

c 環境i晶が高くなると骨絡筋がふるえる。
d 発熱は体温調節中枢の基準値が下降することによる。

砂生理学

篭:Il!ll，;El・
x " 体温調節中拒は祖床十部に存存する。

Ob 発汗は父感神経の興脊によって生じるo

x c 環境i且が低下ナると骨格筋がふるえる。
x d 発熱は体論調節中相互の基準値が ヒ昇することによる。

値ヨ9 b 

[問題 8J 悪性腫事の 般的特置はどれか。

a 控育速度は遅い。

b 白津的に増殖する。

C 膨脹性に発育する。

d 細胞興理性が畦い。

砂病理学

.~t:iJ.;.t+.. 

x ， 発育速度は述c'0 
Ob 腫事細胞は良性も悪性もヨp可逆的かつ向律的に過剰増殖をする。
x ， 周聞を圧排するような膨脹性発育は良也腫場に多くみられ、悪准腫告訴は世潤性に発育する。
x d 悪性になるほど腕錫の発生母細胞に叫ていない顕世鏡的所見を示し、核細胞比が大 核揖染性核

分裂像の増加 細胞多形性細胞配列の乱れなどの異型性が強 くなる。

eヨ9 b 
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[問題 9J 急性化膿性歯髄去の特置はどれかロ
a sa蕩の形成

b 昨酷球の浸潤

C 肉芽組輔の形成

d j臣賞細胞の置澗

砂病理学

<<;i:tlr.l-4 • 
0， 膿癌は円血球の揖がいであり 、化膿性炎症の特慣の一つであるo
x b 好酸球の埋潤は寄生虫感染でみられるが、通常の化膿性協髄炎ではみられない。

x c 肉穿組織は世性増殖性的髄炎の所見である。

x d ;Jfj質細胞の涯潤は慢性炎症での所比である。

~ a 

[問題 10J染色体異常によるものはどれかロ

a ハン ト症候群

b シェ グレン症候群

C クライ〆プェルター症候砕

d プランマー ピンソン症候群

砂病理学

‘IElE玉~
X" ハント症候群は水声 帯状抱疹ウイルスが原凶で、水抱形成や舶面神経琳棒を呈する症候群であ

る。

x b ンエ グレン症候群は開己免疫疾患である。

0， クライ〆プェルター症候群はX染色体を過剰にもつ男世にみられる染色体異常で、外見および外性
器は男性であるが、権丸の発育の不全、梢子形成不能 女性肺乳房の尭速などの形態 tの蛮イヒや知

能低十カZみられる。

x d プラノマー ピンソン症候群は鉄欠乏1'1'貧血によるもので スプーシJf¥、干滑舌などを5?-tる。

ーヨ9 c 

J
41 
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[問題 11] HJV (ヒト免疫不全ウイルス)で正Lいのはどれか。

a Mii年唾液で感染する.
b マクロファージを破壊する。

C 抗菌藁の投与は無効である白

d HIVに感染することをAJDSIという。

>111生物学

軍忍草D
x a 唾械の飛沫で略染することはない。
x b 標的細胞はヘルパ T細胞であり へルパーT細胞を値嶋して免疫不全を起こす。

Oc ウイルスに抗菌聾は無効である。 ，

x d l̂DS (佐貫性免疫不全症候群)とは fUVにR耳東 (HIVキャ リア)挫の潜伏期を経て生じる免疫不全

~~世F をいう 。

~ c 

[問題 12] 健康な成人的初期的垢中仁多く認められるのはどれか。

a Streptoc官 'C/l5却 ngUls

b Prevole/l.1 Intcrmedia 

c P，οrρ，1lyromonas gIngivaJis 

d Aggrcgatibacler actinomycetemcomltell1S 

>111生物学

笹;E:p;;.tFT
Oa Su叩岡山凶師四国は白面への什君能が酢、ため他の薗よりも半期から験出され初期歯垢中に多い。
x b， C 、d Prel'OleJ/a Intermedu/、PorplJYn叩1011，15gingivl/lis， Aggrcgntibacter ，1ctinomJて'elemComJtan!i

は筒!日 lj~廊性制菌である。

eョ:lJta

[問題 13]施佐せずに保管できるのはどれか固

a 琳場i
b 毒薬

c 劇薬
d 覚醒剤

惨義理学

<<.i:jLL1. 
x a 刷車は「麻育長および向精神薬取締法」によって 施誼の義務がある.

x b 事態携は「議事法」によって 施錠の義務があるe

Oc ;制曜は「義'11法」によって規制されているが 施錠の北朝ばないo

x d 党問剤は 「証酎剤取締法」によって、組錠の殺甜がある。

値ヨc.c 

56 

[問題 14]受存体を介して作用するのはどれか。

a アスピリン
b ペニシリン

c リドカイン

d アドレナリン

砂議翠学

C.1t4A.-T 
x a アスピリンなどの"ステロイド性抗尭症薬は、 ンク ロオキンゲナーゼを阻害少ることで抗長症作刷

を示す。

x b ペニンリンは、細闘が細胞壁を合成する際に必要な削胞盟合成酵器を阻害よることで 細菌の聾育

を阻併する。

X C T)ドカイ ンなどの同所麻酔楽は、神経綿維のすトリウムチ弓不ルを遮断することで神経伝導を遮断

する。

Od アドレ-j-IJンは、父感神桂のアドレナリン受容体 (α、β畳王子体)に作用する。

eヨl:lJT d 

[問題 15]薬物性歯肉増殖症の詰問となるのはどれか。

a 輯痛薬

b 判尿軍

c 免疫抑制革

d 全身麻酔事

砂嚢理学

篭亙亙a
Oc ~物性自向肉増殖症のi顧問となる薬物には 抗てんかん事(フェニモトイ;，)、カルンウム括抗集(ニ

フェジピン)、 免疫抑制集 (ンク ロスポリン)がある。

eヨl:lJT c 

コ』
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[問閤 161 OHIを用いて口腔清掃状態を評価した際の結果を表に示す. [問題 181学位歯科保健の歯科健康世断でCOと判定するのはどれか。2つ選べ。

a 向罰都の知覚過敏

b '1、律型ilI節エナメル質の実質欠損
c 小省産部に到遣する暗銅色町着色

d 簡釦部平滑面エナメル買の脱灰を疑わせる内濁

惨口腔衡生学

篭-':;1.. (; . 
DI植はどれか。

a 0.8 

b 1.0 

c 2.0 

d 3.0 

X a CQ (聾臨終向)は 視誌と Lてヲ禽は認められないが、う蝕の初期症状を蛙ヮ所見を右する者であ

る。知:匝過敏猛は詰当Lないa

x b 実質欠損が認められる場什は rc(未処E歯)jである。
Oc， d 陪禍色の暗色や脱灰を嵯わせる白濁では、実質土描が認められないためcoとなる。

笹ヨョt c. d 
惨口腔衛生学

..14 •. 0.  
Oc DI値は、プラークスコアの合計を被検区分散で削った憶である。よって (3+1 +2+3+0+3) 

ー6= 2.0となるa

軍ヨcac 
[問題 191 う蝕尭生に問与する rKeycsの3つの給」の凶子はどれか固2つ置ベa

a 時岡
b 稽買

c 細菌
d 唾液

[問題 171 口臭の野師に有効なのはと:'~tか。

a パッチテス ト

b '1トクソンテスト
c ドライゼノテスト

d ガスクロマトグラフィー

惨口腔衛生学

*.!:ij.r-iJ . 
Ob， c う蝕発生tニ聞与する3つの因子を唱えた rKeyesの3つの給Jでは、その囚 Fを①楢主凶子
②格質凶F、③細菌凶-{- 左している。

ーヨcab. c 
砂口腔衛生学

<<.I4，.Q j・
x a パγチテユトはアレルギー倹査である。

x b サクソンテストは唾植腕惜能 (1睡液分泌量}を枝査する方法である o

x c ドライゼンテストは睡液緩衝能を検査する方法である。

Od ガスクロマトグラフィ ーは 口臭の原因物質を分析する客観的な横査方法である。
[問題 201グルカン生成の匡応を不功 。

値ヨ~ d 

仁二コ グルコシルトランスフけゼ
グルカン+フルクトース

亡二コに人るのはどれか。

a グルコース

b マルトス

c スクロース

d ラクトース

砂口腔衛生学

..f:jU'J. 
Oc グルカンは、宜物中のスクロ ス(ンヨ椅)を器質とし、グルコンルトランスフJ ラーゼによって生成される。

値ヨ~ c 
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[問題 211 キンリトールで正しいのはどれか。2つ選べ。

a 血繕値を上舛させる。

b 槽アルコールである.

c 多量隈取によって便秘が生じる.

d 甘味度は砂絡とほほ同じである.

砂口監衛生学

笹~・
'" キシリトールは稽アルコールであり、血機植に影響Lない。血糖値は血中のグルコ スi農度であ

る。

Ob ソルピトールやマンニトールなどといlじ桔アルコ ルである。

x c 多量Is取により軟恒になることがある。

Od 甘味11は砂糊とほぼ同寺である。

~ b.d 

[開園 221患者対照研究はどれか。

a 患者を対象と Lた出生年代別町疾病要凶の調査
b 患者と健常者を対象とした疾病要凶の後向き割安

c 前線鮮と治療なL群とを対象とした治療劫栄町調査

d 集団を対象とした疾病要因別の尭症率の前lilJき調査

砂衛生学・公衆衛生学

.~'4i.t1". 
x a 忠胃としり集問を対象として、出生年代別に疾病要因を綱資するのはコホ ト研究 である。

Ob 疾lJ.1.の布無!I!に過去の曝露について後1i.J)きに調査するのが思荷吋間研究である。

x c 治療といワIDで嬰凶に鮮響を与えているため 介入研究である。

x d 集問を対象と Lた抗柄要因別の尭症半の前向き割脊は、前向き コホー卜附究である。

軍ヨm b 

60 

[問題 231 r健康日本21Jの基本方針に古まれるのはどれか。2つ選べ。
a 目標の設定と評価

b 第二次予防の量制

c リハピリテ ンヨンの推進

d 健康づくり支援のための理境整備

砂衛生学公衆衛生学

篭J'iutiH・
0， 告値統計データから 年齢や集団ごとの健康探題を抽出L、現状分析を行った上で、「健康日本21
(第二次)Jでは、2022年度に向けた目棟を世定L、その遭底状況を随時評価する。

X b r健康日本2IJは、第一次予紡を重視しようとする方針である。
)( C ，)ハピリテーン ヨンは第二次予防であり 「健康日本21Jには盛り込まれていない。
Od 生前習慣を改普L 健康づくりに取り組もうとする例人を、社会全体として支援する環境整備が不

IlJ~にで τ そのような環境づくりを推進するものである 。

e彊;:， a、d

[問題 241 地球誼唖化にE響ーすると考えられている温議効畢ガスはと~1~沙。 2つ選べ。
a メタン

b フロン

C ー酷化民主

d 二階化民事

砂衛生学公衆衛生学

‘**11-
0， メタンは温眼化に関係 tる。
x b フロンはオゾン幡町破壊に関係する。

x c 酸化民棄は大気汚染物質の つであるが、温暖化とは開通が薄い。

Od 二酸化此事は温曜化に関係する。

値ヨ;:， a. d 
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[問題 25J感染予防の感染問対輩はどれか。2つ選ベロ

a 予防接種

b 出毒滅菌

C マスクの慣用

d 感染者の隔離

砂衛生学・公衆衛生学

.;J::U.(.4 • 
x a 予防接種は ワクチンを投与し能動的に免疫を撞与させることをいい、感染予防の感受性対車である。

Ob 消毒 滅菌は、時染源である微生物を死滅させるため、感染岬[N姫である。

x ， マスクのf費用により経気迫感染などの桂路による防止ができるため、 時染姫路対策 である。
Od 感染者の隔離により多人数への感染を防ぐことができるため、 感最源対軍である。

ーヨ~ b. d 

[問題 26J 懲者調奇でiELいのはどれか。

a 全世調査である。

b 毎年実施される。

C 受療率が$)出される。

d 有訴者容が算出される。

砂衛生学公衆衛生学

<<iW:i.ti:T 
x ， 態者調査は、層化盆作為抽出した医療施設における患者を客体として実施されるa
x b 3年ごとに調査する。
Oc 医療施設を利則する患者の傷病名、入院矧問、退院の事由などを調査する。調査精巣カヨら、受療率

が算山される。

x d 市気やけが等で自世症状のある者を有訴者というが、思者調査では算出されない。

__  c 

t問題 27J学校保健法に基づく保健学習はどれか。
a 体育授業での 「病気の予防」の教育

b 学級での「歯の健康学習展Jの開催
C クラプ活動での 「むL歯予防の研究」の実施

d 児童保健委員会での「歯の健康学習展」の開催

砂衛生学公衆衛生学

笹忍亙lJ・
0， 体育授業は保健学習の範曙である。
xb 学級での 「曲の健康学習展jの間世は保健J指導の範障である。
x c クラブ活動での 「むし歯予防の研究jの実施は保障指導の範障である。

x d 且童保健委員会での「怖の健康学習展jの削催は保健指樽の純障である。

eヨC.a 
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[問題 28J 術科医師法に定められた肉科医師の法的荘請はどれか。2つ選べ。

a 診断曹の交付

b 保険医の丑錨

C 処方せんの交付

d 業務上の秘密保持

砂衛生学公衆衛生学

.;i:il...t4_j_ 
Oa， c 自前科医師の業指は歯科医師怯で規定されており、主なものと Lて 応相義務 (話相慢の後務)、i又

健指導をfiう義箱、診冊録の記載と保存の義l，、診断i!i'O)空付義時、処方せんの主付荘務などがあ
る。

x b 保険医の畳揖は健康院院法で定められている。

x d 業務上の秘密保持は刑法で定められてL、る。

eヨC.a、c

[問題 29J '1 成23年庄の凶科設療医療費はどれか。

a 14兆3.754億円

b 6兆6.288古車円

， 2兆6.757世円
d 808億円

砂衛生学公衆衛生学

*.w: ... '4・
x， 入院医却費である。
x b 薬局調剤医療費である。

0， 歯科診療医療費である。
x d 訪問看謹医療費である。

__  c 

[問題 30J アルマ アタ茸言で止Lいのはどれか。

a 地域活動の強化

b 健康的な公共政策づくり

c 健康は生きる目的ではなく生活の資源である。

d スローガンは「すべての人びとに健康をJである。

砂衛生学公衆衛生学

篭:j;;htj.-_
X a， b 、c オタワ憲章で提唱されたヘルスプロモ ンヨンの基本的理念である。

Od rすべての人びとに健康を」はアルマ アタ宣言のスローガンである。それを連成するための手段
とLてプライマリ ヘルス ウアを位置づけた。

値ヨC.d 
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[問題引] メタポリツクシンドローム(内陣脂肪症候俳)の障断に必壊の詰断基準項目はどれか。

a 胞閉

b 脂質

c 血陀

d f飢輯

砂栄養指語審・生化学

*.!t;.，} . 
0， メタボリ γクンンドロームの診断では 内臓脂肪量を阻聞からn定する。内臓脂肪の蓄積に加え
て、 脂胃疑官、高血i土、高血祭きのうち2つ以上町項目があてはまるとメタポリ ツクンンドロームと

骨断される。

ーヨ.a 

[問題 321 J~機質系甘味料はどれか。 2 つ選べ。
a トレJ、ロース

b キシリト ル

c ステピオサイド
d アセサルファムK

"栄餐指導生化学

.~J:iÞ.t]. . 
x， トレハロ}スは、 スクロ ス異性体t二分実訴される鰭質系H味料であるo
x b キンリトールは、 精アルコールに分類される開質系H味料である。
Oc ステピオサイド (ステピア)は ステピア(植物)の繋や恨か勺得られる非椅質系甘味料である。
Od アセザルフアムKは アセト酢酷から介成されるJI糟質;1'，甘味料である.

値重.c. d 

[問題 331 セカンドオピニオンの目的はどれか.

a 疾胡予防

b 院内感東予防

c 患者の意思決定

d 医療位憧管理

惨歯斜衛生士篠崎

軍耳亙lJ・
x， 疾病予防とはι僚的な聞係はない。
x b 院内悼染とは直接的な関係はない。臨床機能評価指揮 (クリニカルインデイケーター)などがある。

Oc セカンドオピニオンは 患者が別の専門医に相設し意見を求め意思決定の材料とtるものである。
x d 執が固における医療危機背理は 医療事故を来快に防くだめに医療の薗を確保することである.世

聞とは合致Lない。

笹ヨc.c 
64 

[問題 341感染桜管治療の適応症はどれか。

a 急性化膿性歯田虫

b 徴性出事性歯世史

c 慢性線生性歯周炎

d 急性壊死性t質事性歯周炎

砂侮科隆床の基礎

.J;ih.J:l_ 
X a. b 想性化膿性歯置炎、慢性演場性樹髄炎はtf.i{i('貨のため、 時髄処置を行う。

0， 慢性根尖性歯周去では 歯髄は失活しているため、 感措悦符泊術を行う。
x d ~，性壊死性積書性歯周炎では 、 歯周治療を行う 。

eヨc.c 

[問題 351失括歯のみに適応されるのはどれか。

a 全部金属冠
b 前罰金属冠

c 働冠継続歯

d ジャケット冠

砂歯科臨康の基礎

.~tjJ:;.t4:. 

x， 全部金属冠は、歯髄の生死に関係な く使矧できるが、 fl胸部のみが適応である。
x b 前義金属冠は 前髄町生死に関係なく世間でき、 前自信部、円術品ともに適応である。

Oc 歯冠継続在留は級官にポストを挿入するため、 黒制箇のみが適応である固
xd ジャケット冠は企属を使用Lない冠で、情髄のt主化は聞係なく肥肘できる。

値ヨc.c 

[問題 361放射融感受性が最も高いのはどれか。

a 師

b 骨

c 骨粗

d 神経

砂歯科姐床の塞礎

.:t:;U(.4:--T 

x a、b、d 師、骨、神経組惜の肱射線感受性は低い。

Oc 放射線感受性が高い組紐には、リ〆パ組組、造自制融(付髄、胸鵬、隣瞳)、生殖膿がある。

eヨc.c 

コ
』
川
崎

4
4

65 



コ』

A
U寸
4
占

lJリ診時に行7のはどれか。2つ選ぺ。

[問厨 371 42肢の男性。向向からの出血を主訴と Lて楽院Lた。空腹時血糖値が高いという。初詰

時の口腔内写真 (~IJ冊午撞 No.2 ) を別に示す。

a プラツンング指導

b フッ化物歯面塗布

C 歯肉縁下歯石の除去

d .@.者の教育と闘機づけ

竃;J:;l.i.t--J.-. 
0， 口腔向者写畏からプラークコントロ ルの不良が認められる
ため、ま Fこれから行うべきである。

x b フッ化物掬面塗布は歯肉の先症に対Lて効果はない。
x c 歯周基本治療を進めていき、ある程度歯肉の炎疲が消退して

から行うべきである。

Od 向垢と歯岡病の関係、時尿掃と歯周病の聞係を十分に説明 L、

口腔清掃を行うことの重安性を理肝してもらう。

eヨD a、d

砂歯科臨床の基磁

No. 2 

に示す。

[問題 381 35設の女性。上顎左醐間切歯の軽度冷水痛を主訴左して来院Lた。設査の結巣、思歯は
生活歯で、コンポジツトレジン修復を行つこととした。初診時の口腔内写兵(日IJ冊午後No.3)を日1)

処世に必要なのはどれか。 2つ選べ。

，究合紙

b 歯肉圧俳糸

C ダイヤモノ ドポイン ト

d サンドペパーコー/

<<;iT.，.t-4. . 
0， レンン充填後 岐合紙にて対合的との接触削悟を確認し、
岐合調整する。

x b 歯肉縁下町禽洞ではないため、歯肉圧1)1糸は必要ない。

0， ダイヤモンドポイントは、 開洞形成や仕卜げに用いる。
x d ザンドペパ コ ンは、おもに義歯や冠の机研磨に問い

る。

eヨD a. C 
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砂保存修復学

NO.3 

[問題 391 コンポジッ トレジン修砲における時並操午順序で正Lいのはどれか。

a プライマー→ リ/酷→ボンデイング材

b プライマ →ボンディング材 → リン階

c 'Jン酷 → ポノデイノグ材→プライマ

d リン酷 → プライマ →ボンディング材

砂保存修復学

..i:jkt4. 
Od リン世によるエッチングを行い、 プライマ による歯面処理陸、 ポンデイ/グ材を控布する。

軍軍:'d

[問題 401 光重合型コ/ポジヅトレジンと比較Lたテ'ユアルキュア型コンポジッ十レジンの特世は
どhi.l‘。

a フッ素除肱性がある。

b フイラーは含まれない。

C 光昭射な Lでも由化する。

d ワ/ベーストタイプである。

砂保存修復学

<<;I;;j，.(4.j・
x " フッ素徐ょ，;性はグラスアイオノマーセメントの特置であるo

x b コンポジットレジンには、必ずブイラ が含まれている。

0， デュアルキコア型コノポンツトレジンは、光重合と化学重合的両方で硬化する。
x d ワンペーストタイプは光重合型コンポジヅ lレジンである。

eヨD C 
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[問題 41] 口呼吸忠昔の口腔内所見で口蓋側陶肉にみられるのはどれか。

a クレフ ト

b 口呼吸線

c フェストゥーン

d テンショノリッジ

砂箇周治療学

*-，i!tJ: .. t.4:j_ 
x a クレフトは歯肉のVマ状製講で、不適切なプラアンングや岐合性外傷仁よって生じる。
xb n呼吸線は口呼吸患者にみられる特置的所見であるが 包側幽向に認められる。
c フェストゥ ンは、辺韓歯肉にみられるロ ル状の肥厚で、不適切なプV';Jンングや腔合性外11に
よって生じる。

Od テンンヨンリヅジ(堤状隆起)は、円呼吸患者の口長側歯肉jに認められる特酷的所見である。

ーヨC.d 

[問題 42]歯肉炎と耐陥l炎との鑑別診断に必要なのはどれか。2つ坦ベ。

a 歯僧骨吸収の有無

b アタッチメントロス

c プロ ピノグ時の出血

d プローピング時の埠さ

歩歯周治'"学

*J;ij: .. tl:T 
Oa 幽肉炎では骨吸収がないのに対Lて、 歯周虫では骨吸収が認められる。
Ob アタッチメントロスは付着の喪失であり、歯師ポケット町状静を量別できる。
x c プローピ/グ時町出血は炎症の有価や歯周疾患活動性を確認することができるが、歯肉炎と歯周炎

と σ〉描別には~，~ではない。

x d プロ ピノグ時の深さは恒性真性ポケ γトの鑑別には有用でないため 仰向炎と歯周去との曜日1)

はできない。

eヨC.a. b 
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次の文を説み[問題 43].[問題 44]を答えよ。

42般的立料品下顎左澗第二大内幽円徳衡を訴え来院した。庁は2週iiIjから4華街を生じていたが位

置Lていたといヲ・昨夜から拍動性の自発衡が強くなってきたという。電気帯では闇値のl昇を認
め、 1量熱刺激で絡みを訴える。初訪時のエックス組写真 (別側午後No.4)を別に示す。

[問題 43]監断名はどれか。

a 急性単純性向髄炎

b 急性化膿性1拘置炎

c 慢性描鎖性的髄炎

d 急性化膿性候主性歯周尭

[問題 44]本鮮側の治療方針はどれか。

a 間接種髄怯
b 直接種髄佳

C 麻酔按髄法

d 暫間的間接盟副怯

ル掴円買賢三学

C:J;ihi--4.;_ 
[問題 43] 

x a 急性単純性情髄炎の特置は、電質量での闇値の低下

と冷水痛である。

Ob 拍動性的山措術、電気訟での闇値の上拝、温熱刺融
での痛みのl骨聾は急性化腺性曲髄炎の特世である。

また、エックス線写真から、う触は歯阻腔まで且ん

でいることがわかり、話断名は急性化膿性歯髄査で

ある。

x c 長性晴樹性的髄炎では、府琵痛はない。

x d 電気診で生iliJ!i応が認められるため、恨尖性樹脂j炎
ではない。

No. 4 

[問題 44]

x a 間接種融誌は、非感染象牙置が残存Lている場合に適応されるo

x b 直接覆髄i-1は 訓思量露間が適応である。

Oc 急性化鵬甘幽髄虫では、歯髄は略民Lているため、 麻酔1M髄法が適応となる。

x d 暫問的問j措置髄(lPC)itは、軟化象牙質除去により露髄の恐れがある場合、一層の軟化象牙置を残

存させたまま祖髄を行い.的3かJJ怯に再治療を行つ )j桂である.探在性う蝕はあるが陶髄が正常
な若年者が適応となる。

値彊;， [問題 43J b 
[問題 44J c 
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[問題 45J 器具の写真 (Elj冊午後No.5)を別に示す。

この器具を使用する目的はどれか。

， 111問被覆冠の撤去
b 余剰セメ J トの除去

C 帰国択ケット出の記鵠

d マルチプラケッ ト装置の装着

‘;:I#;."(.{-.. 
0， 写真はクラウン リム←パ であるロクラウンや
プリッジの除去に用いる。

x b 余剰セメントは探針で除去する。

x ， 歯周ポウッ ト庇の記掃はポケ γトプロ プを矧
いる。

x d マルチブラケッ卜装世の装着はピ/セ yトを閉

し、る。

-ヨm・a

惨歯科補綴学

No. 5 

[問題 46J 鑑由顎者の顔貌の特慣はどれか。

a 赤唇が把哩する。

b 口角が下垂する。

， j奇界i背が浅くなる。
d 人中カ〈明瞭となる。

.J:jut4-J・
x ， 亦唇は薄く なる。
Ob 口角は下垂 する。

x， 鼻唇滑は探く なる。
x d 人巾が不明瞭になる。

霊童D b 
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砂歯科補綴学

[問題 47] 下顎第一大日歯の欠損に伴って対介曲に生じるのはどれか。

a 捻転

b 傾斜

c 匝下

d 挺11.¥

砂歯科補綴学

軍;i:jU'4:_
Xa ~転は曲軸を中心と Lて阿転することである 。

x b 傾斜は隣在歯 (下顎第二大臼歯)に生じる。

x c 圧 トは生じなしも。

Od 上顎第大臼歯は下顎第一大臼歯との岐合時触を失うため、 提出が生じる。

軍ヨD d 

コ』
A
『
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[問題 48J装置の写真(別冊午後No.6)を別に示す。

慣用日的はどれか。2つ選べ。

a 呼唖の補助

b Ull崎障害の改普

c 話語明瞭度の改普
d 鼻咽睦閉鎖運動の賦活

篭;1:*.'4.-
x ， 写真の装置は鼻明腔問姐樺能を補助するスピーチエイドであ
る。外科的処置で正常な鼻刷開閉鎖が繰られない場千?などに

は、このような補艦物を装着して言語機能町訓練を行う。呼

唖の繍助には使用 Lない。

x b 岨暗機能改普のための装置ではない。

0， 鼻咽腔閉鎖機能河、全があると呼気が鼻腔へ抗出Lて口腔内圧
を高めることができず、 4侍音障害を生じるため、この装世に
より鼻咽腔閉鎖機能を助け、発語明町限度を改葬する。

Od 鼻咽腔閉鎖運動を賦活し 鼻咽控漏出呼気量の減少を図る。

ーヨD c 、d

惨口殴外科学

No.6 
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[問題 491 古の牢耳 (s'I冊午後No.7)を別に示す。

直吏代現象によってみられるのはどれか。

a ① 
b ② 

c ③ 

d (j) 

① 

③ 

砂口腔外相学

No. 7 

② 

@ 

e調革D
Oa ①は胤毛苫である。黒毛舌は 抗商事町長期投与による円腔常在輔副躍に主化(苗交代現卑)が原田
で生じる舌の病変である。

x b ②li'l'滑舌である。 銑欠乏性貧血や悪性貧血が原因で牛じる。
x ， ③は地問状告である。舌背にみられる地図状の赤色斑で日により移動、車形するもので、原因は不

明である。

xd @は給法曹胞である。唾誼腺の流出隊i古によって生じ、粘膜函から半球状に膨陸し、境界明瞭な世

動性のあるぞわらかい脆緬である。

~ a 
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[問題 501三叉神軽衡の特置はどれか。2つ選べ。
a 女性に多い。

b 20歳代に~l呈する。

C ベル蝉簿がみられる。

d 電撃楠1!f衡がみられる。

*.':*l-4:yJ・
砂口腔外相繁

0，、 xb 40歳代以降の久刊 に多くみられる。
x， ベル瞬停は頗両神経麻郷町特置である。

Od 三え神経痛は、三叉神経支配領域に非情に激烈な痛み (軍軍棺簿痛)がみられる。痛みは片側l性であ
り.jf中を鐙えて対側へiょがることはない。

値ヨ~ a‘ d 

[問題 511 25歳の女性。繭科治療中に手足のしびれと不快感を酔えた。治療中町患者の予の写巣

(s'I冊午後No.8)を別に示す。

疑われるのはどれか。

a 局所麻酔中毒

b 過換気症候群

c 血管速走神経巨射
d 局所蝉酔薬アレルギ

.~M:;.thj・
x a 局所麻酔薬中毒は、 局所麻酔車の過量投ラによ って生じ、初期には不

宏、興官、頻脈、血j土上拝がみられ、末期には聖地唖:た 除脈、ιし停止

などの抑制抗状を呈する。

Ob 過換気症候群は、歯科治掠に対する不安や恐怖、治療による術み刺激が
原凶となる.呼吸困欝感や似帳、手足のLぴれ 助嵐帥の手 (写其)がみ
られる。

x， 血管迷走神経巨射は、悩科治療に対する不安や恐怖.拍般による痛み刺

散が原因となる。除脈、顔面去を臼 冷汗、自1/1臥 札 意識レベルの此ト

がみられる。

xd 局所麻酔轟アレルギーは抗原抗体E応によるもので.血圧低下.冷汗、

皮膚症状 (じんま修、発赤)、E通レベル町低下がみられる。

ーヨ~ b 

砂ロ陸外科学

No.8 
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[問題 52] Angle TI級 l罰の特置はどれか。2つ週ベ。

a 口吋吸

b 下~:aの近aし腔介

c 上瓢切曲の唇側傾斜
d 小さいオーパーンエツト

砂歯科婦正学

篭Il!JIJ:・
Qa， x b AngJe Il級 l類は、 H呼唖をi干う下顎町通，し、腔合(いわゆる上瓢前提)である。

Oc r.下胃i前簡の界側傾斜がみられる。
x d オハ ジェッ トl立大きい。

値重蕩Ta. c 

[問題 53] 札歯刊の様式図を訴す。

矢印でホサ空隙はどれか。

a 朝間空隙

b 提育空隙

c 霊長z);:開

d 安静畳間

砂歯科婦正学

..1#"'1* 
x a 顎間全隙は無歯顎の上下顎聞にみられる空陣である。

x b 世宵空間は乳歯列tこおける霊長空間以外の空闘である。

Oc :1<長空聞は乳歯列における上積BC問、下顎CD聞にみられる空聞である。

x d 安静空間は下顎安僻位における上下顎聞の垂直空酷である。

~ c 
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[問題 54] セファログヲムの計調白で両側にあるのはどれか。

a S 

b N 

c 0， 
d Pog 

砂筒科婦正学

.~I:il.;.t1* 

x a S (セラ)は、 線形骨トルコ鞍の蛍状陸匹目設の中 L、内であり 覇董骨正中に存在するo

x b N (ナジオン)は、鼻骨前Jiil縫介の最前点であり、政法骨正巾に存在する。

Oc Or (オルピターレ) は、 担禽持持の綬下~であり 、 左右それぞれに存在する。

xd Pog(ポゴニオン)は、 ド顎オトカイ隆起の最央出荷である、 ト顎正中に存在する。

値ヨ::.c 

[問題 55) HeJJmanの歯齢と向の萌出時期との組合せで正しいのはどれか。

a nA 乳歯未萌1'1¥醐

b nc一一一一乳歯喧合完成期
c mA 第一大臼歯萌出完了期

d mc一一一 第二大白歯萌出完了捌

砂小児歯料学

軍辺三D
xa llA聞は乳歯院合完成期である。
xb llC朗は第一k臼歯および切歯目白山開始期である。

Oc 凹A聞は第 よ臼歯萌出完了閣である。

x d mC期は第二大日向萌出開始期である。

eヨD c 

[問題 56]定型尭途の小児で9か月ころにできるようになるのはどれか。

a 寝返り

b 階段上り

c 片起跳び

d つかまり立ち

砂小児歯科学

軍~totJ，.q* 
x a 3か月で首がすわり、寝返りは 5-7か月ころにできるようになる。

x b 階段上りは l歳 !か月ころにできるよヲになる固

x c 片足跳ぴは4綾ころにできるよつになる。

Od つかまり立ちは9か月 ころにできるようになる。

毎ヨr;:.d 
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[問題 57]乳歯う蝕の特置はどれか。

a 1-2歳児のう蝕併尭部位は下顎乳切歯である。

b 4-5歳児のう蝕掛発部位は下顎乳円歯である。

c 3i，星児では t顎乳犬歯の7iが下顎乳犬歯より般車率が低い。
d 下頼第二乳臼自信では遠心面の方が近心両より根思E容が高い。

折j、兜喝科学

笹亙~
x a 1-2歳児のう蝕師発郁位は上顎乳切倫である。
Ob 4-5歳児では、札口向の隣接而仁好尭する。上下顎札臼簡を比べると、 下顎の方が多く発生する。

x c 3織児では上顎乳犬婦の方が下顎乳犬陥より曜忠l{，(が高u、 ， 

x d -F胃I措二札臼歯では近iレ聞の方が遠心面より植巴呼:が高し、。

e彊;， b 

[問題 58] 2，置の女児。保謹者が歯肉の色調を'L配して来院した。t身的な問題はないという。初

世時の円腔内￥瓦 (~IJ冊午後 No. 9 ) を別に不す。

適切な対応はと・れか。

a 経週間集

b 迎揖陶肉の切除

c 備制ポケットの録時

d 保謹書への刷掃佳の指導

砂小児歯科学

.~l:jJ4;+ ・
X <1 l'~ 均に炎症がみられるため、経過観察官まさらに板状が悪化するa

x b 2蹴児に市向切除は行わない。

x c 曲肉炎であり 、甜岡村ケットの措tJT~の適応ではなし、。

Od 2歳児であり 、思児自身でのプラッシングは問雛なため、

保護者への刷揖指導を行う。

No. 9 

値ヨcad 

[問題 59]布片麻樽思有の寝衣空換で適切なのはどれか。

a 左から脱がせ、右から着せる。

b 左から脱がせ、左から着せる回

c 右から脱がせ布から着せる。

d :(iから脱がせ、左から着せる.

砂陣膏者 高齢者歯科学

*.I:rJ.r.tlT 
Oa 片麻樹のある患者では、健冊から脱衣し 麻樽側から着衣する。

ーヨcaa 
76 

[問題 60] うつ病の特置はどれか。

a 謹言

b 悪夢

c 妄想

d 巾趨覚醒

砂障書者高齢者鎗科学.cJ!ihLl-
Od うつ摘の主続状は、①気分障害、 ①思考障害、 ③意欲行畠障害、 @身体症状である。身体症状と

しでは 睡眠障害(不眠、巾造賞醒入眠問機)、世世低下体量減少 白骨神経樫能障害、調街、

憎定感などがある。

eヨE・d
[問問 61]摂食 陣下障害tこ対する間接訓輔の写真 (~IJ冊午後 No.l0 ) を矧l に示す。
この訓稗の目的はどれか。

a 声帯の向転強化

b 唾liI'分泌の促進

c 鴨下臣射の話量

d 舌骨喉頭挙上町改善

.~w".tl. ・
x a 声門句閉鎖がうまくできない湯合1;，声帯町内転を強化する目的で

プツンングプリング訓韓や阜こらえ鴨下などの声門間凱出棺を行う。

x b 唾液分泌の促進では プ/ムラピング(箇肉マ γサージ)を行う。

Oc 写真は喉のアイスマッサ ジである。凍らせた綿棒で前円議弓
やf号根郎、岐頭桂壁の粘膜耐を軽くなでたり、押したり Lて
マッサージすることで、時下反射が誘尭される。

x d 舌骨喉頭挙上の改善はメノデルソン技仏の目的である。

~ c 

砂鱒膏者 高障者箇科学

No.10 
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[問題 62]歯問乳罰都幽肉のマッサージ効果が高いのはどれか。

a 簡間プラン
b ラパーチ γプ

c j-':/タルフロス

d ジェット水抗措円器

[問題 65] う蝕予防町ハイリスクストラテジーはどれか。

a フッ化物歯而@布

b 上水道フッ化物添加

c フッ化物配合歯嵯剤

d プラークコント ロ ル

砂歯科予防処置
、 砂歯科予防処置

*.:4 •. 0.  
Oa ハイリスクストラテジーli'、イリスク者を対象と Lて実施する子防職略である固これに対して、金

員を対象と Lて行う予防戦略をポピュレーションストラテジーという。フッ化物歯面撞布はハイリ

スク者を対象とした予防法である。

xb， c， d J水道フッ化物語加、フッ化物配合歯車剤、プラークコントロールはハイリスク者だけで

な〈、全員を対象に して行うポピュレーンヨンスト ラテジーである。

*.I!s，;.J;J . 
x a 、 C、d ジェット水流世円器、デンタルフロス、繍聞ブラシは歯間部の清掃劫県が高いが、マッ

サ ジ効果は比較的低い。

Ob ラパ チップは、陶問乳頭部歯肉のマッサージ効果的高い補助的市措器具ずある。

値ヨD b 

~ a 

[問題 63]年齢と小踊裂構袋塞怯適応耐との組合せで適切なのはどれか。2つ遭ぺ。

a 10鎌一一-J:顎犬樹
b 10縦 一一一白上顎側別歯

， 13量一一一一上顎第=大目前
d 16龍一一 下顎第一太臼凶

[問圃 66] O.2%NaFi容液10ml中町フ γ索量はどれか。

a 0.9 mg 

b 1.5mg 

c 9.0mg 

d 15 mg 
砂箇時14予防処置

篭.!:+ht4.
x a 小菌製講境基町目的は、街冠形態を修正して小禽製t俸を口腔環境から遮断することにより 、ヲ蝕予
防をLょうとするものである。氷久歯では萌山桂 概ね2-3年以内の深い小禽型構が適応となる。

上顎犬閣には躍い小禽はみられない

Ob 舌側に小曲がある織令があ旬 、適応となる。

0， 萌出聞もないため適応となる。
x d 萌出してすでに 10年特過しており、適応とならない。

砂歯科予防硲置

<<j'jUL] • 

Oc O.2%NaF培続中町フッ素i畳度は900Dpm <0.09%)である。よって書世10ml (主10g)の0.09%

は9.0mgとなる。

ーヨD c 

eヨ~ b. C 

[問題 67] 宿主要凶に対するう蝕予防佳はどれか。

a PMTC 

b 小禽型溝1A1Il

c 間食同散の制限

d デンタルフロスの 吏用

わが国で歯噂拘lに話加されるフッ罰ill置はどれか。

1 ppm 

10 ppm 

1.000 ppm 

10.000 ppm 

[問題 64]

a 

b 

c 

d 

砂簡科予防処置

..:T •. tl* 
X a PMTCは日常のプラツンングでは除去できない曲垢を除去することから 眼止物要岡に対する予防法である。

Ob 小禽製檎埴塞は う蝕の好売却位である小寓型溝部の軍曹、を修整L、プラ ク町停滞を防止するも

のであり、 街ニ正要悶tこ対する予防法である。

x， 問責回数の制限は革質要同 (宜餌性*'置要因)に対tる予防法である。
x d デンタルフロスの使用は、鴎接面のプラーク除去することを目的としているため、 植生拘要問に対

する予防法である。

砂歯科予防処置

*Jt，;.t;* 
0， 歯曜荷lの特殊成分と Lて{愛用きれるフフ化物は、フ γ化ナトリウムとモノフルオロ1):/酸ナトリウ
ムが主であるが、わが国では最止ブツ費量として 1.000ppm'(O.1 %)となっている固

値ヨD C 

ーヨD b 
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[問題 68J 唾液を検体とするう蝕活動性試験はどれか。2つ選べ。

a RD teselil 

b Swab test 

c Snydcr tcst 

d カリオスタット⑥

砂箇科予防処置

Iflmht-4:". 
o a RD te$t~は出合睡躍を検体と L、酷化還元能を制定する。

x b Swab testはプラ クを枚体と L、細菌の酸産生能を制定する。

o c Snyder lestは混合同量植を防体と L、細菌の酷産生能を澗定する。
xd カリオスタット⑧はプラ クを検体とし、細菌の酸産生能を測定する。

ーヨD a. C 

[問題 69J知覚過敏予防に剖栄があるのはどれか。2つ選べ。

a トリクロサン

b 硝階カ リウム

C トラキキサム酷

d .'fL酸アルミ ニウム

砂歯科予防処置

軍翠亙z・
x， トリクロサンには殺菌作用があり 、う似予防や歯周卦予防を目的と Lて配合される。
Ob 硝酷カ リウムには歯髄神経の知覚を鈍麻させる作用和あり 知覚過敏予防を目的と Lて配合され

る。

xc トラネキサム酷には止血行刑があり、 凶肉出血の予防を目的として配合される。

Od 乳酷γjレミニウムには象牙細管を閉鎖させる作用があり、知覚過敏予防を目的と して配合される。

~ b.d 

80 

[問題 70J 下顎前歯部のエックス線写真 (別冊午後NO.l1)を別に示す。

観察できるのはどれか。

a 歯根嚢胞

b 歯根吸収

c 担菅充填

d 自白槽骨吸収

..:t:i.t-4.-，T 
x a 歯相韮胞は相多性歯周長から継尭する侠虫病巣である。失活歯の侠主部

にみられ頼円形のエックス線透過躍が特融である。

x b 歯棋が吸収されているような透過埠は制察できない。

x c 根昔充築材はエソクス線不透過揮を皇するため、恨官充墳はきれていな

U、回

Od 下顎左側中切歯近'Lに垂直世骨Il'/.収躍が観察 Cきる。

ーヨD d 

砂樹刑予防処置

NO.l1 

[問題 71]スケ リング時の偶罪事故防止策はとれか。
a ラパーダムを装着する。

b lif組織に手指を同定守 る。
C 刃郁はIAにLておく。
d 痛みを感じたら自由に合図させる。

.4;3:~þi.'-. 

砂飽科予冊処置

x a ラパーダム装着によって咽頭部への器具の落下を砧止できるが、 t曲頚部の視野を狭くするため通常

装着しない。

Ob 硬組織に手指を副主するこ左でフリ ーハンドになることを避け 器具の滑走を防止寸るo

X C スケ ラ の刃部を鈍にLておくと、作業能字が低下Lて偶発事故が起こりやすくなる。
x d 痛みを感じた時に自由に合図させると、裂闘などの偶発事故が起こりやすくなる。通常、戸に出さ

ずに左干を挙げる方法で合図するように伝える。

ーヨD b 
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[問題 72JIVIIQプロ プの図を示す。 [閉館 74Jルートプレーニノグの目的はどれか。2つ選べ。

a 前向石町除去
b 幌面白滑沢化

c 陶同ポケット町除去

d 病的セメント面的除去

ぞ一一

軍.~þi-U • 
x a 明石町除去はスケ リングの目的である。

Ob 、d ル トプレーニノグの目的は、病的セメント置の除去と俄耐の滑沢化であるa

x c 胸間ポケットの除去は歯周外科の目的である。

矢印部分の直世はどれか。

a O. t 111m 

b 0.5 mm 

c 1.0 mm 

d 2.0 mm 

eヨC.b. d 

惨樹科予防処置

砂歯科予防魁置

[問題 75剖]エアスケ一ラ と比較Lた超音波スケ一ラ】の特酷tは孟と

a 揺動監が小さい。
b 出カを調節できる。

c キTピテ ション効果がある。

d 歯肉輯ド歯石町除去仁適する。

篭玄!IC:I・
Ob IVHQプロープはCPIの調定に用いられるプロープで.理幅輯ー化されている。ポケット底部を宙

っけないよう先端は球形となっており 球の直桂はO.5mmである。

C.:ti'P. 
砂歯科予防処.e彊3 b

， 
[問題 73J '5成の典性m 下顎前歯部慢性向周炎と訟断され、歯周来本治織を縦続中で亭る。

来院時の歯周組組検査結果の一部を不す。

x a エアスケーラーの振動置が2.500-6.500Hzなのに対し、超音波スケ ラ は25.000-40.000Hzで

あり、被動教は大きい。

Ob 超音波スターヲーは振動させる電力または磁}Jを置えることで 出}Jを変えることができる。エア
スケーラ は蛮えることヵeできない。

0， 超音世スケーラーにはキ弓ピテーンヨン劫換があり、時有劫米も太きい。
)( d Jtに歯肉融上歯石の除去に遇する。

領ヨC.b. c 
日OP な L
術的動指度 11宜

PCR値 36% 
pp口 2mm

メインテナノスに移行するにあたり、改善の必要があるのはどれか。2つ選ぺ。

a sQP 
b 向の勘描度

c PCR値

d PPD 

砂歯科予紡処置

篭亙:l.l'J:.
x a 歯肉からの出血lを示すBur(Bleeding 011 Probing)はな〈 且好な状盟である。

Ob メイ〆テナノスへの移行Il.r歯の動揺世が生理的範囲内」カ1目安となるため、改警の必姿がある。
0， 良併な口肢が7鮒状態でないため 口腔消婦指導が必要となる。
x d メインテナンス移行の同安として、PPD(ポケァ ト泌さ)は3111m以下であるn

笹ヨc.ιc
82 83 
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[問題 761 グレーンータイプ・キュレットの特聞はどれか。2つ選べ。

a 両刃である。

b 部位非特異性である。

C オフセットプレードを有する。

d 第 lンヤンクを歯両左平行にLて閥いる。

惨聞斗予時処置

..!:ibt4. 
x a 片岡のみにカッテイノグエソンがある (片刃である)図
x b グレーシータイプキユレッ lは、スう ーリング部位によって佼附する7似たが呉なるため、部位特異

的である。

0， 刃部内而は、ンヤノクに対Lて700の傾斜をもっ。これをオフセットプレードといい グレーン
タイプキュレフトの特置である。

Od オフセットブレ←ドを右するため、第 lンヤ〆クを歯面と平行に守ること P 適正なスケーリ/グ

角度となるo

値重;， c‘ d 

[問題 77l 祖研磨に用いるのはどれか。

a セラミックlil¥1ヨ
b アーカ/ソ砥石

ι インデイアナ砥石

d カ ドランダム砥石

砂簡科予間処置

‘翠亙D
x a， b セラミックp!¥石やアーカンソ 砥石は、日常的ンャープニ/グに刷いる最終研麿用砥石であ

る。

x ， インデイアナ砥石は若1研磨後に聞いる砥石である。
Od カ ポランダム砥石は粗砂f!障に用いる砥石で、切れ昧の落ちた器具の形態修整に用いる。

ーヨD d 

84 

[問題 781 rc吾6(jjブリッジを読着した患者のU睦内写真 (~'J冊午後 No.1 2 ) を別に示寸 。
ポンティック基紙面の清掃に適Lた補助的清得器具はどれか。2つ選べ。

a ガゼひも

b Tンタルフロス
C スノマ フロス

d ワンタフトプラン

軍~i4，.t4~.

Oa， c 装着 Lているポンテ ィックは離版型である。ポン

ティック基低面と粘膜而とのスベ スが大きいため、ガー

ゼひもやスーパーフロスで消掃を行う。

x b デンタルフロスでは細すぎるため、基底面の清掃には過さ

ない。

x d ワンタフトプランは最佐方臼歯逮'L、I百円清待に適Lた清掃
器具である。

値ヨD a. c 

砂歯科保健指導

NO.12 

TdfJ| 
J~， 

[問題 791歯周病予防の対策で正しいのはと'れか。

a 歯間プランを使用する。

b 軟らかい宜べ物を摂取する。

C フッ化物塗布を定期的に行う。

d Ifr頭部のプラツンングは避ける。

C-;i:jht-'I:T 
砂歯科保健指導

Oa 歯問プランを用いたプラークコントロ ルは剖呆的である。

x b 軟らかい宜べ物は日日曜回数が少なくなり その結巣唾植分泌孟が減少するため、歯周荷予防として

は好ま しくない。

x ， フッ化物控布はう蝕予防に効栄的である。
x d 曲頭部のプラ γシングはプラークの除去効果のほかに、歯肉マッサ ジの劫栄も照待できる。

値ヨD a 
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[問題 80]事理指導における対象者の行動賓客ステージと指導内容の組合せで正しいのはどれか。

2つ選べ@
a 格問レ周一一一一自分の禁煙と結びついている行動楠式を考えるよヲに慢す。

b I刷也、朋 禁煙宣言曹を作成するよう世す。

c 供備期一一一一一ニコチン代替療怯の情報を提供する。

d 実行期 禁煙できたときの自分への褒美を与えるよう助言する。

[問題 82]食事パラノスガイド (厚坐労働省、農林水産省)の闘を示す。

、
」

惨樹科保健指導

軍.I;)，.Q-T
x a 縄1刷L、加は、情報不足や過去の失敗体験から諦めている段階である。向分の禁煩と結びついている
行動様式を考えるように恨すのは、関心、期に適Lた指導内容である。

x b 凶心畑は、霊化によってもたらされる利点や大相:.1)":融が高まっている段階である。禁煙宣言書を

作成するよう促すのは、事備期に適Lた指導内容である。

Oc 棋倒朋{式、 Lか月以内に行動を起こ f意図を持っている段附である。ニコチン代型療法の情報を提
供するのは、準備期に適Lた指導内容である。

Od 実行期は、耕燥を聞姑Lて6か月以内町時間で 行動聖曹により顕証的蛮化のみられる段階であ

る。告発煙できたときの自分への直義は 刺融制御あるいは強化菅理にあたり 実行制仁適した指導

内容である。 ①に分類されるのはどれか。

a 肉

eヨr".c. d b 魚

c 野菜

d ごはん

[問題 81]保健指導の流れを固に示す。 軍亙ltI:・x. 、b ③は主薬である。肉や魚は主某である.
x c ②は刷業である。野某は副菜のlつである。

Od ①は主企である。ごはんは主宜のlつである。

砂歯科保健指導

①、②.G;の正しい結縦i合せはと

① @ ③ 

併価

説明と同E

情報の収集

動機肘け

値ヨ3 d a 情仰の収集

b 動機付け

c 説明と同意

d 却問分析

課題分析

謀題分析

評価

情報の収集

砂歯科保健指導

<<.!i:.P-
0. 対象者の情報を集めて分析Lて問題占を明確にすることが最初である。指樽後には評価を行い、劫
果を検討するe

x b 動相tけは保健指導に先立って行っても構わい、。しかし説明と同置が最終段階に行われることはい、

x C 説明と同意は保健指導に先立って行っても構わないが、評価は指嘩後に行う.

xd 楳圏分析は情報収集田佳に行う。

eヨr:.a 
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[問題 83)摂宜.鴨下の過桂を図に示す。 [問題 85) ライフステ ジと歯科保健対躍との組合せで適切なのはどれか。

a 乳児期 一 一ー フッ素波布

b 幼児期一一一 3歳児健康器査

C 妊娠剛一一一歯周疾患轍詰

d 成人醐ー一一ー訪問口腔衛生指導

、見 砂歯科保健福事
軍.1:;);.'4-
x a 札児聞の歯科保健対策は 歯科健康器査と凋科保健指嫌である。乳前歯約百出し拍めた山バ)の乳
児へのフッ素塗布は行わない。

Ob 幼児朋の歯科保健対策は l歳6か月児健康司会脊や3歳児偉府監脊における歯科健詰を行い、う蝕
や不正目立合などの早期発見を行う。

x c 妊酎朋はと主玉県的変化により う蝕や前周疾忠に惜思Lやすい状曹にある。曲科健康診査や保健指導
などにより予防措を講じる。前回疾患検訟は.'10段以上の成人期を対象に行われる保健対躍であ
る。

x d 劫問円軒衛生指蒋は 老年期 (65歳且上)の硬たきり哀を対象と Lた保健対車であるa

③ 

ィ、随意運動がみbれるのはとれか。 2つ遭ベ。

a ① 

b ② 

c ③ 

d ④ 

値ヨ3 b 
砂歯科保健指導

*:J:jJ:iA-l--.-_ 
x a ①は市備期である。食物を岨唱し食塊を車成する時期である。随意運動がみられる.

x b ②は円腔相である。口腔から咽頭へ食塊を送る時期で、 随意運動からイ、随意運動へと移行する。

c ③は咽頃柑である。宜塊を咽頭から宜置に送り込む時期である。ィ、随意運動がみられる園

Od @)は宜週柑である.宜塊を宜道から腎へ量り込む時間である。不随意運動がみられる。
[問題 86)成人へのイ/フォームド コンセントで適切なのはどれか。
a 初めに家臨へ説明する。

b 形式的に病状の説明をする。

c 患者が理解したか確認する。

d その場での意志決定を1l'す。

値彊c. c. d 

砂箇科保健指導

[問阻 84) インプラントを装着した思者に対する指噂で願っているのはどれか。

a 就寝l時にナイトガードの装着を勧める。
b メインテナノスに定期的に来院させる。

c 部情遣を取り外して歯磨きをさせるω

d 畠和感を覚えたらすく・iこ来院するよう伝える。

篭亙亙9
x a 治療方針の説明に家族が同席する場合も多いが 家族への説明が措置先ではない。

x b 形式的な説明ではなく 医療を受ける有の理解を得るような説明をLなければならなし、
Oc イJ フォーム ドコ/セントは「説明と同意」であり、 /J.l，者が理解したかどうかを確認L 同意を
得る必要があるa

x d その渇で意志決定するのではなく Lっかり考えた上で決定させる。

砂歯科保健宿場 eヨc. C 
*As:..TI;-* 

Oa 腔合プJ円強い患者やクレンチングなどの習癖がある患者はそれが臨凶でイ〆プラノト周囲炎を起こ
す可能性があるため.就寝時仁はナイトガードの装若を勧める。

Ob イノプラム〆卜周囲炎町子防6こは理者自身の日常でのメインテナンスと専門的なメインテナノスを定

則的に行うことが軍事であるので、なるべく定期的に楽院させる。

x c イ/プラノト円上部栴遣は患者自身では外すことができない。また専門的なメインテすンスの際に
もl部構造を取り外すことは稀である。

Od イノプラ/卜周囲炎は長症の進行が早くi1UA化しやすいとされるため、出血や歯肉の極脹などが生

じたり、違和感を覚えた場合には直ちに申告させ齢査しなければならない。

値彊E・c
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[問題 87] BDR指標が示すのはどれか。

a H常生活活動能
b 円睦清掃向立世

c 宜品潜在脱匹能

d 歯向車症の程度

[問題 89]手段的日常生活動作 (IADL)の評価項目はどれか。2つ選べ。

a 宜事
b 人描

c 世 i議
d 買物

砂歯科保健権事 砂歯科保健指導

<<X.ULJ. ..qJ..Q.  
x a 日常生活活動能はAciivityof Oaily Living (AOL)という。

Ob BDR指聞は円肢清掃の自立度判定基準のことで srushing {他地主}、Deo叩rcw即 ring(荘向の者

脱}、Mouthrinsing (うがい)町時である。

x c i~在脱匹龍は耐蝕誘発性を示す指数のことである @ 食品の限産生量と停滞畳との楠で表す。
x d 幽肉の炎話程度lまGingivallndex(Gl)など尽示す。

x a 、b 一人町人聞が独立Lて生活するために毎H輯り返されるー連の動刊を日常生活動作 (ADL)と
いい、 食事 入世 、 移来、 整在、 排，~ ， "衣などの項目で評価する。

0" d ADL以外のさまざまな動作と Lて手段的H常生活動刊(IADL)があり 仕唄洗;語、柑除、買
い物、m!，車背聞、金銭軒理などの項目で評価する。

eヨロ・ c，d 
笹ヨC.b 

[問題 88] 3 殺のk児。 3~児歯科健康診査の結果の一部を図に示す。 [問題 90]特定健康診査で正Lいのはどれか。

a 胸聞の制定を行う。

b 医療保障者が実施する。

c 畳E金者全員に特定保健指導が行われる。
d がんのスクリーニングを目的と Lている。

¥ 111 
(IJむし歯

3
厳
児

b歯科保健抱嘩

--I:jJ:.tJ. 
特定健康監査では 身長、体重、胆囲を測定し、その他の検査とLて血圧制定や血液倹査などを行
う。

特定健康診を、特定保健指導は、高齢者の医療の健保に測する法律によって規定され、隆康保険組

合等の医療叩般者は、「特定健康話査等の実胞に閉するnl"oiJを前定Lなければならないp

特定健康世査の結架から、生活習慣病の捷旋リスクが高い人に対して、医師や保健師や管理栄聾土

が対象者の身体状況に合わせた生活習慣を見置すための特定保健指導を行う。特定保健指導には、

リスクの桜度に応じて、動慢汁け支援と積極的支援がある。

生前官世病予防を目的としている。

x a 

生歯 20本(未処世↓掬2本、処理歯¥0本)

121その他 Ob 

2軟組織叫有⑮ 3 腔合典常イf⑧

111小帯 111反対岐什 X C 

12¥歯肉 (2)聞腔(拍L<'ぷり布無)

131その他 131その他

4 清掃不良有⑧ 5 その1也イf⑧
X d 

eヨ;'b
う蝕植患型はどれか。

a A 型

b B 型

c C，型

d 01 M 

砂箇料保健指導

軍忍:rD::.
xa ^型は上官l前自信却のみ、または臼歯部のみにう蝕(処世閣を子育む}がある場合である。

Ob 上顎前曲部および上下和白歯部にう散があるため、 B型となる，

x C C¥ ~Jは下割前曲部のみにう触がある場合である。

xd 011盟は l 歳 6 か月 W~向科徳康診査における評価である 。

eヨB b 
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[問題 引]小学校低学受!の児童に対する歯科保健拙海で正しいのはどれか。2つ置べ。

a 教員の点検磨きを指導する。
b 第一大自前町市婦に止童する。

c 間宜のmり}jについて指導する.
d 歯周長への移行聞であることを説明する.

[問題 94]棟形印象時句曜吐巨射への対比で適切なのはどれか。

a 硬化前に掴去する。

b 印象材は多めに盛る。

C 卜顎から印象を行つ。

d 紛議比を小さくする。

砂歯科保理芦導 惨歯科-循助

笹翠率玄，<<.w".tl. 
x a 小学校低学年までは本人だけのプラツンングでは不十分であるため、保謹者の点検tffきさが必要である。
Ob 特に第一大臼歯町清掃は注意が必要である。
Oc 問宜的摂り方はう蝕量生町リスクになるため 指導項目に入る。
x d 学車問は由肉去に対する注意が必要であるが、歯周長への移行期は骨年初l以降である。

x a 磁化前に取り外;-と印象体的寸法変化が生じるため不適切である。暖化までは鼻呼唖を指示L、高

ち曹かせることが重要である。

x b 印象材はトレーに盛り過ぎないようにし、粘膜への刺激を最小剛にする。

Oc ド顎から印象を行い、印象に慣れてもらう。
x d 粉"1比を守り、適切な唖さに調整するのが基本である。

e彊:.b、c
eヨc.c 

[問題 92] J拠同を対象とした健康教育で正しいのはどれか。2つ選べ。
a 媒体を活用する。

b 視輯を固定する。
c はっきり発音する。

d 多くの情報を守える。

[問題 95]82歳の女性。豊崎町新製を希望Lて来院した。 3年前に脳檀塞で回れ、右岡上下肢に麻

痩がある。現在はJ/[椅子で生活Lている。

デノタルチェア6こ移乗させる障の介助で適切なのはどれか。2つ置べ.

a 両腕を介助者の首仁まわす。

b 介助者は腰を落と Lて草，しを低〈開つ。

c フットレス卜を持ち上げ介助者0)足を人れる。

d デンタルチェアを車特子のシートよりヒげてお〈。

砂歯科保鍾指導

‘.ql，.pn・
Oa 集団の年齢冊級などに応じた蝶体を活用することで 理併が探まるo
xb 組織は固定せず、聴取者の匠応をみながb訴をする ~

Oc ゆっ〈りと明瞭に話ヲょう iいカ'Itる。
x d 昼間を対象とする場合、聴取者個々人の理解度も奥なるため、内存は拙ったものとする。

砂飽科E参療補助

G 盗塁3・
x a 両腕ではなく 、健側(左側)の腕を介助者の首にまわしてもらい、 e介助者の腕を患者の脇に入れて1$
3殺させる。

Ob 介助者は腰を落として重むを抵〈保つことにより、介謹者向身円安全をはかり、確実な作業を行う
ことカgできる。

Oc フットレストを上げ患者の両足の附に介助者の片起を入れることにより、介護者の比場を確保さ
せるe

xd デンタルチェアの背板を起こし座位にして、ンー トの高さは車締子に合わせる。

eヨ:.a. c 

[問題 93]補助者の位置決めで適切なのはどれか。2つ週ベ。

a 術者の動作性を優先する。
b .[1.者水平位で2-3時の位置で補助する。

c スツール移動時にはスツ ルを Lっかり担持する。

d 術者より 50-60cm高い位置にスツールを調整する。

eヨC.b‘ c 

惨歯科.~穣循助

* ，::;)，'U I・
Oa 術者の動作を妨げないことが大前提であるため、術者の位置を置先する。
o b !J:.1旨水平(官官会第で術者は 10-1時 稲i助者は2-3時に1立世するのが一般的である。
x c 帯保繍助時には不寵域に手を触れることは避けなければな?ない。スツールは足や腰を担って静か

に移動させる。

x d 鮒即J荷のスツールは、術者の高さ よりも lO-15cm向くするのがー般的である。

e彊:. a. b 
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[問題 961二待分法エックス綿写真 (別冊午後No.13)を別に示す。

失敗の原因と Lて考えられるのはどれか。2つ涯べ。

a 忠者が動揺した。
b 田射掠量が不足した。

C フィルムを努曲させた。

d フィルムを保持Lた指が写った。

[問題 991 器具の写其 (別冊午後No.14)を別に示す。

この器具を用いて行うのはどれか。

a 抜髄
b 根昔抗j争

C 根管形成

d 綬菅充填

軍j;jht4-T

Oa 第一大臼歯の歯冠部玖金属樟不透過像の打11立、思者の動揺によるものであるo

x b 照射鵡量が不足Lた場合は、 男化度が低下する。

0， 埠の韮みの原因は、フィルムを轡幽させて保持Lたためである。

xd 拍はフィルムの外にあるため写らな， '0 

笹車~ a、 c

砂歯科!a穣構助

No.13 
砂飽科!t額補助

*.qhAj.-，t No.14 

x a 抜髄は抜髄jJ-(クレンザー)を用いる。 一 '''r'" ~ 
x b 幌管洗ゅには、次亜塩素酸サ トリウムや過限化水素水 『一一

を用いるo

xc 根菅形成にはリ マ 、ファイルを用いる。

Od 写真はレンツロである。レンツロは、綬管充填照糊刻を4誕百内に貼付する際に川いる。

値ヨ~ d

[問題 971印象保問時のトレー辺時の修正に世用するのはどれか。

a パイトワックス
b ノマラフイノワックス

C ユ ティリテイワックス
d レディキャスティングワックス

[問題 1001 附質接着性のある恒封材はと'れか。

a ストッピング

b 水硬性セメ/ト

c 接着性レジ/セメン ト

d グラスアイオノマ一七メント

.，~;ibJ-4 .. 
*:f:;J，.t{-T 

x， パイトワックスは岐合採1与に使用する。

砂歯科惨疲補助
砂極刑官診療補助

x b パラフ インワ ックスはl官{t提の製作などに用いる。

0， ユ テイリティワックスは印象用 トレ一辺措の修正のほか、 一部仮着に使刷する。
x d レディキャステイングワックスは、鋳造クヲスプやパーの製作に用いる。

x a、b ストッピノグや水硬性メメントは、 歯質接指性のない仮封材である。

x c 接着性レンノセメントは修祖物の接着に位附L、仮封材としては聞いない。

Od グラスアイオノマ セメ/トには歯lt緩者性があり 歯内治療巾"O)jf.i封材として用いられる。イン
レ 出湖町仮封には用いなv、。

値ヨc.c ーヨC.d 

[問題 981 公的慌険が迫附されるのはどれか。

a 企属床総章受歯

b 陶材焼付金高冠

C オ←ルセラミッククラウン

d 金銀パラジウム合金イノレ←

.，i4~t-4:. 

砂歯科!t痩補助

， 
X a， b 、C 金属床を川いた総荘肉、向材暁付金属冠 オールセラミらククラウンは保険外(白山診療)である。

Od 金銀パラジウム合金を用いたインレ やクラウンは保険が脳同される。

ーヨC.d 
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[問題 101l 全部床義歯前療の過程を示す。

ア制義歯試適

イ 精密印象採符

ウ概:Jf~印象眼拝

エ顎問問官、の記師

[問題 103J肝梶能検査項Hはどれか。

a Ht 

b ALT 

c CRP 

d HbA 1 c 

治療の順序で適切なのはどれか。

a イ → ウ→ア → エ

b ウ→ イ→エ → ア

C イ→ ウ→エ → ア

d ウ→イ→ア → 工

..~4i.\-4 --t 

惨歯科E診療繍劫

X a Ht (r、マトクリット)は全血に対する血球の行桜比で 貧血の検査項目である。

Ob ALL ASTは肝機能を検脊する際に測定される項目である。 肝障害によって値が上昇する。

X c CRP (C反応性タンパク質)は感染佐や炎症反応で上昇する。

xd HbAlc は、 糖尿病の検査項目である。

、

砂歯科修複補助

.~j4rJ-{-Þ. 

Ob 全部床義歯治療の流れは、既製トレーによる概形印象採得→研究用模型個人卜レ の製作 → 精

許印象掠得→作業用棋割、岐什床製作→顎問関係の記晶、フェイ弓ポウトランスフア← →税型

の校合器付着→人工歯排列、帰肉形成→蝋乾前試適→製世重合研磨 → 義歯の装君、であ

る。

ーヨ..b 

ーヨ..b 
[問題 104J器具の写巣 (別冊午後出け5)を不す。

この器具0)用遣はどれか。

a 根管長の測定

b 水平的顎iえの測定

C 歯間離間庄の測定

d クラウンの原さの測定

[問題 102J 非弾性印象材はどれか。2つ選べ。

a 寒天印象M

b 石膏印象材

C ンリコーンラパー印象材

d 開化亜鉛ユジノ ル印象材

.H!jU."t-4 -t 

X a 根管長は、 イノピ ダノス測定器やムツクス組織おにて測

定するo

xb 水平的顎倣は、 ゴンツクア チ描記法等にて測定するo

x ， 歯周離開度の制定は コンタク トゲ ジを用いる。
Od 写真の器具はメジャ リングヂパイスで、クラウ/やブリッ
ジの厚さの測定に用いる。

惨街制~療晴助

軍E翠3・
X a， C 寒天印象材やゴム躍印象材は押件印象材に分類され、有凶顎 無曲顎の印象探得に川いられ

る。

Ob 、d 石膏印象材や酷化~Il'_鉛ユージノール印象材は非弾性印象材に分顕され、 アノダ カットのない

症例(無歯顎忠者)の印象採押に阿いられる。 ーヨ..d 
ーヨ..b. d 
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砂歯科It療補助

NO.15 
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A
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4
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園田

戸』

A
『
凋

4

[問題 105J 小児に対する抑制的対応法はどれか。

a TSDt.t 
b HQM怯

C モデリング桂

d トーク ンエコノミ 怯

砂聞帯電伊助

*.qUt+-
x a TSD ( Tell ~Show - Do) 法は、これからどのようなことをどのよヲに行うかを説明 L、用いる器材

を主際に見せ、どのように使ヮかを実際に行って説明する方法である。

o b HOM (Hand Ovcr Mouth)桂は、術者の言うことを聞かず、興奮して大声を出Lたり操れたりする
曹、児に対Lて行う抑制l的対応法である。

x ， モデリング法は、他人的模範的な行動を副察させ、同じようなれ動をさせる方法である。
x d ト クー〆i コノミ ー法は、治療に対するごlI!i'去と Lて治被終了捷にンールやカ←ドなどを与える方

出である。

笹ヨC.b 

[問題 106J スリ ウェインリンジの世用目的はどれか。2つ選べ。

a 冷却
b 乾燥

c 消毒

d 舌の緋除

砂歯削~徳補助

.iw.，.g_4-T 
Oa， b スリ ウェイシリンジは 慣用する目的に応じて、エア、水スプレーを使い分ける。その主

な目的は乾操洗浄、冷却である。

x ， 消毒iiI.は噛需されないので 泊三撃の劫巣はない。
x d 舌や閉粘膜の排除は、 パキュ ムテクニックにて行う。

笹葺~ a、 b

98 

[問題 107J 2蔵1か月の男児。保育園で転倒し 上顎乳中切桐が陥入したため侃育士に付き添われ

て来院した。忠児は絡みと恐れで泣き叫んでいる。

適切な対応はどれか。2つ選べ。

a 思児に処置法を説明診るn

b 状況に応じて抑制具を準怖する。

c 保護者に連絡して処置の同窓をnるロ
d 絵カ ドなどの視覚媒体を聞いて説明する。

軍.I，"，.t+，1・
x， 3荘未満の思児には、説明Lて納得を得るのは用雑である。
Ob 泣き叫びが著Lく 型急を費する場合には炉制具を用いる。

Oc 2謹 lか月では判断できないため、保護者の同意が必要であるo

x d 緊色を要するため 視覚蝶体で説明することは不適切である。

ーヨC.b、c

砂歯科お積補助

[問題 108Jよ宮1洞の領鮮に適Lたエックス親臨配法はどれか。

a 佐合法

b 肱翼法

c ンユ←ラー法

d W<Jters-tM影法

RJT. .. t4. 
砂樋科R診療補助

x " 岐合法は口内法の つで 歯軸方向からの観察を必要とよる場介日適した撚影法である。呼石症や

下顎骨骨折の診断に阿いる。

x b I~λ翼怯は、 t下顎臼歯の歯冠部を同時に揮Eする方法である。隣接面う畿の検杏に用いられるo
x c シューラ←法は顎間師の綴影に適Lた方法守ある。

o d Waters搬影法は、 上顎洞や輯廿ヰの蝿影に越した撮革法であるロ

値ヨC.d 

2
4
1
 

99 



2
4
1
 

[問題 1091オモテ試験の結果をまに示す。

抗A血消

;1'1疑集

tJ'Ls血清

援集

Jllill"¥lはどれか。
a A 型
b s 型

c AB型

d 0 型

、、

砂箇嗣It疲補助

.-~!*.U • 
x a、Obオモテ試験では、被験者の赤血球を用い、抗A抗体が古まれる血清(抗A血消)と抗B抗体が古

まれる向捕(抗B血清)をそれぞれ匠応させる。A却の赤胤球にはA抗棋のみ存在するため 抗A血

清により証集するが、抗B血清には説集しない。B型はその逆である。
x c AB型の赤血球にはA抗'"とB抗原町両方が'1+在ψるため、抗A血li省、民B血清ともに凝集する。

xd 0型では抗原が存在せず、凝集匡応はみられない。

eヨ..b 

[問題 1101エγクス組を聞いた検査法はどれか。

a CT練費

b MRl植査

c エコー検査
d ファイパースコ←プ肱王子

砂歯科~，..補助

‘亙i!1m・
0<1 CT検査は、身体にエックス線を間対L、通過Lたエ ックス組量の韮をデ タと Lて集め、 コン

ピュータ処略することによって身体町内部を画像化する植夜である。

x b MRI (磁気共鳴幽像診断)検査は、強い臨場を附いて身体の内部を画像化する検査である。

x c エコー(組菅波)検査は 超音波を用いて身体町内部を阿像化する検費である。

x d ファイパースコープ(肉眼鏡)検査は、ファイパー先端のレンズを通Lて臓器を直接観察する検査で
ある。

eヨC.a 

'00 



2
4
1
 

E
4
1
 

回

自律制度能(副交感抑緩]

E隊f本航J 瞬孔鱈約筋

8・能

唄覚

視 M

"球選動

HP.球運動

眼州経

前副部!順成 1M.岨震の知賃

上顎神経

分敏

感覚性

感覚俊

雄動性

運動性

混合性

量得飯田働き

仰経名

喚神i1'

復神静

働相神郷

榊市神綿

一叉仲綜

-

E

E

N

V

 、、

丞

脳 大脳。問脳(伊J休，酷"'下間中闘。小風情，延髄

脊髄 額鑓胸儲l 腰髄，仙随尾髄

体性神綜 運動神終 (li.c.，牲).感覚神経(戎心性}

自律神経 空感神包劃3左翼神鰻

結末梢神経系は 解剖学的には麟神経(¥2対)と脊髄神経 01対)ι分署員される.

縛経系制す美麗

'"穏符経系

i展開顎下舌下腺分泌

>1下腺分割Z

内践の運動，分館、

煩i 上層。 t.顎歯. ，防刷組織の匁世

下警視神経

M時書冊健下 顎r質商品感覚

"n嶋賦物音illlii，顎腹筋前町賓の産動
眼球連動

食情筋の遍動味覚ゆを察神経舌前 a)

毒患覚! 平価耐!'I!t

明頭筋際覚{舌後 1/3)

喉頭の感覚，選動!味覚

胸鎖乳'"筋僧幅縮

孟筋，，& .. n F筋の起動

運動性

混合性

感覚性

混合性

混合性

運動作

運動性

外転神経

顔而例続

内耳神経

~咽神続

速走神経

倒神純

正E下神経-

w
w
咽

wM

X

泊

刈

口径領団ζ関係する陸閉経

涙腺神経，前頭神経，滑車上神経限禽上神経 鼻毛際体仲径

煩骨神杭契突皆神経』製ロ司康伸}l， ~口蓋怜径。大ロ董仲甑

小口登4判歪i 限種区下神経I ーじii憎体経

岐路紳邑内{事l翼m筋神経外側首竜安筋仲経 路側頗除鐙煩神寝
耳介側頭神経!下自信附神鑑，オトガイ神経I 顎舌骨筋仲糧

大雄休神経z アプミ.rr筋仲肱披案神経 J 後耳介神経必棚伎! 二眼筋伎，茎突舌骨筋t支
小錐体神経!般室仲経

m仲梢

上顎神経
三叉神径中枢縛経系の鎌髭局在

下積神経

顔血神経

f号制仲縫
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l't ・iii"lo佐→車実業神経

ト重複額一品者咽神桂一章表2笹神経一小録体神経→耳神経節→耳卜腺

上司患筏陵ー・顔面停径ー扱術神径一舌神経 ・顎P神経節→顎卜IQ，舌ト腺

第2-4胸髄ー上覇相経第一耳下腺ノヨ下腕/舌下腺

三叉神経-F敬神経 一 舌神経

舌咽紳経
音下仲儀

唾漉腹自縛健支配

舌由符握支配

-舌前方2J3
舌後万円

重.豊一一-
Q 咽聞，ロ蓋舌からの入力によって興奮し1 咽1llI，食il.胃など0均吻果器と呼吸筋を連

動させ，毒事下反射を起こす.

ロ 鴨下町続援は食風刺繍によるところが大きい.

ロ轄下競売には三叉神経，舌咽神経逮走怜径が阻与する.

ロ 呼息時に働く呼息エsーロンと 吸息時に働〈吸息ニューロンを呼吸中枢2という

司*液中の0，.度 co，.殴およびpHをー定に保つよう.呼吸運動を調路する.

ロ滑化管結構守咽頭が制調除されるt.軍吐中枢a-介し嘱吐反射が起こる.

ロ延値の上唾液核と下司重機敏に存をする唾液分泌の反射中偲である.

ロ上唾液駿は割下"とき下線下唾液僚は耳下腺の唾椛分泌に関与する.

U 全身の温度受容部位から情報を受取り 体温の上昇や凪下を防ぐ自律性反射を起ニす

U 提熱l主体温網節中憾の11<'11{嗣‘上昇するために生じる.

ロ飲水中枢の興奮はのどの渇き感を起こし 水分を篠以させるa

ロ主権中のグルコース{血鰭) 藍躍酒肪酸 アミノ倹などのS限度を調節する.

園田橋道と操指定

①大脇 ヒトの繍仲間動や機能を司るE

<:1l 小 脳 全身追起動と可Z衡の捌怖を行う官

@ '" 脳 大脳と司身、1"を結Ji.伝i尊路E 姿勢反射を司る.
(j) 幅 三叉神経と顔面神経の脳科i経核が存在する.

@延髄自律神経の中継で舌咽迷走舌下仲唖の脳神経械が存在する.

@ "髄 {曾樋)反射中似で 身体各師と脳をつな〈情報伝>11路.

⑦樹祭左右の大脱皮貨を連絡する鶴分.

曲関脇(視床悦床下郎)

視 日夜感覚~i略路の集合部

慌床下部 自11'11・能の蚊高位中枢

@ 松米体メラ|ニンを分泌する

@ F重体 下垂体ホルモンを分泌する.

中犠

税下中限

呼吸ゆ悩

恒松中恨

体温側節中枢

飲水中惚

夜食中惚

唾椛分秘中継

延随

復床下部
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* 脳頭蓋を楓威する骨 ('0種目個)

前頭骨 ( 1 ). 頭頂脅助役頭骨 (1)，側頭骨~)，鎌形骨 (1)，箇骨 ( 1 ). 腰骨 (2)， 6ネ骨 (2)，

鋤骨 (1)，下..叩介。)

* 閉面頭震を摘成する骨 (5種8個)

上顎骨 α)，-F顎'ft (1トロ董骨 (2)，舌骨 (1)。術骨 (2)

頗育

簡骨

間骨

104 

-頭蓋骨の縫合

頭蓋骨は凸凹の輯同士が噛♂歩
合ってかたく結合している.

コ』
A
U
マ
4
4

-小児の頭蓋骨

新生児の頭置骨は完全に骨化して
おらず、骨同士の聞は畏門と呼ば
れる軟骨と結合組織性白膜杭の主
軟性のある組輔が存在する

[内頭蓋底]

下鹿休緒

(ドルコ路}

正門孔

内沼孔

顛鰐原孔

105 



E 
4 翻蓋脅と脳神経
1 CJIP)s!司ER名]1:: 量説得睦 緬箆

上国民縦型 動眼紳撃事p 靖司炉停傍，峰神終外伝持続 J前額飾の知覚

正門孔 線形骨 上顎衿径 」上顎歯の知覚，領口唇上部の知覚

J 下積歯の知覚，頓口唇下師の知覚

"円孔 健形骨 下顎神経
」岨鴫筋と舌骨上値酵の連動

偏面持経 ql宅情筋と舌骨上筋などの遷動

内耳孔 側頭骨 U 味覚(舌前日，.顎下腺舌下際分II!.

内耳神経 a聴覚平衡感覚

舌咽衿径 」轄下，耳‘下腺分棺，味賞 [舌役目)

顕僻脈孔 遂走持経 3発戸{喰験院運動，.・R下

初例経 u 胸鍬乳~筒1 僧相筋の運動

舌下神経管 後頭骨 音下神経 J舌運動』

側頭骨

通過縛唖』吋省する範認と

外 lf孔 」外耳道に運椅L.鼓院を介して最重に通じる.

姻骨突起 」側頭突起左結合し煩骨弓を形戒

内I[孔 」踊両神笹，中間神経，内耳時量が通過.

~後突起 」胸鏑事日程節の付.. 部唱

茎状突起 J奪実舌骨筋 茎突咽頭飾，茎突下顎籾網野の付皆乱

乳突切痕 ョ顎ニ帽節権限の付者払

l!;~突孔 コ甑面神経の通路p

[側頭骨]

九

現A歪突起
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銀JIl骨

ー・押経.Jヨ必する畠

コ』
A
『

q占
上限請属製

正月孔

卵内孔

実状突包

上顎骨

J小翼と大翼の'"周で綬a宇野Jう'.通過寸る

3上司直伸包う5通過十る.

J 下領静野Jが活過する.

ヨ外側仮外側翼突筋が付錯する.

J 内側阪内外側板の間を翼突高どいい。内側翼突Gがけ.. 十る

(視神経}主主構

起突床後
・l
ll
体

背鞍講師顎

盟主塑.....J・ 通過術援 付瑠.する

前傾突起 ヨ前縁はぬ骨 後縁は濠骨，ト品は前閣骨と結合している.

領骨突起 ロ綴骨1:結合し，厳骨弓ω-ffi;を形成する

口選突起 Q 両側トの口益突起ほ正中郎で結合し骨口盆や切首管を形成する

d智槽突起 口上額体の下面から下);仁向かつて突出している突起.

眼縮下孔 a眼旗下降径と限定下動静脈が通過する

副首憎孔 01長上位惰技1:後上街槽動鯵駅が通過寸る.

鎖骨突起

前鼻線

街柑股起

上顎骨の田富菌、前面後函

上顎綜節
減槽孔

上顎骨の後函

107 



2
4
1
 

下顎骨

』皇
挫 弘」・ 通過酷J叫する筋J

下顎頭 J 関蹄安包の頭の節分e 締結では願頑という.

明・~ !経伝 J 顎関簡を形成する号

続突包 J '11頭笛が停止する.

外 斜 線 J 下積校前量から下顎体に移骨する..1を信床畿の..身となる.
すトガイ孔 」オトガイ神器オトガイ動僻聴が通過する.

pll咽筋
政院 鎖骨弓

側頭1/， 側頭庫

内側翼突筋 li!!理施

上顕 側頭下俊鎌形骨大罵
外側翼突筋

下頭 翼状安起外制緩

閉ロ連動

闘方，後Ji， IIIロ連動

閉口運動

」 下位情動静脈左下館情樽径が通過する.

下顎孔
コ下顎管の入口で。後上Jちから前下hに向かって趣入寸る.

J 下顎孔の前縁には線下雪裏切帯のつく版状の安邑[下顎，ト舌)があ匂

."筒飽商

品突Ii:

.突節?包面

上頭 腿節円筏問節包

下e-il::.突院寓
関口。附方側方連動

外側縄突筋
蝿形惜の翼状実起と下顎骨

由聞節突起につく筋で

下顎骨を前方に引く

舌働上島僻

前肢 二腹筋窟
顎二歳錨

後肢 乳突切唖

顎舌骨11; 顎青骨筋線

十トガイ舌骨筋 オトガイ掠

茎突1>骨精 茎状突起

下級からは前下hに顎舌骨筋神経ta"走る.

顎苫骨筋線 」咳舌骨筋D付着lIII.

オトガイ輔 J 減トガイ孟筋I オトガイ舌骨筋の付管部.

一腹筋筒 J 顎ニ間筋前腹が付着する.

.ヲ煙筒徳商 J 内側翼笑筋の停止錦.

岐筋担 ifi .:J f交筋の停止部.

[下顎骨内面I

朝霞脅筋線神経箇

調突筋租函

オトガイ線' 、二服箇寓

[下覇骨外薗1

調突筋沼
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岐筋

腫骨弓と下顎骨の下噛角の

例制面を結ぶ師.

下顎骨を引きょげる.

内側翼突筋
鎌形骨白翼状突起と

下唖角の内側函につく簡で、

下唖備を引き上げる.

主星l!!主
!Ilき1ts神経 t下瓢樽寝}

舌骨 顎舌1t筋神経

舌下神経

!l1健"骨備校 4飯面神経}

{，き・上筋君津 雷骨下筋群]

.，，~，情筋

2
4
1
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表情筋

D 表情筋は顔面枠総支配で!第 2飽乃由来である。

口 表情協は骨から起始し皮膚に終わる皮怖である。

駅口蓋を編成する筋

[表情筋]

軟口亙

口蓋帆銀筋 軟口蓋を緊張させ，舌背に近づける“ 三叉神続支配{第鑓弓幽掛叩

口蓋帆場筋 軟口蓋を挙上する， 舌咽神経支配 鼻咽佳閉鎖機能に関与.

口蓋垂筋 口蓋垂を短縮させると同時に挙上する， 舌曙神鼻，土配，口蓋垂を形成，

口蓋咽頭筋 日峡を挟めるー 舌晒神経支配，口蓋晒頭弓を形成。

口議舌筋 ロ映を按める. 舌咽神経支配，口蓋舌弓を形成ー

内子号筋

日長崎師

首筋 L一五
オトガイ舌筋 オトガイ載 舌背 舌甲央を下に引き，苫尖をト方に向ける，

?号骨青筋 青骨太角 青背 青を俺方に引く.

a;突舌筋 2症状突起 舌1.: 舌を後ろに引吉，摩さをt脅すー

上下縦舌筋 舌彼 舌主 "を短〈する.

慣子号筋 青中隔 青銅緑 予庁を細長くする.

蚤直青筋 F号背 荷下面 青を平らにする，

外丙筋

1 外舌筋

口 舌の外部から起始 し 舌内に停止寸る筋で舌の位置を変える(舌を動か寸}働きがあるg

門 外舌筋には""'ガイ舌紡青恒舌筋業交j舌筋があるu

るみ初
、
治き働Q

る

え

あ

変

が
を

筋

um
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の

首

位

吉

生
で
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青
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償

維同

副
る
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筋
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T
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{外宮脇1 l...z筋】

よ見"品

予脳吉勝
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4 晶世唾
1 畑輔

向

前'置からIi:-る枝

内壁から起こる被

後堅から起』る後

t'!- Ik 

[外顕動脈]

112 

上甲状腺動脈 甲状11

舌動脈

厳面動脈

上行明扇動脈

後重複動脈

舌舌下調，舌1H筋昨

'"面観と旗下部

鴫項，中3事

後..榔

後3事介動脈 耳介後初

顎動脈

桟側政WJII!t

上顎骨.~陛凧峨筋，舌骨上筒群。下顎.11"。脳硬棋

倒験飾

顎動噸

顔面動脈

臨頚動脈' 舌動脈

2 
顎動脈 4 

盟呈」 E 世1>先 1 
深耳l'動駅 9牛耳道

前議室動燃 幾重
下瓢枝締

中硬!JC'動.. 間硬膜(椋孔を拝て碩蓋喧に入る}

下歯槽動脈 下顎骨目下顎の禽健康・歯肉・歯随

E変節動脈 畦 il

深側頭動.. 側頭飾
.突筋飾

実突節枝 内側契突筒，外側.;健筋

領動燃 領筋

後上前崎動01 大臼術的防備，術情骨，上顎綱{術情孔から上顎骨体に入る)

下行口蓋動脈 口蓋粘膜{大 ‘小口蓋管を通る}

翼口葡師 漢安管動.. 頭普賢隆締<.;健曹を通る)

雌ロ檀動駅 " Il!骨量口蔽孔を通る)

服務下動01 顔禰，上京前歯槍掬{・医院下管を過る)

[騎動脈]

浅e別顧tJ脈

顎動脈

下を.J曹動脈

オト力イ動脈

113 



E 
4 その他の掛造 ーーー匝 ー細胞 ・組織

1 調M
細胞内小器官と倒鍵

口銅 I:::i 
'防頃調

酬轟監の中で最大審開t中鼻道へ開口， 細胞膜 細胞内外への分子の選択的通過

'・e守澗 侠
附血中筋は'1'・道へ，自庭師止上.. 道，、関口. (峰崎]

重伝情tIIの保持

中風岨へ開口， 書軍隊.，司
Uポソーム タン/"7合成

時笛陥凹』こ開口.
上積潤/

.. 面小胞体 脂質合成 c.貯屍

拘t函小胞体 タンパク合成

ゴルジ体 醇調官やホルモンの修飾と分割，

ミトコンl'りア A1P産生

リ;J:Jーム 細胞内消化

解 崎弘ば一割顎閲師団柵遺

醐帽•. 
......"'-，.. -11 ・1司X弘司" a-ーー・‘. 、、

上皮の種煩

E孟遣E田
2鹿居届平上皮 ロi睦，咽頭，食道

単・阿佐上皮 ，</， .岳

多列練毛上岡庭 気道

肉面
移行上皮 尿管，館設

コ』バ『
4
4

大唾漉腺 口腔粕腹冊分盟

睡漕白幽:::::JL田口拙JL陸自疋...JI m盟導曹 神経主面一一目
[棚田明叫[ EL-車里彊比』E 題畠

却下!~ 純探検腺 "'下腺現毘 外.，.緩 耳下腺管 Sle~en 菅} 舌咽神経
コ 粘膿上皮が角化しているー 歯肉，硬口蓋

内医務 制下腺管 、町四旬n管〉 顔面仰経 由暢帖膜
ロ 粘膜下組躍がない{粘臨固有躍が直接歯槽骨の骨映と結合しているh頓f!Il 混合腕(鞭〉粘} 孟下小丘

舌下小丘 人舌下線管 日s血 lin管}
飯匝?由経

コ粘膜上皮は角化していない i非角化) 口容，口腔底号
荷下線 浪合腺 {緩く結) 内..1廃

青下ヒダ 小骨下腺管 RI¥ln凶管} 敏明匝粘膜 日 粘膜固白廟は比較的低い~-頭をもち，枯醇下組躍も斑'"し.下眉の組織に対し 瓶枯醗.歯槽他事

上亀有嘩 て可動性が高いー

符殊粘膜 コ 舌育などにみられるロ

耳下幽

"、首下陣
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歯田発生
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-
彪成品調臨

エナメFヰ賀

象牙質/歯硲

セメ J ト官官/歯慢覇J歯憎骨

主主主主呈盟皐
エナメ，.芽細胞

象牙芽細胞，前舗細胞

セメントjf細胞線緩jf細鹿骨jf，繍胞

外1>葉

中11'事

興翼

a・の正中阻人中，上.'附白-1l:ロ益

上唇，鍛見上顎骨上顎犬術~大白飽部， -1l:口蓋

下唇， !-，.骨!下顎の前

園面の発生

1". iLI 

E語酒日商号奪冒宝<:B福苦日吉田宮古古口1/1よ皮

ム 6" A拍h 、令ー~ーエナメル椅

ー巴 、..--#-一一，一一也乳頭

一、，

[柑伏期}

ー・

プぐロ日

内側虜実唱 球状突起

割合形

" 

I値扶則】

エナメル制

エナメル努細胞

..芳努細胞

外エナメル上皮

ヨ号咽神経

連走神経

一一一.i!;!.一一一
頃嘱術，頓話骨筋.型車ニ腹筋前願 書室模張筋

メッケル軟骨{ツチ骨，キヌタ骨}

表情筋。アプミ骨筋，ll実否情筒，敬二腹筋後眠ヲイヘルト敏骨，

F号骨体上部1 斉骨小角

茎実II!llJl筋 青骨大角 3奇骨体下部

喉頭筋。喉頭副こあるtd:.{1ft状軟骨， 白夜裂紋骨.舗状依骨など}

金孟圭盟主L
外側保守理組と上顎突起

上顎勢組と下顎宅包

内側舟勢起と上顎突8

球牧考理組とロ益者提起

左おのロ盤突起

三又神経

飯区神径

"'~縛程-・・・・E
田性器曹と縛経支配

第ー.弓(下顎弓

第二錫弓(青骨弓

窃三館弓咽頭弓

第四錫弓

a瞬a匝裂
検a属製
容 11

寝烈

n筆11
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一フマー・

外エナメル上皮

三E高から11>1<<され否省官

外眠薬

中医薬

内応援

皇孟主虫姐
ロ肢粘E真上皮 エナメル賓， ，事 P腺

象牙賀i 信髄。セ-'"トJt，慣例'骨，衝後膜。骨飲骨筋結合組織

事下線香下腺甲状鱒
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エナメル貨の紹蝿学的繍造

歯と歯周組地2盤副主
..牙震¢帽総学的宿造

自慢絞

118 

"Iナメ川住の長紬に直角動向の約印血聞は禰の線条で. ，.の形成E止を示す
Jエナメル債の民主袋線の 1つで..bAll:.王J1t質調震である‘

J 柏 6 日 - 10 日おきに自民放が特に発達した鍋F/~;連なったものε

コ的 20~間隔でみられる五匡晶玉且量である.

"U!生時の環境変化によってみられるゑru丘玉息且で 乳慣と'ilー大臼歯に認められる，
Jエナメル1/-ttJ'J積噺袴と縦断待が鎗復織を2する鶴位.

ロエナメルlf締砲が形成寸るアパタイ ト結晶の点向性の差異によって構成される.

"Iナメル償形成時に生じたエナメル小桟喝の割れ固で ED境から歯の炎筒まで遣するe
コエナメ，刊誌の石灰化不良節位が速録したもので 回3境からfJ14のl撃さでみられる.

J象牙細管(ト ムス線維)がエナメル貨にλり込んだものF

重堕皇亙

里里.. 芳賀

一塁堕里互一
旦墨盤畢
.明一

アンドレ ゼン曙

阪

二全;<JII

歯 髄

レッチウス条

*歯岡田力闇S変化

」歯舗から ED境あるいはCD!lに向かう管状嶋溢で，内節に象牙線維{トームス線纏}を人れる，

J 歯副長が完躍するまでにできる象牙貨のこと.外事"".慣と髄周a長男子賓とがあるー
コ自信慢が完成した後に形成されるO!'f貨であるa

ヨ重量穿細管と象牙鋼管との閣にか在するO!守債で五E血!12M昆量日.

J 象牙鋼管周囲の象牙艇で 石灰化の包皮は直l'-

コ."灰化草食と"灰化球の閣のME.1ι且車旦孟kこ皇呈宜，前冠実用置飾 (13)にみられる.
J 歯菌最安居の象牙lf偲胞層と象牙質形成繭"唱にあるiI<牙貨で朱白灰化である.

コ加鈴によ句象牙鋼管内御がゐ1日ヒし。細管が間通話してしまった象牙質.

J 約4凶n間隔でみられる線条〔五虚血圭皐盆}で. I自の象牙質形成量である.

コエプネル唯識が 5-6本ごとに強調された線で，約 20阿n間隔でみられる.

J 球間象牙貨が速なって線条槽盗と して， (;前冠郎に総められる腫孟区iヒ血血である.

コ出生時の環境変化によってみられる五lKJt王且量で 机歯と場一大白衝に認められる.

3歯後続の CD境付近に包められる廠出抑制降遣で."- プ状になった象牙細菅の断面である.

プロテオグリカン組織夜

コラーゲン線緩 (DIIIO線釦 募金組組 コルフの船主

象牙牛細胞。縁維持細胞。本分化開業緬胞。マクロファージ，

!J:.- "、~形賃制医噛

口 象"'1事細胞の萎縮

U 線維持細胞敵ω減少と体積の筋小

ロ コラーゲン線維点のt智大とt旬加

口 血~" ，ヰ姐の以少

口 白骨髄紙不 (象牙税)の憎J刻

印 I骨髄肺の侠小

象牙細管

r士1

エナメル紡錐

雷同象牙置

←ー工ブネル輔

象牙努掴胞眉

象牙買

ーー 象牙前質

トムスB尉量

管問象牙質

←ー象牙前置

『一、， 細帽希建層
J 

霊泉牙耳細胞

劃
一刻
字
以
d

一

2
4
1
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債の組繕学的偏造

ーョ園陸慢郎全体に分布している.

コセメ ント繍砲を含有していない.， 
J副長尖測 112!二分布している.

3 セメント小{与を含有する.

セメント貨

長む歯阪線側に位置する.

ハパース層緩からなる，

多〈の骨繁からな句!内備に骨髄を入れる.

.1佐東骨
属医骨

海綿骨

皮質骨

歯個脅

. . 

飼復腹

線維芽自民砲，未分化問実細胞セメント穿細胞骨努細胞。

蔽骨細胞破街細胞，マラッセの上皮過後細胞

コラーグン線維(!型， 回型1.オキシタラy線維.採住銀総

合 由良閣車脈経由定待

払情11紙刑事静養直的なノJ-'{'叫山カに抵抗する.

h水平線鎗脱 水平に加わるカや傾斜移動に4抵抗する圃

c斜Aと線鮒"学 峻合庄の緩衝垂直的な jJや低出力に抵抗する.

d.般尖線維鮮 垂直に加わる力に抵抗する包

巴犠間線維青挙 準iIlおよび側方へのカにil¥抗する.

、一一
一

外録上皮に面した偲位.

ロ準備医留隣判官から盤肉術情鮎嶋境まで.

u-:#~函有屠が骨療に連続しているため. oJ動性がない"

ロ健康倉肉ではスティ yプリングが移住寸る

ロ歯'"緩から遊艦自信"，nーまで.
ロ歯の周閣を取り巻〈自画約 1=の歯肉

ロ若干の可動性を有する.

ロ命日時滑に面している上皮.

什e歯肉

歯肉

外線上皮

歯恨腹

3 

付
着
上
自
隈

歯肉'"

衝肉}削鋼肉船 ¥¥ 

織肉虜上度 一---/も

'"隙歯肉

;jl緩衝肉虜

付膚歯肉

ロエすメル賓に後して結合している上皮

合タ線上皮

t グリコーゲJの古h盆 歯楕粘膿>歯肉 {歯補給膜はヨードでよく換まる)

ロ 乳頭の高さ ifj-I勾 〉 歯槽粘膜

U 角化通常 嗣糟粘膜は角化していないが外縁j皮は角化している.

内樋上皮

121 
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総銀.肉境

備槽給麟¥
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興奮伝湯閉さ徴

。全か無のit則関値以Fでは活動言liui:は発生しなL、.

。局所柄E純 伸長線維の一部が興Eすると，衿経内縁はjEに外剛志負に必依する.

0 興寓の伝嚇 尚所電旋{主防世ナる部{切で回附さの電椛が淀川悦分権を径二噌.

田の櫨姐

' 骨錨筋 (凶肢や体鮮の運動}

2 平滑陥(円鵬尿血管など円陣筋を形成する脇)

3 心筋

開値以上になると z 話働電{副主受性し，興禽が伝宿する.

禽絡筋制局這
。院略伝噂 h-馳仲経樹彦では髄鮪を欠く "}'./ピエ絞舗でイ 場ンの山入りが起ニり。興訴が院ぶように速〈伝わる.

0 拠話伝i俸の=原則

・1詞Ji向性伝i鯵線機のー怖を刺激する> 興奮は両h向に伝わる.

・絶縁性伝時 興事は隣接する神経腕差に伝わるととはない.

・不械黄信噂 線維の直徳が一定ならば 奥羽買の大主さや伝将速度lま変化しない.

。 償紋情造会もち磁立運動に関与する.

。 筋線維(筋細胞)が集合して筋線紘家全形成する.外交は紡鞘 〈細胞1紛で縦われる.

興需収臨盟問

。 簡を~J測すると 細胞安面膜に生じる活動電位が寸~の連鎖反応を引き起こし l 収縮タンハク (γクチy ミオンン)の

収納圧応を引き起こす、 こ￠一連の過程を輿~収縮進出とし寸.

1) ゾオプス終末における神経伝達物質 (アセチルコリ/': ̂cluの脱出
活動地位Q)発生

mv 

ト

一

一
三

一

一
一
ン
・

-

t

一

一

↓

一

-

4
A

-

7

・Ill-
'l
-
i

e

』

骨
噌

一

・

4t
 o
 

2) ニコチン受容体への結合@静広踊電位

'" .. 分僧細胞内へNa+11明Aする.
@ 活動・E位

@荷分岨腸胞少いκ+文F"幽する. ー

@ 過匁咽 "".ンプで陶+が絹由タドヘ魔出，る

綱値

一70

Time 

3) 併仮都細胞1!I'WlNa透過性の増大 @脇陣級細胞鳳で世4言動電位発生

②働問、.系泊、ら筋'1咽体へのm・の伝通
③筋4岨体がらのca放出
(l)eaとトロ河ヒンCと咽審会
⑤筋フ千ラメント肱""滑りの側始

4) 併仮司区位の発生

5) 筋鮪に活動議位が発生

6) T管に沿って脱分制騒が内館に伝持

7¥ ~小胞体餅求槽から Cal 'の放出

潟房結晶制害復

。プラ トー倒がない.
mV 

直面

G lJJJ:?YJJJ 
骨格筋収描

o'T収縮
l田の活動電位に対応して筋肉が収縮して他紙ずる1回復ωこと.

(J ~:ll iIif 

活動向尽位の4応期に入bない程度の短川司隔で繰返し網!激を加える>. 筋肉は弛緩が起ニ bなL、っちに次々と吻j激される

ため収縮が融合し!弛績のない収縮し勺(flj:しの状鯨となる.これを弘樹という.

心筋では強縮は起こらない.

。硬・1
硬直は不可逆.，な変化で，熱便阻I 水硬直死後硬直がある.‘

O 等1<位収縮筋の長さが定の収縮をいう.

o等様性収縮 ー定の盈合のもの金持ち上げる収硲をい J.

0 活動電似はCo)'流入により組こる.

0 ベースメーカー電位を醐節するB

心111"，心室筋，プルヰン工組級制害復

。 脱分極陶の早い立ち上がり.
mV 

I ".." I 
o J>いプヲ トー闘をもっ.

。 収縮は常に'"収縮で強績は起こらなし、.

o <応期が長い.
一関

K' 
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心服

1 右心系(M;循環}

大俗側 - .6"L'trl -・{三尖弁)→<0心室 ー ゆち動脈弁}ー肺動脈鈴脈血が旋れる.

2 左b系(体循環}

飾僻脈-&心房 一・ (的側弁}→左心室 ー (大動脈弁)ー大動雌動脈血が流れる.

剰滋伝導系

。 心臓は尚発II-J!ニ興荷を〈り返すが その自動性の訴恥はあ心房内面で 上大待旅との境界近くにある桐明結節である.

。ここで発生した興常はむ闘を伝わ" も心房の下方にある!ij~:結簡に虚し!続いて房ヨ区東(J-li s 喰l ，アルキンエ線維を続
幽して~::岳協に興奮が伝わる.

。洞房結節-，.室結節 ー 初室東一 プルキンエ線繰をまとめて刺激伝嚇系(興奮伝導系}左 ~ ，? 
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鍾墾丞

心勉圃

持

o .4i.C;、房一布心当三尖弁

。 布也、京腕動脈飾動費弁

。左心房一ιむ本 側側弁
o L三心室一大動脈.k動脈弁

血圧

O 血流が血管銀に及ぼ j-圧力をf恒正といっ.通常は動脈u:合示す.

。 収納期圧(... ia'::;l血児j と位時鋼圧 (最低血l工}の差を刷工とL、う.

o ;;t.地IflL圧 (111m]

心 音

心拐の興奮(脱分極}期にこと

心室全体eこ興奮が広がる.

房婁興奮伝導時間畑こと.

QRS'撃の焼わりからT践の給まり支でで，心ヨ健全体が興奮している.

心室が再分極する.

調(房}館筋

毘室経節

毘霊ヨ震

1 第心音

。 局窓!jlこより酬こえるもωで?第 (..{fと第二心音kがある.

ロ心強収縮初期iこ聞こえる苛で 房明弁{側面倒# 三火弁}ω閉鎖膏であるe

心厩の繍透

。 心臓は主として心筋かりなる中空Z臓滋で?外舗はι、勝に包まれ内には縦f偏がある.

この中"."存右側の.(;携>心室の4宝に分かれてL、る.

υ ~，筋線拠は 合胞体を形成しているために 1 か所の興経はただちに心蹴全体にU ー がり i すべての~筋線維が収縮する.

しかし心房J:.i .. 宅は眼性の結合組織で仕切られており。合的体のような連絡はない.

U 困育也、筋細胞は。 ιL明bi.'室の自向整左中『掃の太郎分を機成し 収縮作聞に寄与寸る.

O 特殊心肺ま ペースメ カ の役剖と興産会£隣"俸に早〈σ・える役倒とを担ってL、る.

U 七億自の QRS併に一致寸る。

門脈拍と同時に側こえるe

2 第二心音

U七宝依様期初期にk動家弁と肺動脈弁カ閉じるときに聞こえる.

円 心電閃OFI波の終わりに昔-，る悶
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5 白血球

①好"'1議
n順位蛾の喫恥 1よ(白血球の約 50%)を占める.

ロ 多銭内血球で:'.，:0，1空感東症時に噌殖(核の'"方移動).

ロ 食作用が員長も肝盛な白血球で細菌を処理する.

申 好酷1窓

口 白血僚の 2......4'比

ロ アレルギーや省生虫感染時に噌加する E

@ 好'J:基球

ロ白血球の 0.5.....円、

1 舵梢細胞に似ており ヘバリン(血液凝闘阻止} セロトエンやヒスタミンを含む.

ロ 1!tJ.アレルギに関与するε

(j)υンパ球
ロ白血球の25-判。4

ιnンパ球と Bリンハ球に大別される.
Tリン10;<

・ 骨崎由来のりンパ球系特細胞が!腕腺の能醤を受げ てできる.

・ 細胞他免疫に関与する

8リンパ琢

・骨髄由来のリンパ球系俳細胞よりできるがI 胸Oli!Q)'杉響ま受けない.

・侵入抗原にますして抗体を産生する{体液性免疫'l.

申 単球

目 白血球の4-臨

U 食作附を有し成婚後にマクロ 77-';/となるa

0:. co:の連防.pll;JI'!t; 

生体防御反応，抗体産生など

浸透底調節， pH調筒

物質遺憾血圧維持，体温調節

a同様函{止血}
11lt!浸透"'の阪神

免疫銃体

血液凝固

栄養素血続

へそグロピン

頼位球

(鮮中珠鮮陵球 1I塩'"実)， 

リンパ球 (T-cell，s.cdlJ 単球など

ア'"プミン

子グロプリ y

フィプリノーグン

憐賀 (ブドウ自慢など)

脂質(グリセりン コレステMンなど}

停峨同区須 (Na" K'，白 1"，Mg'-) 

水

老廃物

白血球

血小阪

タンハク貿

ホ血球

血漕の磁分

血

球

鼠

峨

血

湿

E
4
1
 

... 

。 血按散体重の 11日 (的駒Q，比重l由5-1償費6

0液体成分 血械の約 55-1.(血鰻) 細胞成分皿機の約 45~.qラ容摘を占める.

1白銀

J 血波の細閣成分を除いた後r.成分を"艇という‘
ロNa・が鈴も多(， K.'ま"少ない圃
".艇中にはフルプミンやグロプリンなどのタノパク質が含まれる.

止血織禍

0 血管ma引こよる出血後I 小血管では生休の合目的出ーより出血を防止守る機怖が働く.
0 血管収納血小板血液凝固税務系などが悶'パ る，

1)血小仮凝集による血小伝血絵の形成 (-'"止血)

2)フィプ!，J:..-綱による強関な止血血栓の形成 (二次止血 Ihll倹凝間)

3)血統構解

2血清

円 血瞭から繊維帰以(フィブPノゲ←ン}や血液凝血因子の 怖を取り除いたものを"は情といヲ.

Iftl身11凝悶しない.

血小躯菌チ

↓臼"
血漉トロンポプラスチシ

l "1禍

+

-

一、J
J

a

一ン

一ピ

G

一リ

一ン

l+
ゴ

ト口

一

ィ

-

ト

一

寸J

一↓
一
↓

一シ

一ン

一ピ

一ゲ

-、
J

一-

T-'一
口

一

ノ

ト

ト

ー

リ

一口

一ブ

一

ブ

-

イ

一

フ

-
梱
-
3
 

-

一

鎗

し

3 赤血球 (♂ 410 陶 530 方I~tl . ♀ 380 -480万/μ])

υ企IfD.i{突の44%を占める。が命約 120日 (牌臓で分解される}

ロ 検キ細胞刷、総Mを主主主~

'1 #rfn.f求内にはヘモグロピンがあり】へそグロピンには鉄(]引 が存在する.

"ヘモグロピンに鉄に殿棄Jや二酷ft，炭素が結合し， 全身隊総に選撫される.

門 へそグロピ/ (llb)量{へそグロピy濃度} ♂ 14 -18 Wdl ♀ 12-16111ul 

ヘマ トク !J';Jト (1I!l依{令血椛中の細胞成分の容積比} ♂ 39 -52弘♀ 3S -48% 

H，雌， Ilb量は貧血の験査項円である.

127 

."細

血漕湿m子
。 血椛凝固因子は。 川 (飢議因子)， [V (Ca''-")， vm (抗血"病悶 n以外は肝厳守富生される.
o ijf腸で虚生される凝固凶子のうち， rr (プロトロンピン)， ¥111 (プロコ Jハ チン)， 以 {クリλマス困子)

x (スチzア ト凶子}の康生にはピタミ /Kが必要である.

4 血小jJii

n 20.....40 万./~I

」 奪命はR-IlfIの無践で平らな円板状の小<<.

寸 血管盟主の桐傷後， 1包小包反の桜焦が起こ り。止血機構が始まる.
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免療クロプリン(筑体)

。 免疫グロプリンは形質細胞 (8リyハ球)によって産生される.

[免密クロプリンの臨此特徴1-分也被樺活安乳計}に多量。ニ介在するIgA 
分路型は~j量体であるa

19D B細胞の成納に関与主ると考えられている

I男児アレルギーζ関与するe

1，ε ~h‘細蛤や~1躯見広球のJ長面には IgE レセプターが存在し， 19Eが錆合するとヒスタミンが糧費量される.

血中抗体の主体をなす干

るす行移
い

・

に

多

る

究

に

十

胎

内

与

ら

卜

関

か

ツ

に

体

ケ

一

母

ポ

ギ

凶

河

川

り

匹

レ

急

即

ア

が

滅

問

齢

制
通

機

型

盤

肉

日

除

盤

国
u

s>l体を形成ナるe

I，M 目想， m ~アレルギーに関与する.

感染初期I~ IgGよ"先にさE生される.

アレJIA'-

O アレルギー (過敏量産)は 抗原(アレルゲン)によって引き起ニされる免疫反応である.

0 抗体が附与するものを液性免疫，Tリンパ球が関与するもの会細胞性免疫という.

[アレjレギー¢咽績と将徴1

I製

アナフィラキヨシ 製反応

ロ抗原曝省後日敬分以内に包こる急援な免疲反応である.

ロ抱Eを介した鮮亀基嫁や肥様綿喝の脱順位が起こる

o1t勝ll<，アトピ一位皮膚炎，ll¥管支哨息などがある.

a自己の細胞や組織に対する抗体 OgG， 1&ゐ1が関句寸る.
11ft誕

細開価冨製反応

ロ自己免痩疾患の多〈が H型アレルギーで，・官官位天庖倫海軍血性貧血!新生児溶血栓貧叡I

不適合愉皿による溶血などがある，

山 盈 ロ抗臓と 増Gや IgM ~でできた免疫悔合体が，補体，'1宇中球を活性化するこ kで起ニι

免疫複合体型反応 |ロ慢性醐リウマチ 糸疎開ぬ全身位ヱリテマトーデスなどがある.

。免疫応答が生じてから症状が現れるまで24-48時間を要する.

IV型

遅延型反応

ロ続体は拠与せず T細胞によって愈泡される.

o金属アレルギー接触性皮膚炎p 楓器移値における矩絶反応，

ツベルタリ r反応 (結肢の検査}などがある.
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皇箆笠盆

自得得鐙とは

。 内臓の機能や血管遂動分泌腺などを調節する未納神線を向律神路という.
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。 自律神経の中枢は脳僻および脊髄に存在し さらに上位の悦，n怖や大脳辺録系により調節金受ける.
。 自体神iJ!11無"，.のうちに自動的に働いている {不随E越動J.

0 肉律神停は交感神務と闘交感神続方らなる.

。 交感神続と剛交感神経とでひtつの内臓1.<1官を 重iこ支配しておη。 方は促;tk的もうー方は卸制約に働山、ている.

これを自律神径の儲抗出二重支配>，、ヨ.

0 脳神続のうち!動眼神経団皿f脳神経1.頒白神経 (貫WII雌神経)，舌咽神経晴氏脳神経)および法制惟 〈第X脳神経)

lま副交感神経W，叩神経疎維を含んでいる圃

。 心臓を支促する副交感神経は<，、厳迷走神経とよlまれる.

自律神経の学用

。交感神経の伝潰拘質lまノルアドレナリン 副交感神経の伝遺物質lまアピザルコリンである.

暗

複分泌-a階 也 管

自律縛躍と体性得綾田梱違

孔

副

鍛瞳 縮瞳

位豪 収縮

4し咽数増加 <"古象減少

収縮

給調性唾調度分泌 暖様性同信厳令泌

掬甥 。長 .. 

豊里E
骨格筋

随意的

む鰐I 可民側筋。伶惨腺

不愉志的

アセチルョリン

ニコチン受容休

興盆性(骨精筋直樹}

ノルアドレナリン

Q，p受容体

興血栓

アセチJレョ!J:'-

ムスカ9ン受容体

抑制性

12' 
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E ホルモンは内分泌~官や内分泌腺で"P.i..1: される.

c *，レモンは身体の発育，成長，代総などを調節し 止体の恒常性の維持をfrう.

D ホル司Eンを..生ずる極宵には下重体!甲状腺!訓甲状腺i 豚凪副'11， 'E殖胤陰呆体などがある.

;t"νE~咽極措とその作用

丘 出k主主

包肺の換気は績醐J!.tJよぴ呼吸筋iこより行われ， 外気の 0占取り入札体内のじOl~俳附する‘

oht人の単均Iff-~汲 lìは 12-20 同/分である.

呼吸連動

0 胸郭{脊比胸骨!防7骨償耳鳴膜}の伸縮により，胸雌Eの正が変化し岬吸が行われる.

0 呼吸起動は 息を吸う吸息逐動と息を吐き出す呼息運動の緑η越しである.

。呼吸連動11，延随の呼吸中胞によって支配されている.

。血液中のCO，震度が上昇すると呼吸は促進され q糧度が上昇すると呼吸は抑制される.
カルントエン

吸思運動 ハラトルモン

u 外川問紡の収縮により H" 骨がもち上げられ，また憤「商闘の収縮により胸~I\'"司の容備がlt!)Alした結果，胸E田空が陰極となり
ピタミ :..-D，

成長ドルT~. 
ゾロラタチJ

一ーパYプレゾン

大，，'が肺胞内日入る.

呼恩運動

ロ内H問防の収縮により防庁が下がり l 胸絹川の容績が減少する.その結果!帥胞内の""が体外に脱出される

肺気昆分画

。 ""検%儀 1凶の呼吸で肺に出入り 4る事気の最.成人で350-5∞"，1. 
。千備磁気伝 安静位吸気位から!さらに吸うRして長大型史実位まで追加吸入できる量.

0 下側呼気量 安静位呼気位がら さらに呼出して最大呼気位まで'1カ呼IJIできるt

O 肺活量 級大根気位から最大呼気位までゆっくりと呼出した承.

。 処~量 最大努力呼気後に授る腕内気量.

。機能的残気骨量 点巴静呼気位において肺内に存在寸る量で，千備呼気量に残気量を加えたもの. ハロチJ

メヲトエン

-大阪毘位

スパイログラム

* 1砂寧
llJに吸気立から無人呼気位まで 一気にW描させた努力性肺活量に対寸る11<初の i秒間の呼出雄の比で

E常阪は70%以」である.

筋胞における刀ス交換

。 腕胞気中の何度無，.血液に裕解し，その大部分は亦血E食中のへそグロピン (Hb)に総合する.

0 骨密漏分lfとHbの隊禦9胡 l度の関係を示す曲線を殿棄解厳曲線といっ.
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代謝促進
甲状腺

血中 c.張度低下，骨吸収Jq;~，

~'甲状腺 血中白浪度上界骨吸収促通事

腎 厳 血中白樺段上昇，骨吸収促進

身体の成長促i盤
下垂体前菜

乳汁分詑綱副院

抗戦1尿作用f 血圧上昇
下重体後菓

子宮の眠組作用、乳刊射出作用

~I 腎髄質 交感神経興奮作用

抗炎症作用 血傭上昇作用
1，腎皮質

腎障でのN.再頓眠促進作用

血楕低下作阿
E奪 騒

血績上昇作門

司量権益 骨，歓骨・の石灰化促進作阿

"'巣体 生体リズム，睡銀副節
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種漕分泌白線式

。 唾続分泌!jI:j体伸拐により支配されている.

0 交感神続は泌耐性園陸液分泌iこI 訓交感件径は駿磁性唾核分泌に関与する.

。 無期測でも常自炉Jレ量O~委波が分協する安傍時唾液(凶宵唾液) と 制調院によって分泌する反射唾液 師1政唾ぽ酎 とがある.

四重憲の作用

o iI'I化作用

峨慢アミラー凶こよりデンプンが麦芽結(マルトース)に分解される.

0 潤柳作用

'.11暢.<!!卜!発音を存易に する.

0 粘間以週作用

峨液中のムチンの働きによ り 化学物質や細向山刺激から粘膜を保餓ず る.

0 緩衝作用

笹夜には炭酸水J白血やタンパク貨な肘:含まれ， pllをほぼ中性こ保司度術作州をもっ.これにより食物のpHを制撃 し

n腔や食道結膜を保捜している.

0 抗1111宋"'川と再石灰化作用

ー怖の喰減タンハクは後尚被膜(ペリクル)の構成成分となり 歯の友商を傑携し. .た併ィ，灰化にも関与している.

0 清浄作用

口腔内の食橿異物，制的など会洗い話:す作用を七つ.

0 杭幽作附

分泌型 陣、 ロゾチ}ム ヘルオキングーゼ ヲクiフェリン チオ γアン晴嵐 γメタチンは細菌の憎揃を釧制した

りI または直接食関したりする作用をむつ.

。排n佳作州
重.，周や廃物 I ウイルスな ~Iま唾波腺からも排浩される.

。 休向般の調節作JfJ

脱水状態にあるときには唾t伎の分泌が抑制されるg これによりロ渇品と飲水欲求が強まり 水分補給が行われる.

0 内分泌作川

j川下鰍キ咽下腺から唾液眼オ，I¥..-モン (パロチンiが分泌され.fi'へ:'1'材ω捺育が保迎される.

唾滞の性状と成泊

。 同院内の性状iま旬~""!~の種類Itもむろん 性別?作齢l 日内変動 身体的精紳的状態などによって異なる.

2 分泌量

】 ヒトでは lロギ均 同 一1.51である.

ロ 安r.・h唾凧反射園長橋，もに顎下仰唾械が般も多<.lfド際t 舌下腺の聞に少な〈なる.
2 物理向性状

全周島被は~色、透明で粘性をもっ巴給性信賃金"を中ωムチンによるもので ムチy 合釘最で粘度が決まる.

U 鳳阪に比へ浸透庄は低いz

3. pH 

ロ pHは 5j-8.0の聞を変動し 分泌が盛んなときはpHが上がり{甥アルカリ性} 分泌憶が少ないときは ，11が ト

がる(尚隅怜;]<
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射

割反射の祖刻と特徴

1 開口反射

回 顧而皮膚I 口寄 口腔粘膜，歯肉 111髄など叫の俊符潮崎により!関口偽が反射的に収縮しI 同時に閉口航の例咽が

起こり 口が開く反射のこと.

ロ 食物の中に小石などの硬い物が混ざっていた毎合や，食事中借肉に魚の骨が刺さったときなどに生じる反射である.

上下明縛額支a記領滋ハ0)
侵宮剰滋

.".色合在二ユーロシ o造量泊三ユ ロン

〉一一一一一一寸 'Il--<l閉口."，咽
二~縛健主彼

運動筏
皆槌踊俄

〉一ー一一一←-<J路←一一--<J開口防収縮

関忽怯介在二」 ロン

2 下顎;0反射

口 急激に悶円筋が引き伸ばされるど{急速な開口) 間口肪(峻筋)が収縮して口が閉じる反射のこと.

口 問"筋中の脇紡錘がl中張し下顎張反射が起こる.

ロ 持続的な下核張反射により F顎安帥佐多が保たれている.

~デぎ三ぎ空

~宇ゾ
* 下顎安自制定
唱I!;f，発音 也鴨という 口腔の機能時に下顎は-i.LIiの運動会サるが これらの機能が終わっ?あ"には下'l!iは上顎と

の r~1にほぼ一定の断雌剖いって伶止するz ニのようなド引の静止{立金下智川相立という匂

3 歯IlG腕唆脂反射

可 副首への庄刺激により?閉口筋の活動引高まり Uが閉じる反射である.

l 宙線膜中にある感賞受容認が興禽して紙ヲをされる反射である.

後

線
幽

醐
酔
¥仁

神叉

箇纏腹側縄受窓鶴

三支神経連脇綴

~主面三士~e，1D筋醐

2
4
1
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4 閉口反射

口 舌級制に軽い刺タ設が加わると下顎はゆっくりと挙tずる(口が閉じる)固これを関口反射といい， ""下時の間口動作は

この反射であるι

顎反射Z曜頚と作用

-関口反射 顔面皮膚，口容ロ酎拙歯肉，歯髄

などへの侵害車醐

J 関口筋の反射的阪縮10M日焼の掬制によ旬開口する圃

コ ー福の師向反応

ド顎張反射 閉口筋{峻筋)中の筋紡錘の伸張
ヨ閉口筋 (岐筋)が収倍して閉口する.

コ 下顎安!1>{立の維狩

倫阪膜岐続反射 前俊民中にある感覚受容器への制捜政
3 閉口筋の活動が高まり 閉口する.

ヨ町民峨カの爾K.

問日反肘 舌を使館への車!被
コ 下顎の挙上 (閉口)

J管下のを脅発
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日腔感覚

口腔感覚白檀覇

。 口腔感覚には体性感覚と特烈感覚とがある臼

1 体性感完

① 皮膚感覚口腔f，l;1頁F感覚(触覚，正覚温覚 1，;立病覚)

②深部感覚 自伝合髄顎~，節也瞬筋舌筋の感覚

2 特殊感覚

① 味覚険味!甘味猛味苦時 うま味

以特孫感覚喚覚後覚聴覚平衡感覚 味覚

憶の感覚

1 圧覚(帥覚)

U 両信の感覚受容号告は抑制ど前線映にあるE

口 前官部の方が臼歯郁に比ペて鋭敏であるC

2. cQ合感覚

口 上下の怖の問て物をかんだときの感覚のこと.

1 上下の歯の歯総膜 "li'"筋および顎関節からの感覚情報企統合して認知される.
3 位置感覚

円 刺殺が加わった都位を開設する こと企定i立という.

口 定位は庄の加わる部位により;tt::;j;あり?前歯柄;の方が臼白部より定位がよい.

笛随感覚

。 岱制のf普段は主eしえ司有覚であり 刺激の稲穎を問わない.

o Ik前の知覚受存器禁は肉市仲経格末で. Ao.t>よぴC線維であるの

歯恨腹窃暗発

0 歯限膜広島覚受容器は恥世}圧覚およm高覚で 臼歯部に比へ前歯部で多い.
。 歯の感覚の呈窓や幽恨膜岐筋反身すなどに悶斗寸るa

口腔結膜の懸覚

0 口腔粘胆の感覚には， ilil覚，令覚}角地ι圧覚有事賞 味覚および渇きの感覚がある.
。 い腔粘膜には多数の自凶仲総格末左少数の特殊受容泌(マイスネノレ小体 メルケル盤!ノレアイニ小{t， クラクゼ小体)が

あり 主に三X仲維により支配δれているB

o 神経支配は口腔前方で密度が高<，口唇や舌の居受性が~Iい

感覚点目分布密度

。 分布街度はは腔附方的の方が後方部に比べ高い回

O 感覚点の多きは痛恨 〉 触点 〉 冷点 〉 温点である図

二点完JjIJ!描

O 触覚を識別し，“二点"を 二長時 止して分離して感じ取れる披小距離のこ左。

0 顔面傾切の表面啓覚は身体にi七べ鋭敏であるa

。 顔由領域目立舌尖の感覚が特に鋭敏ぞある.

『
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病因論

病田町分量

0 内 因身体の中にある病気に対するかかりやす さ

O 外因外的環境から身体に作用ずる原因

菜園

0 病気にかかりペrずい素質を素因というB

0 素因には ヒトに共通してみbれる 般的素因と倒人的にみられる個人的衆国とがある.

ロ 般的制因(生理的衆国) 年齢1 性矧l 人揃l 臓器などに関わる素因企~，:). 

年齢(年断!衆国)性 別(性衆国) 人種(人種紫図 上面義 務( 惜~索図)

ロ 個人的集同 情 理的素凶個人的素因は体質ともよぱ机遺伝による先〉史的素固と免疫呉市による後天的素困があるd

遺伝的原因

。 遺伝子や染色体の異常によりZ宣伝病や配偶子病などの遺伝性疾患を引き起こす.

0 単一遺伝7の呉市 前染色体慢性』宣伝 常li'色体劣性遺伝 件惨優性遺伝 伴併劣性演伝(血友柄)

O 染色体異常数的異常 (D"、唱も，候群)，構造的異常

O 突然変異

外国

o生体に傷容を与える外的環境温子を外国とい九

O 外国には!申 栄養学的因 r，(j)物図的罰了 直 化学的図7，也 生物'f:1的凶了がある伺

栄養学的周子(栄養障害}

。 身体の成長 発育 そして隠械の保持榊遊のためには3大栄養，# (タンパク質 脂質締質)0刈也!無機質 (ミネラル}

ピタミン および水分の十分歯止な摂取が必要である。これら甲栄養紫の過不足により!櫨々の栄養障害 (栄養降将による

疾患}を引き起三九

1)水 分水分は体重の約ω%を占め， 生命維持に対し重要な役割を米たす.水の欠乏は脱水症を招く。

21 無機質(ミネラノレ} 浸透i壬網iil加え K，Mg)，筋肉の収縮 (C札 骨代鮒 tC3) 八そグロ ピン (F地 叫恨凝固 (Ca)

3) ピタミ J ビタミンはさまざまえ注生模作用に関与するため!欠乏により櫨々の欠乏症を引き起こすc

口 ピタミ ンA 夜盲症

ロ ピタミン 日l 脚 気

U ピタミン s， 円角炎I 青炎?皮爵炎

口 三コチ〆西空 ペラグラ

ロ ビタミン U" 懇性貧血!巨赤井原性貧血

U ピグミ ンC 鹿血病

n ピクミ ンD くる病(小児)，'II"軟化症(成人)

口 ヒタミ /K 出血性紫囚

4) ター〆パク質脂肪炭水化物 13大)栄養紫

3大栄重監禁の欠乏は飢餓ペ干栄養不良を引き包J二し i位制摂取では肥満や続尿病の原因となる。
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金型堕E聖

b 物質のt<到順路iこ陣容が匂こると!細胞は恒常性を維持守きなくなる。これを変性凸、h

D 細胞の代謝レベルの低下または細胞死によって最雌哉存積が低下寸ることを萎給企いうE

2ぅ 変性のi並行による細胞死を接死>いう。

D ~寄稿，変性!壊死などの細胞向車存をill行性ヨ病変と L、フ.

変色白覆頚

O タンパク変性 クンハク貨の代謝時省によって多をさ更するもの。

o RtWi変性脂肪の細胞村および細咽問への常備によって起とる変怜をしり。

o ~.灰変性細胞自体にカノレンウム犠やり〉階JJ;などが前倒して病的な .[j灰化を'*-じるとと 園

O 色素変性細胞の内外に固有の色調を与える物質が異常に此着することをい 九

要誼の径頚-
C 生想的萎縮 循環陣容やぷ養障害によるものや加齢に伴ヲ老人性委縮も古まれる園

O 栄養陣容性委縮 食倒筏取放の低下や消化器不令により吸収される栄養が不足するために生じる.

O 準液質性会繍 怒性腫窃が進行して全身白隠により体重減少をきたした紋態を慈液質とし、b、 これによって生じる婆緒。

O 上正迫萎縮 局所に長期間圧迫をど加えるこ止により生じる委縮。循環障害による栄養F章容に起因するe

0 廃周萎縮 醐民盆i織が畏期間持続的に活動しない場合にみられる。彼歯後の歯補突起や下顎骨の吸収 ギプス装着後の

凶肢などにみられる.

寝死

O 細包や制使、σ)(1¥嘗作用むそれらが死糊する同所性の細胞淵織の死を筑死 (ネクローンス)という開

*壊死白岨拘変化

U 納胞の膨{ヒ

n 細胞般の破裂(締胞内容物の放出)

アポトシス

0 生体をよりよい状態に保つために椀極的に引き起こされる!管理 関節δれた作現包の死すなわちプログラムされ夫細胞死

(自発的な細胞死 )をアポトーγスというu

O アポ トーンスの倒 率II荷の歯快吸収1 生E捻湘胞}ウイノレス感裂をした細包など

*アポトシスι細胞劉七

O 核の濃縮

o 細胞の袋%

o DNAの断片化I アポ トーyス小体

コ』
A
斗
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D 細腕のl包州とITfO:!よi並行性病変ともいわれ，生体に射するさまざまな因子に対する反応性の高い活動的な変化である.

m 進行性銅変には 主体の組織や蔽訟の噌大によって篠崎Jt;盤をきたす肥大や制阿佐ul¥JIJ成L化生があり また生体に生じ

た病変キ湘織久械を'1'iI!する肉芽組織の形成や細胞噌鱒がある.

肥大と吃注

。 叙織や臓vがその凶宵の形態を維持したまま右積の噌加を主たし.1E館以上[;:.大き くなることをE大という
。 組織や臓器を構成する細胞の数が欄加したために 全体の嘗慣が喰大すること金制曲作， Ge形成)とL、フ.

化生

。 分iヒ(成熟)した細胞や組織が!さまざまな刺激に対する遁応筑象として 仰の担の分化した細胞や机織に変化すること

会{ヒ生という.

* 化生白4割l!

ロ さ喰ざ.な上皮細胞明昔，)権細胞でみられる.

111mー師東系紛叫のみの変化である (上皮→聞1広附鋪ーヒ度lまない1.

ロ 尉平上皮化生(唾被腺導管上皮) 軟骨化生I 骨化性(線縦性結合組織)

再生

。 組織晴樹の衡がJ欠棚怖がその欠納額を構成していた同ーの鉱胞や組鳴で補われ 治Jij'，ることを門生品、う.

台 湾隻に関ねる醐包

口 不安定細胞{生誕にわたって分裂増殖する)

皮膚Jや粘憾の重層周平上皮骨組織結合組織。骨髄内の細胞など

円 安定細胞{なんらか'"朝噛が加わった，きに活受に噌捕する)

肝臓や腎臓などの実質捌胞線維芽細胞や"滑綜凋胞骨体練胞 血符内皮{則自など

U 永久綿胞{生後再生オるζ>のl.t~ 幅胞鮮}

中偲神経湘聞やL、筋待相

同葬組編

。 組織が傷害を受けたとき ! その~，衡や修復のために形成される毛細血管に富む幼弱な紡合a尚議を肉持組織，\、う a

* 肉穿組踊のi~成

口 鮮'!，J:求貧J!:作用 制 包走化性因子の数出

門 マクロファージ食食作用抗原抗恐示

U !I:.--バ球縦性免疫 (Bリンハ球1，細胞性免疫 (TリJパ鎌}

d 形質細胞 8リンパ球が成長して形質細胞になる.抗体産生細胞

n線維穿細胞田原線維の雇量生

U 毛細保管栄銘酸素の供給
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7 
興物の処理(器調化)

o *外からの呉物!あるいは{材唱で生じた病的商4期主吸収や食食!保質化，被包などに~って処理さ札る.

ロ 吸収と食食

・ 粉塵などの微細な異物はマクn7rージによって，常食されるω

・ 椛状の異物や自家蝕解した擁死組織は吸収排除される.

・ 細菌は好中球により処恕されるz

u V質化

・ 見物や厳死奥が著しく大"い場合周囲を肉Jf-組織が取り凶A この肉Jf組織が徐々に異物を吸収する.

. .，終的には線維性総合組織で帯電換されるE

! 被包

・ 金燃やガラスHたど央物が敵リ角呼吸収されない場合 同凶を肉芽組織が取η岡み肉x組織が線維化し 1'"束縛維の
層で包み込むs

創傷治憲

。 外力によっ C隼じた組織の舷内野や欠損を倉1/:弱といい， ~;II語の内生あるいlま修復を~II {!Ijrむ舗とも、う .

* 1"傷治癒経過
組織の雌聞『出 血 → ~，而怖の細胞痩死→局所の充山捗出細胞慢潤→

・好中球 マグロフyージによる食食 → 肉芽飢構の2鋼生と宵生→肉芽組織の線維化 (癒痕化)

ー次治!!i

o .QIJ而が小さく，あまり肉芽組織の置換を£要としない場合の恰癒

o 鋭利な刃物による切婚樋iなど

二次治8

0 創函が大き<， -"11<の肉非組織を4財閥して僚痕を形成する治値

。 開放府"の治総形式で大きな組織欠狽がある噌合の肉芽組織の形成最が多く 治信発了までに時間を喚する，

O 被痕イヒrる.

2
4
1
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瞳床間玉大徴銭

。暑1#.然感，肱眼，俸鋪，機能障害

主健在E世田包

O 鮮中隊

急性炎症にき品、て1<も活動的な緑胞で!出o性炎候の主な情成細胞である.

。得剛球

過敏綻〈アレルギ }ゃある福の宿生~.!!I染時に出現する.

0 灯塩1<;欧 肥i茄細胞

ヒスタミンやへハリンおよびア寸プィ ラキン 遂緬反応物質を曾んでいる圃

炎術性~I臓が加わると l 細胞内よ 'J 1:メクミ ンが放出される[!型アレルギ と附併が深し、.

o Yンハ球形質細胞

TI'胞は紙fcl性免疫lこ，s細胞およひ形質細胞は液性免疫に関与する.

0 マクロフア ジI 単球

マクロファージは死秘した細胞や果物を除去するほか。サイ 1.jJインを分泌.Jる.

炎躍のケミカルメディエーター{炎症性信学伝遺物質}

。 血管作動性アミノ(ヒスタミーヘセロトニン} 炎位初期11乙関与

。 ァラキドン酸仇柑産物(プロスタグランジンー トロンポキサ:.--. ~イコトリエン)

。 キエン繍{プラジキニ〆} 鋒繍物質

急性炎症

O 釧庄の粍i舗が速<. 1週間-10日の経過でみられる炎症で。篠状も強〈綴れる.

o lIi出が著明でI 病変師こは浸出波による浮腫や惨出細胞である好中球や単球の浸潤が同立つ.

由主炎症

o I角度の続J向が遅く 1か月以c-数年に及ぶものである，
。 急性炎京どは異なり惨山は詰切Jではなく 細胞の刷件特組織の修wなどのぞ見象がみられる.
0 浸潤制胞はリン山球形宵細胞 マクロフア ジなどが中心である.

炎痕反応自慢現

o '"質性炎
凶器でωJ代謝昨舎による退行性変化 {変性}が目立つ剖五である.

o "出性炎
病変節の惨出が綱審な炎痕である.溢:-H物の性訟によって①捺椛何:炎，@カ勾ルサ士会曲線維素性炎由化層性炎，

申出血性従I ⑥域復位炎に分割される.

o 1鎗殖性炎
糟期性袋内。傷害に対する!主体の修復徒が強〈 過剰に1:'-'むをかすために飢議咽殖がよ体とt，る省略症をL、う.阿倍殖猟織の
主惨1よ肉芽鰍織である.

0 肉芹睡供機{特異怜炎)

肉キ調件炎IまI 件異な結節状の肉芽組織。勾芽風}を形成する3降板をいう.

結核症，悔也ハンセン痢 チフス 敏幸寝薗指定などがある.
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水 層 rn雲閣)
ο 組織内あるいは体腔内に組織液またはリンハ液が多僚に溜まった状愈を水蝿 (枠順 )といヲ.
* 水腫の原因

水睡は血管内の水分が組織問へより多〈移動することによる.

ロ リンハ管の霊長考や~I:!<

11 モ細..管の透場性充進

ロ毛細胤管正の上昇

U 血眼邸質浸透l正の低下 (アルプミン量の低下)

口組織内庖牝ナトジウムの綱加

，;!l血

o "'血とは 局所の臓密 納織ロド{2循5置する血液Iilが異常に減少したii:1JBをいう.

0 局所に流入する血液"の尚少や局所から旅幽する血液儀の増加によって起こる.

合 虚血によQ変化

局所虚血→'"血部位のi富山 「 虚血部f立の機能低下栄養陳~→変性 萎鰍脳死

充血

0 充血とは局婦の動腺血が期加した状飯で 充血締位は動脈血が綱えるために発赤し，然感をむつ.

うっ血

。 うつ血とは鈴脈血泌が妨げられ，組織や輯擦の僻脈由民が典鎗に綱加した状畿をいう

。 会つ血が長引<<皮膚，ロ府l 爪床は青紫色を蟻し この状態をチアノーゼという.

出血と出血性猿田

。 血地の合成分が心隙あるいは血管外仁淀IU寸ることをtJj!hとL、う.

。 稗WIな捌凶がな<.またはf$)!fな外傷でも容易に出血し。出血が寸ぐには止まらない状憶を出血性禦因という.
* 出血性桑田町発隼原因

ロ 血椛純闘機転の異常山被奴個因子の協省血小仮数の減少、 臥小111"機飽隊市

U 血管~Q)陣容 ビタミンC欠乏

響絵r.r

O 風鈴I 腿縄細胞!細菌脂肪j耐 空気などが晦械で湿ばれ 下雌"'血管内腕合間;Q;した場合にこれを塞栓症といい;

違いだもの;，禽除去いフ.

o I民4全焼の敏長，t障では -i.'~便'"舷では脳梗塞 (脳卒中1 を起こし 審t全信に陥った血管の末怖領壊は嶋死が起こる.

痩重

υ 陣絡の栄美動脈に令、激な狭窄ないし閉塞が起J二ると血械がi澗ぎされ

その支配領峨が様化に陥る.よ二の状憶を便事という.

2
4
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鎗鶏育問

箇由形限輿常

緯韮昌

出孔
』崎圏

l合在結節

E7且トスタ:，;cg弘正

E国 lJニ闘
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生後 ITJj以内に萌附した歯ー下顎の机司咽衝に多<.リガ ・フェーデ鳴のE字国となる

畦合線を飽えて位置する奥官官信.計合舗の寓失6ζよって生じる.

忠信の複尖病巣によって後継氷久槍の衝逝に生じる偶喧異常エナメ山線形成がみられる.

先天性梅着陸に関連して生じる桑突然臼自信{形館奥符信)であるa

先天性梅君臨でみられる前箇の学月状欠損である.

情冠の-SIIが街髄E室内に陥入した形館異寓で， 上顎切備に多も、

高度の失美障害や各鍾の全身苦笑息によ町生じる.

2つの術庇が酸合したもので，前舗を共有する.

繍偲形成後に2つの禽がセメント慣のみで筋合したもの.

前副歯の舌側面にある基底結節から切録に向かって"る膨隆.

1:1原切衡にみられ き側面寝においてlIi底結衝の内側で償額郷に向けて伸びている乳.

小臼前 大自信の峻合面中央みられる阿鍵状または体状の過剰結節a

上顎小臼酋や大白貨の辺健リ亀鎌が肥厚して結筒状Jとなったもの.

下顎大自信の近心領側唆頭に出現する異常結節

上軍大臼衝の近ι、音鱒唖頭の舌側面に生ずる劃結節.

I 

急性う鐙と慢性う飴由比綬

IH宅年島 苦手者 中高年者

小寓裂自信 可ド滑'"

穿;，;性 穿下性
tミ凶 国ιL-+7J エナ"""牙壇

速い 重要 い

S白い 強い

多い，温揖 少ない，位機

帯ー包毎号質 ! 少ない 多い

工ナメJ..う飽
。エナJメル償う触はエサメJレイ牲に治って進行する.

象牙貿ラ蝕

~うE蝕第・a一RE冴層・質j目EEE1「l，多L先ー駆3E-一h画厨-屠3一g 

一う飴篤申二m芳「賀ElElr ドl透h四明手届目 rtJ面

歯貨の破峨および多数の細1.が侵ん'"牙鰯管止令康状漏+状の位九
歯賞後穫は軽度{股灰明納入細管内に少飲の細菌が銭入.

由骨質破損はほとんどな<.鋼管内にご〈少伎の細菌が侵L

侵や有陵貿の分解E物fこより.'H'"鋼管内の線維が変性し，混濁{ヒ
ウノトロカイトなどの無梅盛が鋼管内にIt省することで透覗{じ

象牙鰯智治噌制定iこ採石町じ

上'"の分類において

・ ぅ蝕検知彼 ー 割高 崎を可型企細菌は最居まで侵λ

・ 繍覚『第婦はないr

道a直エナメ1"関

多理主酒

3事幽a・
先経盈虚

理濁.

透明毘

棟三"牙慣

コ』
A
U寸
4
4
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鑑胞の分輯 (WH02005)

事L歯の自信肉質胞 (Ejlo伝聞東政)，含歯性健庖，萌幽禽飽，側方性歯周費胞 腺嫌梅原性賓胞

顎管内に発生するもの 禽口蓋管嚢胞，術後性上顎嚢胞，単純性骨密胞i 脈曾性骨寝飽1 停止性骨空洞

軟組織に発生するもの 怒皮g提起額炎皮獲飽，リンパ上皮性嚢胞j 鑓袋砲，甲状舌管嚢胞，粘液裂胞

邑霊
前絡を寝胞前倒糞胞

箇原性腫第由分理 (WHO2005) 

悪性エナメル上皮腫エナメル上皮g，原発性骨内扇平上皮街

エナメル上皮線羅肉頗エナメル上皮線維象牙貿肉腫

且t

エナメル上皮腫!石灰化上皮也歯原性厳司臨腺隊歯w.'性腫lI!，角化褒胞性歯原性腫高 官官牙輯 石灰{ヒ嚢抱性曽原性睡衝

セメント芽細胞腫，線維性骨異形成富 単純性骨質胞

非趨原性腫燭

。上皮性良性腺痕乳戚胆

。 非上皮性良性種蕩静紘輯血管阻 リンノ、管阻脂肪腫i 筋縄骨阻軟制帽

。 上皮性支!'I笠睡場周平上皮懲腺泌

o ~f. 1-皮也意性腫湯 骨肉岨、綜紘肉腫 筋肉腫悪性リンハ腫

属平よ皮癌

。 口腔領域の悪性施儲の90%が癌肺で!そのうち 85%が扇平上皮植である。

0 巾高年に多く， 50歳代が肢を、多いo JIj仕に多く k牲の 15-25俗である.

O 好発部{立は舌で飲いと"顎情肉， 11底， 上顎歯肉の順であるE

。 初期は無症状に逆行し， i並行と ともに諸性修痛を訴える。

。痛性演1'-1走辺緑4、監で易出1凪性である.

0 所属リJノ、節への転移は顎 ド 頭部リンパ節に多く!除去参により政絡を触れる。り〆ノサt性に遺隔転移する三とが多い。

良性週濁と悪4由重湯相比較

紐やか

膨張性

明桜(篠原形成)

しない

しない

速い

漫欄性

不明闘

する

多い
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細胞畑備遺体と役割

1 綴

日 後内には染色体が存在し ヒト守は 2l組 "本である.

ロ 染色体を情成ずるデオキンリボ怯敵 (DNA)はヒスト yと結合し!クロマチンともヴ情3主体を形成するa

Z 細制限

ロ 細胞を包み 外部と境界をつくる脂質 重層で 官官鎖をもっ憐タンハク質が郁分的に縄め込まれている.

3. ミトコンドリア

門 化学的エネルギ物質をあるアデノシンニリン酸(氾刊 の生成に関与ナる (電ナ伝達系)園

4 小曲体

口 小胞体には2種類あり.!~ム唖にリ，f， y ムが付着する制l函小佐休と 付着のみられなし什商小胞体とがあるg

口 組而小胞体て?はタンパク質の合成が行われる.

ロ 滑面小胞体ぞは1脚質やステロイ ト('C訓薬物代;ilJt.Ca貯蔵などが行われる園

5 リポソーム

コ 小胞体に付着し!タンハク質合成に関与する.

ロ 核の;宜酎前線が転写されたメッセンンャ-RNA(m-RNA)が示す溢基記州に従って 待値タノノザ質のアミノ酸配列

が決定されるE

B ゴルジ体

口 組函小胞体で合成されたタンハク質の修飾を行う.

ロ 修飾したタンパク質を分泌頼粒Jとして制問外へ分泌する園

7 リソソム

円 内部に加水分解併棄を含み異物却を消化分解寸る内

U マクロファーンや白血球など食作用の盛んな細胞で発達しているー

8 中心体

ロ 細胞分裂の際にゆむ的t，役割を巣?とす

E
4
1
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さ主体I~成成分と5総書家

o I前置. ßö~質 タンパク貨を三k栄養素という.

，. l1'!鎚

六段綜 グルコース{プドウ路上 フルク トース(来館).ガラタ トース

五炭厳 リポース，デオキシリボース

スクロース {γョ擁} グルコース+フルタ ト ス

マル トース(友Jf僚3 グルコース+グルコース

ヲタ ト ス{ゑ結} グルコス+ガラクト-7.

デンプン.マンサ/.セルロ スグリコーゲン

単檀鋭

2 タシパク質

l アミノ献がペプチ ド総合したものがタンパク蛍 で タンパクを偶成サるアミノ峨lま20税額であるE

3 繍鍵

ロ 生体内て:Ji'越され!エネルギーの供給献や 細胞A艇の構成成分として重要である.

4 無織貿(ミネラル)の役割

ロ 骨院や歯の形成筋肉の収紘や神経の刺激 生体総細胞内の緩衝作)1) 浸透涯の維持!様酵素，血液凝凶

5 ビタミン

ロ 生体の機能維持に必要な物質で1 微量で作川し 生体内で合成されない化告物である.

水溶性ピタミンと脂初役ピタミン止に分預される

ロ 水隙性ビタミンば細胞内で価t僻棄tして作用する"

作一且 -.JI 欠芝Z主

ロ上皮細胞の雄持 コ伎盲症
ピタ‘シ九 f レ千 I~，:'-)

ロロドプシンの構成成分 コ皮膚や粘!I上庄の角化克進

ピヲミン s，<チアミン} lロ植代謝の補醇欝' コ脚気

ピタ主ン 日 (リポプラピン， --1ロ炭酸農水車騨壊の補酵膏 コロ角炎

ビタミン B.<ピリドキシン} ロアミノ酸代謝の楠騨繁 司Il角炎

ピタミン s"(コパラミン} ロ DNA合成 ョ悪性貧血冒 Hunler舌炎

寸ゴ7νン[ニコチン借トーーーー ロ 電子伝遭系の補蝉班 コ ベラグラ

'" _111 
|ロ 皆酸代耐の捕醇讃 コ恵性質I包

ピ叩ミンcCY スコ"ピン酸} ー| ロ コラーゲン合成 o ..血病

|ロ小冊での臼脚 ヨ 〈る嗣冒骨歓化症
ビタミン D(-1:11;";'-71ロ←;;...1

ロ 血情白歯度の関節 」歯の前出遅延

ピーミン1'.<r.コ 7" ロ'.=:!~.!..- I u 抗酸化作用 コ脱力感，下妊

ロ血様優図 コ新生児メレナ
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主体における化学反応

消化と吸収

，. @貨の蜘寂

ロ 1康貸は単線となって吸収される

ロ 単簡の吸限速度は.ガラクト ス〉グルコース 〉 ツルクトース 〉 マンノー司スの順である圃

ロ 吸収後，肝厳へ移行しグリコ ゲy として貯蔵Jきれるが。再びグルコ スとして血中を移行し。細胞でコユネルギ一代

鮒に利用されるe

2 脂質¢咽奴

口 中性目白肋はリバーゼにより加水分解を受け 組汁中の胆汁敵と共存して乳化し 小腸の徹級毛仮に存在するリンパ管

より吸収されるe リンハ管から胸管を経C血椛'1"こ移行する.

ロ 脂肪{主計械工ネルギーと して利用される E

3 タンパク聞の吸収

ロ タンパク貨は加水分解され7ミノ酸左して吸収される.

ロ 単僚と同じく微紙毛快から上皮細胞を総て毛細血管より肝門脈を通り 令'1>に移行する.

口 科磁組織におけるタンハク貨や金素化合物の生合成に府開される.

消化現夏時明消ft:I略家とその作用

M 冨 11 --賀 11 茎盛物

司量虐アミラーゼ デンブンーグヨコーゲン マルト-'.オリゴ樺

ベデシン タンパク慣 ベプチド

トリプシン(キモトリプシン} タンパク質 ボPベプチド

勝"アミラーゼ デンプン，ゲリコーゲン 7 ル トース，オPゴ椅

リバーゼ トリゲリセリド 脂肪111.グリセロール

"ラーゼ スクロース グ'"コース. 7，レクトース

マJレターゼ マルトース グルコース

ラクターゼ ラクトース !グルコース，ガラクト「λ

"成

豚 d支

-，、腸夜

槍貨の千噛1<祖園田分解過程とATP白生成j

1 解槍

ロ ..，慢の供給が4、l分な状愈で{ヒヤ的ヱネルギーを得る目"Jで，グルョーメを現且に分解する過程を解糖系企いフー
代制過額で生成するコネルギーを化学的エネルギー化合物である (AlT'1に佼換する.

】 生成した乳離は肝厳に遷ばれ lCA回路で代謝されるか楠衛生の過仰を経て再びグルコースにな匂。

2 トリカルポン酷ヲイクル(TCAI!!:臨)と電子伝途系

」 細胞円の模索供給が i分でi...n!f 僻槍系の中111産物でめるピルピン畿は級終的に 口五と木4こ分解される.
ミトコンドリアにこσバt調'*ーが存在し この過程で生hletる化学的エネルギーから A11'が生成される.

ロ ピルピン"をから生成したアセチル CoAが 1CA回路に入り ク~/齢となる .

E タンパク質に山来するアミノ酸?脂質に由来寸る腕紡織も lCA岡崎で代謝され， ;¥;11'生成を行う。
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3 血拠値

ロ 食品かb摂取されたデンプンショ糠乳時などは 消化液中の僻棄により加水分解砂受け!グルゴ ス!

フルクトーメ ガラクトースなどの単棒Jとなる.

ロ 単械領は小脳より吸収され門脈内にλり肝厳へ誕'1れ さらに一部は鴨肉内に運ばれる旬

グルコースは貯蔵多舗であるグリコーグンに金合成される.

ロ 也被中には各組の胤館額が存在ナるがグルコ ス盆が圧倒的に高<， '"糠値は"'，夜中のグルコ ス量を示している.

血憾IJIが正常IJ[より低下すると 月晴のグリコーゲンからグルコ スが生成し 血舗肢がー定に保たれる.

ロ 血際{車の調節にはl インスリン ア|レナリ >'，グルカゴンなどのホルモンが関与している.

合 インスリン

11 勝ランゲルハン二九島 B細胞 P合成分泌される.

ロ 肝雌筋肉 脂肪組織に作用し グリコーグン合成 タンハタ質冷成， "同質合成などを促進し

グリコーゲン分解を判刷(血事費値低下)する。

食 グルカゴン

l 胆ラ ンゲルハンÄ~A細胞で合成分泌される.

:J RfFlbでの〆"コーグンの分解や枯骨土を市隼rる結果 ..¥111慣がよ界「る.

合 アドレナυン
ロ 胤腎髄官で合成されるホルそンであるE

寸 肝細胞に作用し グリコーゲン分解金促進{血活値上昇}する.

ロ 脂肪組織に作111し脂肪分解を促通きするE

タンパク慣の千噛4

。 タンハク貿には， ijf.，肉などの動相生タンパク質左豆類などの楠物性タンパタ貿とがある.

。 食物として続除後 いったん構成ア ミ ノ般に消化{された後，帯び生体l:~，、警なタンパク貸につくりかえられる.

。 側脳内に取り込まれたアミノ般の 掃は化学的エネルギーの供給に利HIされ，TCA向精を袋て水と炭徴ガスに分解される

が アミノ庄はア月=アとして進路後に尿素どなり 眼中に俳概される.

1 アミノ融制情造と種類

ロ タ〆パク賀を加ホ分解すると 約 20福類のアミノ般が榊bれる.

U '( 1外られるアミノ殿は一般に L~-アミノ殺でI αA炭必の 4 つの平lこ。 アミノJ人I ま"レポキシJレ基l 水 '" 側鎖が結合し

た似普通をしている巴

口 側鎖 IRJの構造の伺違に，り。アミノ階の種類が決定される.

L 1:34>内で合成することのでさえぷいアミノ酸を必須アミノ酸という.

メチオエン トリプ トファンロイシンバリンl スレオニ/，フz ヱルアラニン リンン，イソロイ yン!

ヒスチジン

U アミノ触は側鎖の性質により!中性，徴性または塩基性に分Z賀される.

-椴性アミノ椴 アスパラギン"を グルタ ミン厳

・塩基性アミノ機 アルギユン ヒスチソ>'，リシン

・ '1'件アミノ機 上E以外の "種額

'48 

一γ

2 ペプチド結合とタンパク質

】 タyハタ貿<tでアミノ酸はペプテド総合で結合している

1 !昨日のアミノ搬のカルボキンル基と Z番目のアミノ阪のアミノ長 'lIl闘のアミノ椴明"ル Kキソル.Jl;と

3奮闘のアミノ般のアミノ基tいフ具合で順次アミノ隊が紡合する.

ロ ヘプチドやタンハク質におけるアミノ僚の配列敵斤は極めて重挺であり 両~~.聞作によってタンパク貿の種規や性質

が決定する.

3 ペプチド鎖が示す忍串的な柑釜

アミノ殿がペプチド結合を死成し， ポリベプチドが形成されると

.E鍬である N-C-C-N-C-C-N の配タIJli，)桶の異なった立体構造をホす.

o "らせん綿遺 aケラテyなど

υ pプリ-'7γー トi荷量 フイプ口インなど

ロ トリプル{リックメ情追 っラーグンなと

4 タンパク質の分姐

云話芸 停をæ俄~:扇 且旦
MO 
2抗ルモン
貯蔵タンパク買
事帰タンパク質
"這タンパク質
峨.タンパク質
自白・タンパク質

笠修司隆隈として・く
インスリンやクルカコン血・・の縄.
卵白アルフミンフエリチン
ヘモグロビン翻凋アルフミン
タラテンエラシテンコラゲン
アクチンミ才シン
~鍵タロブυンフィフリノ-"ン

タラテン
コラーグン
ヱラスチン
フィフリノーゲJ
~tえタンパク質
インスリン
Jtgタロプリン
ヘモグロビン
血清アルブミン

度a 司手毛盛'"毛
煽合組樋

血管量←努笹を示す
血泊仲今血迎調圃

耶ルモンー血・・d潤E
免疫反応
俊泰江湖送

湿ilm:o.:凋剛匪 E面膨通院b量調置

アミノ墨田代制

。 γミノ酸から焦じたアンモエアは毒性が向いため，肝細越中の尿器提サイクルで代附され 保禁止して尿中に俳首坐される，

タンパク質田生合成と DNA

* タンパク質の合成過程

11 納胞僚で DNAの復基配3刷、 m-RNAに転写される@

2) rn-RNA は細胞質に修行しリボソ←ムと結合してタノパク質合成の鋤

を形成寸る.

') タンパク質生合成の剛始コドJ にI-RNAが結合し，h:."パク合成が始

まる.

4) 次のコドンをItl穫する I-II:NA-アミノ酸がリポソーム上..酔RNAと筒

合し ，'"回の7ミノ酸が決定され，ポリへプチド鎖が C);:鵡"に延

長するe ニのOil{、が'"値されても、くz

れ終止コドJが'"議される>ポりベプチド似の雄長が総結し，合成され

たタンハク買がりポソームより遊離する.

興組且・ • ...剛
-掴寅，..，・
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生物はゼシトラルドクマの公1里によって成長噌殖する.

《セントラルドグマ DNA→(転写}→mRNA →(躍的→タンパク質

「

C
A『

q-
錨合組厳由威分

也
筏曲目墨本単也

。五侠僧溜x りr燃の結合物であるヌクレオテドが修館 (υNA.RNA)のl!<本単純である.

o DNAは五銭憾がデオキγりポース RNAはリポスぞある.
コラ グ0/.エラスチン

プロテオグリ j)Y，りノ府賀水分{軟骨約η・‘皮膚70'，.)

Iflタンパク質(ラミエン，フィプロネタチンなど}

鍬雄容;タンハP賀

線維問マ iリγクス物質

線維芽細胞{軟骨細胞，骨第細胞象牙茅細胞など)

脂肪細胞マグロプァージ形質聞きI 眠た細胞白血尽など

ヌク レオチ ド=1-，1幽館基+Ijt告側臨 fリポ ス ヂオキシリポース)+りν酔

刷 Aを附する有機阻 A(アデニ叶.G問中)。じ(シトシン1'.T (テミン)

RNAを附成する有機塩焼 A (アデニン)， G (グアェY)，C (シトシ叶 u (ウラシル)

AとT. CとGが水察結合することによって DNAの..:lI!らせん構造をつくる.

DNAのA.T.C，Gに RNAの附成実禦である U.へG，Cが附術的に対応」悶唱Aが合成されるa
コラーゲン

0 附乳動物で最も多いタンハク質で総タンパク阪の約 30%を占める.

。 皮膚骨髄軟骨 1 歯などの主な線総成分ぐある.

。 フミノ酸組成で共通の特徴は グ!J"// (日y)の含量が成も多〈 主アミノ憎の約 ν3を占める.

0 アミノ限配列は GI)'-X-Yのくり返しである.

。 合成にはビタ ミンCが必要である.

。 他のタ ンハク貨にはほとんど存在しないヒ ドロ キγ リyンキヒドυキゾプロりン合含んでいる.

0 骨l 皮膚.I隆.1農u貨などの主体を占めるコラーゲンはI観ロラーゲンである.

。 コラーゲ:.-1枝被を'"概すると，約 ..，t;でコラ グン分7丹、リッタス構途/j:jj拘れて，ゼラチy に変化功る.

it;(C 

・A・7
勺・7・J2丘l

•• 

巴

E

ロ

分.
伐刷骨 tt'.HT セメントIt・a栂命令と
軟骨

Iと同じ血管堕胎盤などに多い

I，lib'i.f;! 

lとほほかjじ鮎鍵皮明什など

肥k・11;11細胞"-ij(内軟骨骨化1

一一

l
u
悶

w
v
x

脂質町分類

。 脂肪{ト "アシルグりセロール)は脂肪般企グリセロールのエステルで。駅間重量には勉和脂肪厳と不飽和脂肪厳とがある.

凪点 t・C)
唱4

" 6:1 
70 

4 

5 

11 c. 

.筋合a ，. 
Cl'，(C[!，)，.COOIl 

CII，(口1，1"α灼11

(;1 [.(CI 1.) "COOII 

CI[，(CII，)"COO1I 
CII，(CII，)，CI("CII (CI[，)ん仁>011

2 じ11，(CII，)，CII竺CIlCll必11竺(;11((;11，)，(;(焔11

CII，CII，CII也日IClL，CII川 (;11(;1'.CII"'(;11(Cll.I，Cは'"

CH，{Cl1，). (CII'-"Cll(;1I，)ιじ11，(;11，じ0011

造

間動恨の桶煩と性質

脂肪臨名 縦横叡

ヲクリ:.-Ift! 12 

ミリ;)，1"傾 川

パルミタ:.-111 16 

スTアリー'.段 '" 
オ νィ>~純

リノ-~限 18 

リノν>，際 '" 

77'"ドンa・'" 

)51 

脂質の千噛忙ヱネJド手ーの生成

o動物性納崎 (トリグりセ リド11よ小腸内で騨緩からのリバ ゼによって加水分解され。号ノグリセリドど脂肪徴金生じる.
O 腹部リンハ特かり胸管を通勺て循環系に入り I 脂肪組織や肝般へ運!まれる.

o 脂肪組織へ送られたトリグりセりドは貯蔵エネルギ-!となる.

o 肝臓や筋肉でグりコーゲンの合成に使われなかった過剰のグルコースが断附に変検され帯績する.

会 臨紡磁α画化(~-酸化}

ロ 脂肪の風化はトりグリセリドのグリセロ ルと脂肪徴《岬'"*分解反応ぬ‘ら始まる.

U 脂肪慢はミトコ y ドリア内でPー荷量化によってアセチル基を僻厳しながら。炭点数が2つ少なL‘分子止なる。
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D カルシクムはヒ lの身体を偶成する元素の中で最も多b、
2 体内に+rl生するc，の99%以 lが骨(硬組織)に作権し.1.浅町 1%婦は血液および軟組織に存在し筋の収縮，神緑伝達，
血被補選回々 ど 1¥要な生埋機能を組っている.

~ I包消 c，と 問。「模度はそれらのイオンの体内への取り込みロである"輔I 貯蔵庫である1't，排世ロ{待吸収にも関与)

である腎輔が関与するホメオスタノス機構によって調節されている.

'" )つの主~f，i:臓器に作刈し c，濃度とリ ン殿温度を調節している3つのホルモンがある.

笠鐘虚産盆

liD町線線成分

1 リン酸カルシウム

ロ 生体内に存夜するリン般化合物はオルトりン肉質 (H}'O.)またはピロリン酎 ULP1o，)の説場体である.

2 ヒドロキシアバタイト(Ca，.(Po.，).(o.同，)

1 結晶の大きさは骨や象牙質問ま道沿 0)0司70入Iエヲメル債ではその約 10僚で IlOO-2.100><150-250 Aである.

ロ アパタイト~情成寸る是小単位は平行J、面体をした単位抽から組み立τられている. . 
円 組成はc.が 10molとro.，ll'6 nDIよりなるので， CafP比はそル比で 1.67 そのis量比で 2.15となる. 1 副閉状w同レモン (PTII)

n 上皮小"ドホル司Eン パラトルモンともよばれるホルモyで!捌巾状線から分泌される.

ロ 主な作用は，

1) 腎蹴に作用してc，の吸収を促進する.

2) 憐臓に作用して Iα25(OH)ID，の合成を促進する.

J) .t!に射しては骨非細胞を介して骸骨細胞を賦活し， 'jtの溶解を促進する.

制上記 lト 3)の作別により ri札消c，濃度は上昇する.

3 その他の線級成分

1.1 'C.Itは飢位深さによってその組成が異なる.

①安婦の歳l交が内部よ り高いもの プッ素鉛衛おt鉄スメ十盗難

C!lU層の濃度が内部より低いものナトリウム マグネンウム炭酸
@-様に分布しているもの ストロンチウム鋼フルミェクム!カリウム

2 カルシトニン

ロ叩状線から分泌されるホルモンである.

l主な作用，. 骨に対して骸骨細胞の数の減少と機能~Ii細企介して骨の的解を抑制する.

口 上記の作用により血清白担軽度は区下寸る.

3 活性型ビタミン0](la).5柏崎1[)')

円皮膚への紫外疎照射によ り 7デヒドロコレスチロールがピタミンD，へ変換される，

このピタミン Dlll'肝臓と腎臓てホ闘酸化反応をヨけ lα25(0.1-1)10)という括性型へ変換される.

n 主な作附は

川勝管に対しc，εリ〆酸の吸収を{魁過させる.
2)骨に対して骨芽細抽を介して磁骨細胞を限括し，什の稽解を促迎する.

n 上犯の作用により血清c.濃度は上昇寸る。

4 エナメル貨のl¥t量売禁フッ素(，)

ロ アパタイトとの反応はファヨ誌の温度によって災なり!四歳度の場合はフシ化カルシクムの沈殿が生じ

0，.，度の濁合はフルオロアハタイト((冶 "，ro.，WJが形成される.

ロ フγ化カルy ウムの沈買震は 最終的虻はプルオロアパタイトヘ移行する.

フルオロアハタイトはヒドロキンアハタイトに比べ大含〈 格 F欠陥の.ない結晶でI 機溶解性が低くなる

(耐酸何が構;-).

歯由有楓成分

、エナメル貿のタンパク質
口 骨や象牙賀セメノト賓の主穫な有織成分がコラ グンであるのに対し，エナメル貨はその汗加定期の幼若エナメル

債ではエナメルタンパク賓と併される7メログ.:::;..- エナメリン合会む.， 
円 エサメルタム川、ク慣はヱ寸メル芳細包によって合成され石灰引口、巡むにつれ減少し。完全に成熱し於 3 ナメル貨で
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分梅園鉛

は0.2-0.3弘である.

アメログニμばエナメルタ〆パク質の主体(約 90旬。を占め 成勲に伴い消失する.

エナ〆ジンは酎生タンパク質アパタイト結飢に強山、緩和刊をもつが 成熟後も少最峻存する.

〕

門

2 保身貿とセメント賀町タンパク質

ロ 象牙貿およびヒノント質の主たるタンハク貨は I>r!コラ ゲyである.

ロ ホスホホリンli象牙賀に特異的なタノバク貿(象牙質りンタンハク}である.

ロ ホスホホリンは象牙jf細岨がE量生し，象牙E宅街灰化に関与している.
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カルシつム量度の個節岨構 亙返」巨

円骨や歯の有機マトりックスにりン敵カルシクムが沈着することを石灰化という.

-iO-

Jい

血清<1'のカルシウムとリン歯

。正常血消<1<の金カルγウム様度は 2.5mM (10 mgfdf)であり その船 33~~が血消タンパク貿と結合してL 、る.

o ，.情カルγウム議皮は桶々のホル-l'/によりきわめて一定に割節されている.

。 リン111.度は年怖や11:和状態によって変動ずる.

石炭化のしくみ~墨貧小幅誼~

o '"質小胞は主として軟骨細胞!骨芽細胞}象牙芽細胞の近くに観mされ 石"'化JI!'台節依の小'包はアバタイト結晶を含ん

でいる.

o ，ナメ，Vi(の有灰化開始榔位には存在しないー

。品質小脳同lに，..アルカリホスプアタ ゼ ピロポスフアターゼおよび八?ωcのほか リン脂質を合んむいる.

0 ピロホスファターゼはピロリ ン殿(石灰化阻害物質)を分附して アパタイ ト形成を促避する.

箇と骨¢垣灰it<明書徴

o zナメU賓と象牙質の有"化は 共に一層の~ナメル芽細胞と象牙芽細胞がエナメル縁牙岐を介して正反対の方向へマト

りシクス形成とその石灰化を続けながら交代していくという明確な方向性をもって進行する.

o .ttの場合 絶えず古いオステオンは砿怜細胞によって担慢され。骨芽細胞が新しいオステオン会形成している.ミれ"骨の

改造 (リモヂヲング}左いヲ.

。 η平ヂリシゲけZ ナメル笹t.!T!.T留予 'Iみhhftい

。 エナメル賓の石灰化f1 幼者エナメル貨で形成されるエナメルタンハタが イヲ灰化につれてほとんど分解され消失する.

またその石灰化も骨や象!.j'質企は異なり 二段階で進行司る(二段階.t.ifR化彫成期ど成熟期)

活性化
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白 医薬品は全て国が定めた“薬事法"と厚生労働大圧が定めた“日本薬局方"によって 1 その取り敏い矧途成分規協

などがIJlj制されている.

薬事澄

o ，記~品! 医薬師外品 f'粧品および医J索機器の品質!有効性および安全性の碕保を目的としてその取り扱い， m途l 応問
等合規制した法律である。

議事法による医譲aα霊祭
1 同本来同点に収められていo物 局h医薬品

2 人又は動物の袋荊の稔附!治僚又は予防に使用されることが目的とされている物であっ℃ 機械器具。歯科材料I 医療用

品及び衛生州品(以下 『機械器具合手』とレ''J.Jでないもの(医薬部外品を除く)回

女 医薬品には

・ 局h医薬品 多くの医療行為に使則される薬物唱他!隙紫l ワセリン血液!石膏〈ただし歯科用 でなしゅなど.

- 局方外医薬品 厚生うら働大刊に承総され ζいるが 日本薬局方には未収載のもの固

- 治験莱 医薬品承認前の臨床献験中のもの.

薬事途による医薬郎外晶品定車

O この法律で f医支部外品J とは!次に褐げる三とが日的とされている〈 部紋粋).

口 吐き気その他の不快感Xは日奥新しくは体臭の防止

合 主な医業郊外品口臭/体央防止削}浴用剤薬川岱附き薬用不敵 殺虫剤なι

薬事法による化粗品¢定義

O 人め身体を的潔にし美化し魅力を閉し!容貌を;a;t，又は皮膚ポしくは毛殿を健やかに保つために!身体にi:il.擦

散布その他ニれらに刻似する方訟で使則されるこJどが円的とされている物園

合 主な化粧品

藍髪料口紅歯磨き石鹸など時

薬事法による医晴敏器由定義

0 人若しくは動物の疾病の~断 治僚若しくは予防に使用される機械器具をいう。

* 土え与広療織器

歯科用ユユッ! 前科用エンジλ 歯科用金属 術科用ワ yクス 義!iflA二似料恨智光境材I 歯科用印象材

歯科用石荷医線用ハサミノピノセッ ト 体温計注射筒 液射針 γクメ線フィルム衛生用品など“

日本薬局方

O 医薬品についての性状および組怖をはかるfめ!その効力 強度!品質ならびに純度を規制した公定書であるe

寸 厚生労働大臣が定めるE

口医薬品の有阿帆安令姓薬矧量は凪蛙立品五主主主a

口 5年ご止に改正される宮

口 法的強制力がある。

口 薬事法にJって作成が耗務付けつれている。

U 薬事 食品衛生帯議会の意見に基づく巴
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医議昆の分類

1 般同窓薬品(市販薬大衆薬 OlC (o町 tlr-印刷~r oJrug)) 

0 舵の人が薬剤別判などのアドノ、イスのもとに薬局や iラッグ〆卜アなどで購入し 自分の平断で使用寸る薬.

指示されている州止の範聞では比較的安全とされ，また，似こ Pも使b、やすいよフに工夫されているω

O 効能効果日本熱 保水 せさ 胃痛など症抗う1ら擦がili択できるようになってL、るものが多く 使用量やi史川方

法などをわかりやすく記載した説明書(係付文占)がつい亡いる園

2 医療用医薬品

。 作用や使用方法などの柁で医師 um区師!薬剤川日などの専門家に kる管理が必愛であり;大部分が保険適用されるa
*処)iせん医薬品

薬局開放省または低薬品の町民μ業省が 医師等からの処h筆父イ寸を受けた荷以外iこ対しては 正当な組曲なく販

売または授与してはならない医薬品団;事法情的条第 l'頁).

cx)杭商業 n主眼剤 ホルモン製剤など.

OTC匡譲F凶D分麹と専門家のアドバイス

O 薬品の台自寸る成分を 副作用 相互作刈!使用方法の娠し主等の項n-('評価し 可つのグノレ←プに分額している固

1) 第 l矧医薬品

OTC医薬品とし ζの使用経験が少ないものや訓作用 祁瓦作用などの項日で安全 1[:上 特j，j主Eを要するもの。

2) 第2liH医相品

副作m相互作用などのよ芦目で安令，t'~上 注意を嘆するもの。またこの中で。特に注患を嘆するものを指定第 2類医

薬品とするe

苅第3瀬医梨品

刷作用l 相互作用なrの項目で安創性上 多少注意を製するもの険

ニー一三斗一一ご:二王~"・皿 -&の毛".. 員期腸
J置を園入.. 恒也，.. 耳慣帽がーー聖用い，.倒古れ置す.(・置)

帽 1;::')スクー l 
二o・纏帽・貨を楓ををし入した曹た.・る創a2MBににSaa必aaEaEaUzgz情鴨"・・・sががa・・蛾g置時ささをnれ廟gまいRE1てrga蜜.{{.'倹E，さ'.}}れます.伺"句麗眉)1主..留置甥有限.開刷.

鎖2・，..局 開園圏直圃'"咽E
{リスヲ.比眼民掴Eいもの} 億刻舗

また"

ビ{リタ主スミeクン・taF・蜘Ca酌含、有漏‘g化い.. 寓も..の}
...‘売.

鏑3頭筆卑属 ご咽置をした・宮"‘iS'-flf胃帽が蝿悦され宮官.{置薗}

合 ヲ工ネリックE薬品 [後発医薬品)

ジェネリック医薬品，，，よ。 梨茶の勉占杭販売期間f(白胡性 ムィ全性を検証する再審査期間及び特許期間)が終了した後に

発売され。 新薬ど同じ向効成分で効能効果朋枝、用量カ，!<;) であり。新来に比べて目玉価降剖亙薬品のこ>である.

『

d
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4
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麻灘

o .縁4足取扱者は郎遭府県知事より麻薬施用者免貯(医師歯科医師)隊員信管耳骨免許 {医師 歯科医師I 薬剤師)金受ける‘

。 也慣性，依合性があるので隊司;t..>.tr1自陪怜率酌鏑体』によって，保管I 使用が綴制tきれている.

0 保管は他の医薬品と厳密に区別して 鎚のカ・かる胆定した堅固な絞備(たとえば金胤)に保管.

。 使JIIは麻布使用許可免野量保持者(l)J，人

。 処);賓にその免併援の記号I 番号および記名 紳印をしなければならなも、

O 麻薬の容器には f麻Jの記号を付す.

向繍得環

。 智慣性!依存性があるので， r~~および向精神薬取締法j によ って 保管，使用が線制されている.

0 保管は健のかかる設備(たとえば金庫)に保管.

0 容!.'!Iニは「肉Jの記号を付す.

。ペン トパJレピタール(パルピツレート) ペyタゾンン!ベンゾジヲゼピン化合物など. 

.，震
。 得業はそ叩限撲の容器又は直亜の被包に 盟 刷 F 向陸 自:事:判.....-r -'l-lTJfJ民地内曙lの主宰が配線されてu、なけれ

ItならなL、.

。 他の物と区別して}貯雌し，又は隊列しなければならない.

0 種集を船積 陳列する場所にはI 拠金値さなけ'uまならない

a開薬 自除 l 

0 劇場たはその直接のr.:~文は直後の敏包に， 白帥に~怯 朱 己主'"恥4 で 手の品名峰"，嗣Iol 'ÍI-~乞カ記載されていなけれ

ばならない.

。 他の物と区別して 貯蔵し文は陳列しなければならない.込且昼旦盆盟i主主le<

総枠

日本集局方による保存畠E

。 繍削減LQ:: 20't，常温 15 -25"(; 宅温 1 -30'C，微温 30-40't. i"i1，;r: 1陶 15't;

保存容器

o O!J附蒋桜紙箱や紙袋などの簡単の容棋で。液体や気体のB毒物山混入を怖くのは難しい.

0 気密容器揚 ガラス版べ;-w プラスチγク本器で 固形液体の興物の混入を防ぐことができる.

0 符針容総 アJプルやパイアルでω 気体の浪人も防ぐこ止がでさる.

o .iE光容器光の通過を防ぐ容器.
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処方也M>交付義務

。 歯件医師日正第"粂により義務付けられている.

。 処みせんによらない事斉の投与はIl<M刊誌止である.

処方ttM>橿描

。 院内処方せん診察しても勺った病院内での処万せん

。 院外処方せんお織してもらった病院以外の薬局に持参して処方してもらフ処方せん

保存期間

。 保険桜町開設相乱調剤桝みとなった処万せんを その日から 3年間保存しなければなりない(薬剤師法第 27条).

麻到底処ノ;i.¥tんもこれに剤じて 3年間乃保仔.

。 病院絡の医療機関では限療法路行規則第 20条の 10によ り，2年間の保存義務になっているa

処方t払』記監事項[副司医師注脂す漫則第四条}

1)患者の氏名

2) qニ献または生年月間

3) 襲名 ー般名慣周~ . w陥商日名賂名のどれでも可.
41 分 畿内JII!Iiは l日量i 飯原柴は 1回象外周業は役与総』監と して褒す.

5)用法服mJil! 役与最を記総{例 食後あるいは食間 '日3回服用 3日間分).

6)州 最胤位は嗣形業剤が富島，.液剤が 1111 鍵剤やカプセル剤はその敏 (IT.ICap.) • 

7)発行の年月円

制使川期間 発行ヨを含めて4且血不正幼司 ‘ " ~ん
91病院笛しくは訟策jJ荷の名体及び所在弛又は副首将医師の{知育

自主言
10)記名仰向l文ば署名

f哨)主語
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競理作用の迄窓彫式 門 様物は l回のみ役与する場合と反復役与する場合がある.附者を制服といい主として鎮痛薬に用いられる.

口-li<以上の血中濃度を保ち 作問の持縫と効果をがJ傭に期待する場合には 反復投与を行う.
星

薬物の適用により特定の細胞 ー組織'Imの機餓色合3充溢される揖合

.. 定の細胞組織 墨官の懐能が掬刻される暑合(伺}白血眠薬による中伊抑制など.
宮様

。 事物の吸1奴速度が 俳権速度(it1失速度}を上回った場合，薫物は体内に書館積する.

援理作用申分盟
耐 位

。 薬物の反復役与による生体側耐ニ感受性の低下. 初回の効果金得るために附量をI~量しなければならない.

0 薬物代割柄，携の飯場が原因のひ>つである.アルコール!モルヒネ パルピヅレー トなどにみられる.

1轟銭作用と聞録作用ー」 薬埋作用刀強珊停による分額
.三過重庄盟主鐙聖堂堕盟E夜直作用の発現時閣による分額

全身作用薬物が全身循環に入り現理作用を示喝嶋合

局所作綱薬物の適用錦位に限局して集理作用が指廻するa・合.
主作m 治療の回的岬j則されるもの.
画制作用 治療上不必要な作用または降杏仁なるような作用

醤慣震柑依存

全島作用と局所作用 タキコィラキシー

。 比般的傾時同'"仮復投与で現れる感受性の低下をL、ソ.

主作悶と副作用

t畠力作用
。 薬物の適用によって!その夢物に対して将衿的， 肉体的依存性が生じ 投与の中止が悶嫌になる現象9吻その薬物を迎附し

、
o !Il物の併用により薬物の効処が噌強すること企協力作用といいJ 同加作用， 佃東作用がある.

続けると習慣性令指ぴ 耽溺{たんでき}盆状金鍾こt、
L 続神的依存 {習慣)

・ 業物に対して精神的欲求が強くなった状怨で 築物の中斯により精神的に不安定になる.

・ 強い欲求のためその薬物の使用を意志でコン!ロールできなも噛迫状悠

1)強い不安 薬物に対する敵しい欲求 2)容飽的には退操縦候{鋭断症状}なし個

0 効果の強化や副作用軽減を捌伶することができる圃

指筑作用

。 染物の併用により いずれかみの符定の作mが被羽される場合を袖杭作IIJという.
。 情術作川を包こ寸l!i柑を佑抗当事(アンタゴヱス j-) t~ 、、、 仙私される側の柴物を作用挨 (7プエス ト)企いうa

O 袖抗は大きく分iすて，鍛合9切A抗左非授合的結銃がある.

。 非綬合的他fj'i/;!:，生廻学的梢抗，化学的!/(杭，そして生化学i(.Jld'抗の3つに分けられる

f 肉体的{身体的)依存

・ 断茶/減実際により身憎 句異常(退薬症候I 務断症状}を生じる状態"

ロ il!司高雄候(厳脱産状焚傍証状)

身体依存合形成しゃれ、業物を長期服用 していてl 患に胤胤を中止 したり。減最したり した時に起こる起状.

不安不似 照煉!阪戦(ふるえ} 発汗l 愉にせん安宅けいれん必どの起v
期量反応幽線に関係する周跨

。 無効A 椅疲幼S粧を現さない単.

o hを小釘動lit(限肱} 治練効果を現-t最小の量.

o R 効JlL.を小釘物最と占最大 白効量のI~Jで十 通常の拾錐

100 

0
 
5
 

2岨
明
日
首
凶

"・

に俊則される成人員.

O 借入白効盤 中場症状を示さないn医大量.
O 中毒量生体に中毒定状を発現させる量.

O 厳k耐lit 死をさたさない最大肱.

O 厳小委主従匙 初めて死をきたす般小t

o F.D" (50~Q有効iõ\) 一昨の動物数の 却%に効果の幽る晶

o LO" (50""致先量} ー鮮の動物数の j(J%が鋭亡する

きi
。 中.量
鏑効畳 ‘ーー有効畳ー一・ 一←一一一一一一一・致死霊

。 拾晴係数 〈安全駿;L!)"と EO..の比 (LDゅ/m，.)のこc..rn ー の箇tJ~*~也、np'I;:合併部高い政均 pある園
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盈~

薬物動制潮(経口l~与された業噛のZ命}

1吸収

ロ 薬物の吸収{生体膜通過)は}受親雄前送あるいは能動船送により行われる.

d 敵性l!!境下(凶)では弱雌性薬物が吸収されやすく 溢耳性環境下(小腸)では恥)Jl!必性築物が吸収されやサ旬、

薬

経口段与

O 鮮日適用された業物の大部分は'1勝粘膜から吸収されるが， ー術俗口腔J 胃， 大掛かbも吸収される.

0 宵! 小腸かb吸収された薬物{玄門脈を介して肝臓iこ入り ~岨を純亡全身にb 、きわたる.

品
。 作用の発現が迎い{緊急時には不向きl.

u 吸収が渥(，健体差によって暖収の健JIが奥なる[薬効が末修業l.

Q 肝障での代衝を受ける{釘園通過効果l.

3 安全である.

J 簡便，慢を資的である.

J 敏玄な滅菌が不要である.

J 作用が緩和である.

3 持続王寺聞がSをも、 3代謝

口 主として肝臓の難物代別酵素の作用じよって起こるが肝醐以外でも起

こるe

口 薬物iま代紺を畳けて水溶性を高めI尿細管からの丙E買収が減少するとと

もに俳植が促進するe

じ 酸化還元加水分解反応を議 l栂反託。抱合を第2相反止という.

注射

。 振放は直接組織内または血液中に入るの巳投与した薬物の全量が吸収主れて循環系に入る.

。 注射後投与郎位によって異なるが，ー般に急曜に般商品中横度に遣するため作用は急対4ヱ拠れる反面血中漉度は急速に
低下し作州の持続時間も緩い.

4. tl~ 述

U 薬物は来変化の実ま あるいは代劇金受けて腎臓t肝臓乳勝目量被服などから4摩地される.

生物学的学証朗 (TI12)

o 業物の血中濃度が50私に半減寸るのに拠4る時間のこと.

* 笠物学的半減賜如懲燥することは

・1口，])1短縮4る纏合代謝速度が速いとき，排粧が速いどきI 酵素脇謙占れたとき
• Tnが延長する均合鵬肝循環を才る紫物特像健，肝倹能の低下{高齢者) 未発進{小児}

コw，事を伴h
" IId刷、必要
コ 作用が急放に現れる=剛作用の宛裂.

コ 染物アレルギが起こる喝副主II篇になりやす丸、
J 医師または骨議舗が行わなげればならなL、

且a 
作用発現が速いa

(~"内〉筋肉内〉皮下・皮肉〉経口 ， =今安急時に有111

J 効叉が大きいp

ロ 吸収が確実=効'"が偉業ー

J 吸収の速さは般に，

俗宗内〉筋肉内 〉 皮下/!i.内〉経口の順で，

翁燥の持続性カ~t奴の滞さと逆の崎係であるー

3 初回通必効3更を受けずに全身鏑療に入る.

3 

吸入

。 吸気t 絡に故人寸ることによって}気道を介して肺日より抜収させて!主に中侭神緩系に昨月jさせたりI

気温あるいは気管支に作用させたり寸るニkを目拘にする投守法.

合符徴

口 肺胞からの吸収~tI ((.JIこ役与勾気作樽発性{自体の役写

J 肺からの吸収は速い当脂溶性薬物的吸取は極めて良好

-， ・2吸盈~o，肺の風機循e骨量が吸収6ニ蛇警

ヨ通常は肺から排雄

U 恨中薬物濃度の側節が比般的$~)

円 吸入桝E幹事狭心(11沿線蒸気管支梢恩の治療などに応附

生物学的利用事[バイ才アベイラビリティ)

O 絞与lItに対する全身循環血液中に入った薬物量の比単.

O 怜脈内投与での生倖利1111能はlである園

O 経円役勺では金盆が吸収〈されるわけではたいので 1以下と必る.

0 経口役りでは初回通過効架を受けるので l以下となる.
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初回通過効累

経U校与された寮物は， ¥'1や小腸などの梢化管 {必勝下旬とu/o粘膜を除<lから吸収され上胸間膜俗脈を介して門脈lζ

入り ! 令身鋪'"に入る附に肝閣で代~Jを受けるこ Jてになる. これを初回通過効果といフ.

経口役与

時間
j金与

血
申
薬
物
漢
度
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塞盟室主主 盃担金費量

家物語食濠白目的 全身麻餅llI!

o "f逆町川こ全身の知貨と意誌を泊失させる薬物を全身麻縄明iという.t 原因調銀法

疾病の病1Y(原因)となった元を薬物によって肱去し，完全治舗に向カ"，せる療法をいう.

女 原因療注舟例

ロ lii:荷揚阪

。 吸~麻酔事t僻脈内麻郡薬とがある.

病原微生物によって感染症を起こした疾病に対して 抗菌離が病原微生物合従厳させ!戚染症を治告させる.

口抗痛剤

街組織を消滅させる.

ロ 解帯薬

島司~JやE慰金属額の訊飲によって生じた中毒位状を険会する.

向精御蔵

2 対症棟;去

疾紛の州国(原因)となった元を除去でき寸・に その疾病の州問〈脱出)によって生じた症状のみを軽減させる二と

によって 忠符の苦痛を"'らげるような療法をいヲ.

* 対痘療溶の酬

』 解烈 j尚炎鎖高草案感染症によっ亡生じた鎗熱受術!炎症;'与の症状会和らばる，

ロ 降圧業降医"1尿実利尿作用によってi色濃最(血減最)を減少させるー
l繍尿病楠僚柴インスリ λ 経口笛尿病治簾業など. 鏑痛'"

ロ 他峡剤など.

3 予防祭法

病気の!>Ii<を了予jちする目的で行う僚辺をL、う.

* 予防線浴田例

門 下防後繍

ロ ワクチ〆

4 繍充療法

笑，，(虫F酸化窒素} 怖から暖収し中憶に作用する.

，、ロタ-.エンフルヲン。イソフルラン 府俳湾賓の調節が容易である.

パルピツレート毘プロポフォール， 官事隊内注射により投与する.

ケタミンペンゾジアゼピン 作Jln署捜が速やかである.

韮a担-・E・.....JL.一一一一一一一一特~
ベンゾジアゼピy系薬物 不安緊張を向らげるe

三環系統うつ薬 MAO阻害実 うつ併に用いる.

クロルプロマジン，ハロパリドール 統合失欄症に拾僚に周いる.

属議E

強い 弱い

中継〉末櫛

あり

麻 会長モルヒネ!コダイン

合成麻安定 フョιンタエル

非麻薬ベンタゾンン

小紹守末楠

なレ

非ステロイド性杭炎能検

アスピUン，ジクロフェナタ Na.メフェナム僚I

ロキソプロフエノ，アセトアミノフェン

ロオルモy刻

叫 ピタミン剤

寸鉄鋼"ど

局p!i麻寄与議

。 局所必川浄環は，投与部位制旭日感覚神経線維における痛みの刺激伝碑を 時的に遮折させる.

U 作用機序(;1:-1ゆ経緯絡のナトリウムチャネルのEE断(憾の安定化)である._1 え』一二二二コ「---_......徴
体の峨能維持に必要なもの企補充rる!またはそれら物質が欠如した均舎に補充rる銀法をいう.

* 繍究康宏司例

エスル市 コカイ-.プロ倉イン，テ卜ラカイン 仇昨ドu)偽コリンエステラ-1ぎにより分県

マミド型 リドカインプロピトカインメピパ吻イン 野闘で分解される.

* 局麻〈のアドレナリンIII佃町目的

周所属訴E制下用時間的延長 作用の地強 中誕の子制 11血と手術""'確保
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パエシりンンヨック 胃.障害肝樽'11

W障字毎

主里担墨
ヘニγ リy系

'̂ニン.リ;/C，.7 j"ピンリン
ー
セ '1ム系

"フアグロルセファレキンン

銑，m.施ステロイド性銃炎症娘

。 ホスォ、リノ、ーゼ八こを開Ll写し アラキドン隊の遜障を抑制サる.

ープロスタグランジン ロイコトリエy 卜ロン Kキサンの生成を阻嘗4る.

。 代炎桜刷鴨皮質ホルモ:--('結質コルチコイ卜サ コルチゾン ヒドロョ，νチゾン

作成副腎皮質ホルヨ(-/'プレドニゾロン トりアムンノロンデキサメタゾy

O 副作用易Iii尉生，骨伺.fJI!f.，満月銭顔貌 (ムーンフェース1，消化性演績など

コ』
A
U寸
4
4

細飽'1:1守成限手陣。ラタタム系

ショック，，，，陣容

内耳等援席魯{簸聴立衡感覚障害}

伽障害

硬組織形成不全院牙脅色

再生不良性気血

タンパタ合成R!-~

アミノグUコシド宍

ストレプトYゴシン。カすマイシノ

マタロラノド系

ア戸λ守マ4シ竺bエ斗λーゴ壬主ン
テトラ仲イグり〆

ミノサ1.'..2.ン，ード主シサ正タ斗ン

717ラムフェエヨー"

エ孟ーキノロン系

オフロキ芳シン ガf才ロキサシン

蹴

一一一
円

四
問
一
市¥
匡一

戸
川
品
川
l}
E

on

-
-同
-

9

-
z
 

n
w
H
H
O
 

mω 
ハ訂

H
O

非ステロイド笹葺炎症東

0 シクロすキシグサーゼ合限潟し，プロスタグヲンゾン，

トロンポキサンの産生を仰制する£

。 代炎~ アスピりン インドメタνン，ロキソプロソエン

ジタロフェ}ーク.，リウム メフェナム般

。則{刊!l:'l針息宛作!消化性1積場l 腎陳&，出血傾向 など

中似.. 経系陳書付いれん光線過敏症峻般合成庖省

止血藁

'" Tlu¥i 

筑ヒスタミン議

。 ヒスタミ ン畳事体 (H，受脊体)を遮断し，ヒスタミンによるアレルギ一作用手伝抑制寸るe

o ジフェンヒドラミノ クロルフzニヲミンなどがある.

0 副作用には， n尚ベ咽民況がある.

同a

種
」

血管....液のタンパクを極通園塩化アルミニウム 随厳アルミエクムカリウム

復化セ'.ロース，ゼラチンスポンジ，

ア..ギン径十トリクム

PロンピンIi綱

型車
] 

血波タ Jハク縫図案

物理的止血

毛細生管の止... に尉いる，

Il1t施困機序に作用して，相凶を促

遣させる.

血管墜を硬化し 血管透過性充進に

よる出血を防ぐ.

グラスミンの働き剖闘し0・Ji習性を阻害する.

来摘血管を収櫨させる.アドレナリン

フィプリノーグン製剤館、百因子製剤

第民間子製剤I ピタミ /K

アドレノクロム カJレノ〈ゾクロム ピタミンC毛細血管噛化藁

局

所

性

止

血

華

全

身

性

止

血

本

吸収性-設

凝固峨F芋作刷費尽

血管収縮'It

JIa複硬悶拠ini

自律縛経系運動待相ζ作閉する薬鞠

自陣列峨系における縛臆位置・貨とを使濁在およ""容体

主旦旦旦主~
」里旦0ト」塑'!--<J:i-

山一四醐.，・..IItOIIIIIII
掴麦畑 t仰向山3・a・"， 怯... 緩勿.，， お

白線..・••• コチン田帥醐ω
医羽..筒

同テルコリス柚}

.嗣 R・~、 E瞬間制賢 ~ 
一~ ・・・・ 血中ヘアドレナリJ分泌--------v (=コヨ時間

同質問 ン<して四置で トラネキサム風イプンロ yーアミノカプロ〆般抗プラスミン薬
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幅一
回静岡叩帽山

岨湯量 t皿.. '岨過労泌】0)竺 q命
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.. 両院施

輔叩

.，宵.
="，:;..w:剛一
日帽

市山ユイ刷
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消"J医 7 有機色素頭

ロ アタリノ}ルは名積化酸菌p 特にレンサ線薗，桝幽などに殺菌作則金不す.

口 土体総鎌に"して略国様性が少な〈 深遠件Jがあり，有機物の存在下でむ効巣は減剥しない.

口 紘歯術粘膜 tJ傷面作風向所の洗浄に 0.05-0.1 'Y~液を用いる圃

口 皮膚や/</lHIζ付縛すると策決する‘

コ』
A
『

4
4

1 酷化剤

口 組員安化水素は組織中のカタヲーゼ止反応することで徒主捌の酪務を敏州し，酸携の織化作J+Jにより終菌作用金示す.

2 ハロゲンおよびハロゲン化合柑

') 極点およびその化合物

叩 IH312 
ワイルス | 

勿調 滴竃a・ E 

町四 厳化事周 x x x x x x x 

ハロゲン化合唱・
次グyル亙ジ省コンン表磁面直クナロトルリウヘムキ

.ンパヲ慣韓国 。円 d ペ A 

磁変佳化作作局用 x 企 x x x x 

ポピドンヨ ド
。( f J 。x x ム

エJタリノマず門ル川、

震脱水性作作用用 O D 、一 。 x x x 

アルデヒド掴
ホuルマ-リン一 'ト U 

7:r.:/-}v. 震変タン性佳パ作作ク周周質寝悶

クレゾール石盤

作組透用抱過頗性E町R・昨周

J '-' 企 3時 x x x 

界置遺色" 塩化ベンザルコ ウム、 細U胞鰻破'"
に x d 3ぽ x × x 

塩化ベンゼトニウム 過過性変化作用

塩化ア"キルポりアミ 姻透U脆過B性調磁変頃化作用 f ム む ム x x x x ノエチルグリシン

|萄.色震扇 アタリノ " x x x x x x x 

ち=有幼 ;....t 

- 水量M医務倣ナ ト りウムは品主包込盆皇盆~に対し C 投下向!判"を示す.

• HTlV IT内 V IIIVι一割'-r有識嬰がある.

- 傘孟且立並i 右欄物存'"下予'"劫ち，..ヨRなどの欠点をもっ.

- グルコン織クロルへキシジンはo'-0弓札予三m .':f'I，且皿遣事I 皇4品工島U宣車旦単車こ用いられる.

・ グルコ〆様7 ロルヘキンジンま払E国~広島阜である{ショックを起こナ可能性).

2) ヨウ家およびヨウヨ際化合物

・ ヨウ禦やヨク素化合物はEZ..e晶且ム陰錐苗 ウイルス 誕二胸た YのJ1;省内聞の餅'.納「析1.-rI'H菌作用をもっ.

・ヨ ドi品敏縮問所の焚赤発熱発疹)を起こサニとがある固

・企血盟止庄且があるため 器械器貝の消毒には用いなb、.

・ 3ー ドチンキは強力な局所取噸検作刈があり 1iilar. fl'l似而 材陣而には公ヨード乎y キを用いる.

・ ヨードグリセりンは坦庖主玉i監鎧ru"旭豊に周L、る.

・ ポピドンヨ一円~術後の度度二盤盤盟且ill. 且盛畠盤旦血食笠i直重。宣盤Eとして期L 、られるE

3 アルコ←ル頬

ロ 70-80%工タノールはH'''-ι盛宜主重であるが "BVをはじめと ，る多くのクイルスには無効である.
ロ グヲム剛生険性的には有効であるが，正胞斗且盟盟である.

4.アルヂヒド頬

つ アルデヒド矧は描い還元カにより微生物のタンパク貿を変性させて殺菌作用を示す.

ロ ホルムアルデヒドは強い覗激性畑ガスで 35匂lR"水割陣織のホルマリノ剖材、、る.

寸 ホルマリ Jはグラム陥件陪件前葬自 のイルスピ弘吉柚であり，有後物の存在下でも綾薗カは減弱しなL、.

口 強い腐凪刺激作問があるため，""'鯛幽への伸悶は不函乱である.

口 器被器具や室内の情婦I 略目長組管の治僚に周いられる.

ロ グルタールアルデヒドは多くの細薗 真菌耕地 タイルスに有効で忠唱に作則する.特に HsVに有効である.

m・・ "唄 l a35a2主岨翼 '1fI~'膚 駐.. '何B331VSるF語飛プaVdf色t E予伺AV-1こ.-:" 

.. タル1'Ji.f:T1:.ド 。 O 。 x 3ぽ "'"‘ 30対-12 '，'ii画 企...'0刀-30万
m地，b.71レデヒド

O o 企 ， x 刀ス~j可処 0.5%. 10-30分

ZナR盈ト温リ*つ・ゐ
巧j剥び菖しい輔自 '''' 5%咽 '0分-30分

ハ x 。 ゐ a 1・-'2聞置l jlj唱"'~
4よい場合 Q.l(弘 1崎町

為.陶工タノ " a O 。。 》ぜ x r'冊、 JOか 30分
;"(ピド:ーヨ H x x x 。 x 100恥 '0分担分

タレν ル6・ 。 ~ ム ¥ 4己 x 

-コf二む'ワvムノザル O 。。 x x 

グクルロJコ，.ベン・キyジン 。 O 。 O x ，礎 x 

血J血工手PJILレ平ヴJリ"シtリ〉アミ 。 O 。 。 O x x 

5 フェノーjレ類

口 細菌i 真樹には併効だがま盟主2i止三民且盤盆である.

U 強い腐食作mをもち皮膚へ適用する企縁初は修衡を鐙現するが のちに知覚麻偉を起こす〉
口 象牙賀への浸透性がよく 廊食作用を誠弱させる介めにカンフルを配合し.齢禽梢竃信闘鋳静摂管消毒に附いるe

ロ クレゾー，.，よ2-1'Y.石けん椛カヨヨ量笠溢1撃に矧いbれる.

6 界薗活性剣

。界面活性剤は穆椛の界而(表面}張力を減少させる物質である.
ロ 除イオ ン界IIii活他州立通常の石It/>A->中出先州 守."，争力lま栴、が?殺菌カはほとんどない@ 0=使用可飽 /'，.注怠して使用 x.使用不司.，日手無効

ロ 陽イオン界面活性剤';1防検イ日けん玄たは虐性心けんとも、う.

U グラム耐性険性閣に対しては強し抗菌力を示すが!結核菌 緑膿臨 ウイルス Jf胞には効果がない.

ロ 極化ベンザルコ=ウム(オメパン11)，Jii:化ベンゼト=ウム(ハイアミ r巧が 01 弘m~宇一三指や掠昆の"雀に

白川一白川弘法協が蝕市喧や侮"0面的消髭に州いられる.
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a・適 用途 温贋

厳化.， オキシトール '畑園、岨凪提ロ 10藩またU2-3個帽駅適 10惜棺明

現亜塩量睡ナトリウム 手?忠松風 0.01町.0.05%
蝿具(非盆圃L車内 0.02--0.05% 

ゲルコン値ク口"へキ 膏風、軍内 0.05略ゐ

ハロゲン化合物 ンジン 手術 日1--0.5%

帽ヨ-eチンキ、 手術給贋 原壇あるいは 2-5惜時制連

ポピドンヨード
議手ロ術、総腹、a風瞳薗

'0% 
0.25‘-0.5% 

7ルコル周
工SI/-}I.- 手指屯留凪‘軍内 7""ω% 

イソプロパノル 手指、睡晶、宣肉 50--7.肝<

ホルマリン、 ...‘室内 H 柚(;t.ルム7111ヂヒドとして}

7111ヂヒト踊 '7/It-sr-lltI'lvデヒド ，.典 2% 

室内 0.5'11. 

フェノル 手指 1.5.....2% 

フェノ-IL-JJ! .民、軍内 2-5% 

クレゾル石けん 手摘、留品、車内 0.5-1怖tクレゾー1しとしτ}

塩化へンゼトーウム 手術 0.05-0.1% 

塩化ベンザ"コヱウム 総鳳曾j燭園 0.01-巴日2s弛

WiO活恒例 題異 0.1% 

'"肉 0.05--0.2% 

筒佳県歯活性刻 手帽、国民‘室内 0.05--0.2% 
私鳳創傷箇 0.0トベa白%

色到底期 アタリノル 総鳳創偲薗 0.05-0.1% 

工フーリス 4 23 力"シつムE諸国臨機構 153 
アー力ンソー砥石 " 工プネ"線 l 119 力lレシト二ン 131. 153 
アーチワイヤーの結肱

" 工り才ツト型巴パレーター .， 加齢 28 
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HBVおよび同Vに対する消湾寮

1. lillVに対 ずる附!協議i

門 出 VIこはI 般のタイルスに対する処訟と伺峨に オ}トクレープ航海や伝聞捕手選n，+t倒である.

叶 加熱できない総具に対しては次歪監禁雌ナトリウムやグルタールアルデヒドiこkる婚披桝奮が釘効である，

ロ ホルムアルデkドガスやエチレνオキサイドガスによって.，不活性化される.

2. I-lJV に対する梢，U燕

口 IHVは熱とアルロールに弱〈 オー トクレープ飢彊やお淑消ヨ帳 消皐悶エタノ ル?叫五件tVされる.

ロ HBVよりも低抗性が低いので.IIsVに'1'じた消毒11&遺伏すればよい.

U 次亜塩素酎ナ トリウムやグルYールアノレデヒドが角効でめる.

HBV Hr.J 

ク"タルFJvrヒド
""" 30分-'2同調 2%. 10-30分

，X霊也事岨ナトリウム
局UlL~長a頃b12合a-eu，at沼"汚会h主催11力9騎少h 倒 0.5%‘ 10-30卦

ー司悶工タノ " 初~~志し 10-30分

イソフロパ.1-)[，
妨娘怒し 70弘旧分

l!iJlJムア"7'ヒド ガスが膏助 5%， 10-30分

d!l化水菊水
初援なし

何7!であるが明植草

皇制a忽い
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疾病の成り立ち及び回復過程の促進 1，2，3

ホ臨床果、社会歯学需は、 「歯科衛生士国家試験全国師合機損怯酷242J解筈・解観集 にtU，予定ですa
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